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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　─Prelude─







　夜空の底には銀光に照らされた無限の雲海が広がっている。

　吸い込まれるような漆黒の空に三日月が浮かび、無数の星々が輝いていた。

　空気は驚くほど澄んでいて、いつもならその瞬またたきを遮られてしまうような儚はかない星々の微光まで操そう舵だ室しつの闇に注ぐ。

　飛空船クロート号は、そんな星々の海にたった一隻で浮かんでいた。

　寂しくて、でもそれを忘れてしまうくらいに空は美しい。

　けれど、実のところつい先ほどまで、この船は凄すさまじい嵐の中にいた。

　並の飛空船だったら、制御を失い、墜落してしまうほどの嵐。

　美しさも、優しさも、厳しさも、恐ろしさも──全てを持っているのが、この空なのだ。

「泊はく人とさんに言わせれば、全部、ただの自然現象なんだろうけど……」

　ずっと遠くにいくつか小さなオレンジ色の点が輝いているのが見えた。それらは注意して見ていなければ星空に紛れてしまうくらいに小さい。

　たぶん、浮遊島のものだろう。

　この世界の大地はずっと昔に壊れてしまって、空に無数の島が浮いているのだ。

　わたしは灯あかりを落とした操そう舵だ室しつから夜空をじっと眺めていた。

　あのオレンジの光の中にたくさんの人たちが暮らしているのかと思うと、何だか少し不思議な気持ちになる。静かで温かいものが心を満たすような、そんな気持ちに。

「アリア、どうした」

「うひゃぁっ！」

　室内に響く心ここ地ち好よい風切り音に身を任せていたわたしは、突然の呼びかけに驚いて思わず変な声を上げてしまった。

「は、泊はく人とさん？　びっくりさせないでよ」

　振り返ると泊はく人とさんが立っていた。

　一緒に両親を探してもらい、願いを叶かなえてくれる島まで行ったのが一週間くらい前のこと。

　泊はく人とさんは、世界が変わってしまったきっかけ『始まりの島』の手がかりを探して旅をしている。あまり詳しいことは教えてくれないのだけど。

　わたしはその旅を手伝うためについてきているのだった。もちろん自分の目標だってある。行く先々で困っている人がいたら助けるという目標が。といっても、まだ自分に何ができるのかも、何をしたらいいのかもはっきりとしない。泊はく人とさんがいたら、大体の問題は解決してしまうから……。

「おまえがぼさっとしてただけだろ……。何かあったのか」

　いつもどおり寝癖のついた頭に、無ぶ精しよう髭ひげの生えた顔。そして聞き慣れたぶっきらぼうな口調。だというのに──

　どうしてだか、ほんの少し違和感を覚えた。

　何だか、いつもと少し違うような……。気のせいかな。

「ううん、ちょっと空が綺き麗れいだったから」

　その答えに泊はく人とさんは「そうか」とだけ言って、わたしのすぐ隣に立った。腕が触れあうほどに近くて、一瞬、どきりとしてしまう。が、泊はく人とさんがこれっぽっちもそんなことを意識していないのは知っている。自分だけどぎまぎしているのはばかみたいなので、わたしは小さく息を吐いて気持ちを落ち着けた。

「だいたいよさそうだな」

　泊はく人とさんは目の前の机に置かれた空図と、それからその横に置かれた数枚の紙片を見比べて頷うなずいた。その紙片にはわたしの書いた数字が並んでいる。

「ほんとっ!?」

「ああ」と素っ気ない返事が返ってくる。

　泊はく人とさんがよさそうだと言ったのは、わたしが星の位置を観測して割り出したこの船の位置だ。もちろん結果だけではなく、観測と算出の過程も含めての確認だ。最近はこうして航行に関する重要な仕事も少しずつ任せてくれるようになった。ちなみに今回の観測は定時のものではなく、嵐に見舞われたために臨時でしているものだ。

「航路、そんなにずれてなさそうだね。船体の方は大丈夫だった？」

「ああ、問題ない。予定どおり行けそうだ。船酔いは治ったか？」

「う……。まあ、だいぶ……」

　少し情けない気分になりながら答える。

　嵐に見舞われた際、わたしは風を操る干渉力を使って切り抜けようかと提案したのだけど、泊はく人とさんに止められた。嵐は数時間も続くのに対して、わたしの力はせいぜい十分保つくらいだというのがその理由だ──ごもっともです。

　だから、わたしは嵐で船が揺れる中、為なす術すべなく居室のベッドに転がっていた。

　うう、思い出しただけで気持ち悪くなってくる。情けない……。

「あ、お腹なか空いたよね。晩ご飯の時間、だいぶ過ぎちゃったし。何か作るね」

「いや、オレの分はいい。おまえだけ食べろ」

「え？　でも……」

　嵐が近づいていたせいで、色々と備えをするためにお昼も満足に食べていない。

　先ほどまで船酔いしていたわたしですら空腹を感じるのに、ずっと働き詰めだった泊はく人とさんのお腹なかが空いていないのはおかしい。

「疲れちゃった？　じゃあ、お風ふ呂ろ入ってきたら？」

　なんとこの飛空船、前の持ち主の趣味でデッキにお風ふ呂ろがある。といっても水が貴重な飛空船の旅ではそうそう使えないのだけれど、こうしてまとまった雨が降れば浴槽が満たされて、エンジンの熱で温めることができるようになっている。わたしがこの船に乗るようになるまでは完全に放置されていたのだけど、頑張って掃除をした結果、今では使えるようになっていた。けれど──

「いや、それもいい」

「そう……？」

　どうしたのだろう、とわたしが首を傾かしげたときだった。

　急に泊はく人とさんがわたしにもたれかかってきた。

　そして、気付いたら操そう舵だ室しつの床に押し倒されていた。

　ずっしりと重い身体からだが、わたしの上に乗っている。

　な、何？　何が起きたの？

「は、はははは、泊はく人とさん!?」

　はっと我に返って、わたしは慌てた。

　読みかけの小説にあった甘いシーンが脳裏をよぎって、頭の芯が熱くなる。

「は、泊はく人とさん、わたしまだ心の準備がっ……！」

　自分でも訳の分からないことを口走りそうになって気付いた。

　何だか、熱い。わたしに触れる、泊はく人とさんの身体からだが。

「ちょ、泊はく人とさん!?」

　わたしは肩のあたりにある泊はく人とさんの額に手を当てた。

「熱っ！」思わず当てた手を離してしまうほどに。「熱あるよ！」

「問題ない」

　泊はく人とさんはそう言って床に手をつき、身体からだを起こした。そして「悪い」とわたしに向かって手を差し出した。

「あ、う、うん……」

　わたしは反射的に差し出された手を取って立ち上がった。が、その反動で泊はく人とさんはよろめいた。

「ぜ、全然大丈夫じゃないじゃん！」

「今のはおまえが重かったから……」

「ごまかし方が失礼過ぎるよ!?」

　わたしはため息を吐ついた。知ってはいたけど何て意地っ張りなんだ。いや、この人の場合、本気で問題ないなんて思っているのかもしれない。

「とにかく、ベッドで横になって！」

「いや、だからオレは……」

「反論は許しません！」

　それからわたしは泊はく人とさんを半ば強引に居室まで引っ張っていき、ベッドに寝かせた。

　飛空船は自動操縦になっているから問題ないだろうことや、その他た諸もろ々もろの注意事項を言い終えると、泊はく人とさんはあっさりと眠ってしまった。

　泊はく人とさんの額に濡ぬれタオルを置き、少し苦しげな顔を見てため息を吐つく。

「ごめんね……」

　この何ヶ月か、わたしの両親探しのためにかなりハイペースな旅をしてきた。そして、その疲れが抜けきらないまま嵐の中を航行して、限界を超えてしまったんだろうと思う。

　この船に乗ったときからそうだったからすっかり慣れてしまっていたけど、泊はく人とさんはそもそも無茶な旅をしている。

　普通、飛空船には最低二人の操そう舵だ士しが乗るものだ。そうしないとほとんど休めないし、何かあったときに困る。だというのに、泊はく人とさんは十年近く一人で飛空船に乗ってきた。まともな休息も取らず、こうして体調を崩したときも舵かじを握り続けてきたんだろう。

　もう一度、ため息を吐つく。

　自じ己こ嫌けん悪おだ。

　泊はく人とさんを助けたいと思ってついてきたのに、嵐で大変なときに何もできずにベッドに転がっていただけなんて。このままじゃただのお荷物だ。

　もし、と思う。

　わたしが飛空船を操そう舵だできたとしたら、泊はく人とさんはこんなふうに倒れなかったんじゃないか。

　泊はく人とさんはベッドでゆっくり眠れて、こんなふうに疲れを溜ため込こむこともなかったんじゃないか。

　仮に体調を崩しても、さっきみたいにごまかさずに素直に休んでくれたんじゃないか。

　窓の外を見ると穏やかな夜空に月と星々が変わらず輝いていた。

　銀光に照らされた滑らかな新雪のような雲海が、静かにゆっくりと流れていく。

　心の底に溜たまっていた自じ己こ嫌けん悪おが、別の形に姿を変えていく。

「決めた。わたし──」

　静かな白色雑音ホワイトノイズに満ちた居室に呟つぶやきが響いた。







第一話　訓練島







「あ、暑い……」

「島に到着してまだ三十分も経たってないぞ。先が思いやられるな」

「そんなこと言ったって、暑いものは暑いよ……」

　アリアは泊はく人とと並んで白色の眩まぶしい町を歩いていた。

　肌を灼やく強烈な日差しと、吸い込んだだけで喉をやけどしてしまいそうな熱気。思ったより汗はかいていないが、それは単に汗が出たそばから乾いているだけなのかもしれない。

　二人のいるタルタ島は全土が砂漠の浮遊島だった。一年を通じて日差しが強く、空気は乾燥し、気温も高い。普通なら人が棲すめる場所ではないが、中央部に大きなオアシスがあるおかげで数千人規模の大きな町が栄えている。

　げんなりしたアリアとは対照的に、その町は活気に溢あふれていた。

　白い石材でできた建物が所狭しと立ち並び、大通りには食料品や衣服を売る店も、レストランや酒場もある。他の島ではあまり見ないような、飛空船の部品屋や、飛空船乗りの衣服を売る店もある。大勢の人々が通りを行き交っているが、とりわけ若者が多く、町を賑にぎわせていた。ほとんど例外なくフード付きの外がい套とうを羽織っており、強い日差しから肌を隠している。アリアも似たような外がい套とうを身に着けていたが、それでもこの暑さは耐えがたい。

「おまえが飛空船の免許を取るって言い出したんだぞ」

「う……そうでした……」

　そう──暑いものは暑いが、文句を言っているわけにはいかない。

　この島に来たのはアリアに理由があるのだ。

　泊はく人とが熱で倒れた日からすでに一週間が経たっている。

　あの翌日には泊はく人との熱はすっかり下がってしまったわけだが、それで一件落着というわけにはいかなかった。何しろアリアはもう決意してしまっていたのだ。

『泊はく人とさん、わたしに飛空船の操そう舵だを教えて』

『分かった』

　一蹴されるだろうと思っていたアリアは、なんともあっさりした承諾の言葉に意表を突かれた。必要ないとか、余計なことをするなとか、無理だとか、面倒だとか──これがいちばん言われそうだと思っていた──そんな台詞せりふを想像していたのだ。だからまだ熱でもあるのかと確認までしたが、気でも変わってはいけないと思ってそれ以上は何も訊きかなかった。

　しかし、大変だったのはそこからだ。

　飛空船の操そう舵だは想像以上に複雑で、一向に操そう舵だできるようにならなかったのだ。舵かじを握っていると回転翼テイルトロータの角度や出力、浮揚ガスの量、方ほう向こう舵だと補助翼の角度などのバランスが徐々に崩れていき、制御を失いそうになってしまうのだ。

　もちろん、練習中は泊はく人とが隣にいるので危険な状態になる前に修正してくれるのだが、それでもアリアにとっては肝が冷える経験だった。

　結局、あまり進歩のないまま数すう日じつ経たったところで、泊はく人とが思い出したように、

『ちょうど近くに飛空船の訓練と免許の発行をやってるタルタって島があるが、どうする』

　と言ったのだった。そこであれば初心者向けの講習からやってくれるはずだ、と。

　行き詰まっていたアリアは一も二もなくその提案に飛びついたのだった。

「それにしても、飛空船の訓練……はともかく、免許なんてあるんだね。みんな、好き勝手に飛ばしてるのかと思ってた」

「まあ、その認識も間違っちゃいない。好き勝手飛ばしてもバレたりしないし、そもそも免許なんて気にしない島も多い。だから免許を持ってない飛空船乗りも大勢いる」

「へ？　そうなの？　じゃあ、なんで免許なんてあるの……？」

「一部の浮遊島で必要になるからだ。星ほし読よみ島とうと、その周辺が多い。そのあたりでは離着陸に免許の提示が求められる。だから星ほし読よみ島とう近辺を拠点にする飛空船乗りには必須だな」

　星ほし読よみ島とうはかなり大きな浮遊島で、その大きさに見合った行政府が存在する。周辺の空域で人や物資のネットワークを作っているため、その影響下にある浮遊島も多い。泊はく人とがかつてその行政府の役人──それも調査官という特別な職についていたことをアリアは知っていた。

「じゃあ、泊はく人とさんも免許持ってるんだよね」「ああ、一応は」「見せて見せて」「見て楽しいもんでもないが……」

　泊はく人とはジャケットやズボンのポケットをごそごそやって、しばらくしてようやく一枚のコインらしきものが出てきた。アリアはそれを受け取って顔をしかめる。そのやや大きめのコインには泊はく人との名前や発行年月などが刻み込まれているが──

「なんか黒くてべとべとするんだけど……。ところどころ曲がってるし……」

　はっきり言って、汚い。もはや地金が何なのか判別がつかないくらいだ。

「あー、整備のときにネジ回し代わりに使ったりしてるからな。機械油が付いたんだろ」

「免許を……整備に……」

　そんなことをするのは泊はく人とくらいだろうとアリアが呆あきれていると、その泊はく人とが「着いたぞ」と通りに面した立派な建物の前で立ち止まる。縦も横も奥行きも他の店の数倍はあろうかという大きな建物で、たくさんの人が出入りしている。飛空船の訓練所だということは表に出ている看板で分かったが、想像していた以上の大きさにアリアは驚き見上げてしまう。

「置いてくぞ」

「あ、泊はく人とさん、ちょっと待ってよ！」

　広い室内は待合スペースとなっていた。二十台ほどの木製のベンチが置かれており、ほとんど全部が埋まっている。立って壁にもたれている者も少なくなく、かなり混み合っていた。

　アリアは違和感を覚える。皆が苛いら立だっているような雰囲気を感じたのだ。

　部屋の奥に目を遣やると窓口らしき横長のカウンターが設けられている。しかしそこも人で埋まっていて、窓口に十人ほどの職員がいるが、全員慌ただしそうに客の対応をしている。

「何ぃ！　そりゃいったいどういうことだ、姉ちゃん！」

　やたら野太い声が室内に響き渡った。入り口付近にいるアリアですら耳を塞ぎたくなるほどの音量だ。声の主を探すと、一番奥のカウンターにとんでもない大男がいた。

「く、熊……？」

　アリアは思わず呟つぶやく。背の高い泊はく人とよりも頭一つ抜けているのではないだろうか。そしてその横幅といったら泊はく人との二倍くらいありそうだ。しかもよく見れば太っているというわけではなく、筋骨隆々だ。思わず熊と言ってしまったが、あれでは熊を殺せそうだ。しかもどうやらかなり怒っているようで、受付の女性も怯おびえた表情を浮かべている。周りの人たちも身の危険を感じたのだろう、近くのベンチはそこだけ空席になっている。

　アリアは咄とつ嗟さに隣の泊はく人とを見た。眉間にしわを寄せ、厳しい表情を浮かべている。

「た、助けよう。あのままじゃ、受付のお姉さんが！」

「ば、そんな大きな声を出すな……！」泊はく人とが珍しく慌てたように言い、大男の方を見ながら後ずさっていく。「いったんここを出るぞ」

「で、でも泊はく人とさん！」

　まさか逃げようとしてるのだろうか。あの泊はく人とが？　アリアが必死に訴えかけると、泊はく人とは額に手を当てて深々とため息を吐ついた。

　それは何かを怖おそれているというより、諦めたような、そんなため息。

「あ、あの……？　泊はく人とさん？」

　直後、凄すさまじい音量の野太い声が響き渡った。

「泊はく人とって言ったか！」

　身を竦すくめて声の聞こえた方を見ると、顔を覆うような黒くろ髭ひげの大男がこちらに向かってきているではないか。どしんどしんという地響きが聞こえてくるようだった。

「ひ、ひいっ!?」アリアは恐怖に顔を引きつらせた。

　大男が目前まで歩いてきて足を止める。凄すさまじい威圧感だ。

　アリアは身じろぎ一つできず、その場に立ち尽くすことしかできない。

「おい、嬢ちゃん！」

「ひ、ひっ……熊殺しに殺される……」

「熊殺し？　何のことだ」大男は眉を顰ひそめる。「まあいい、それより泊はく人とって言ったか!?」

「た、た、助けてぇ……」

「あ？　助けて？　何か困ってんのか？」

　大男が困惑したところで、アリアの背後から深いため息が聞こえてくる。

「バッカス、そのくらいにしといてくれ。訓練所ごと吹き飛んでも知らんぞ」

　そんなふうに言いながら泊はく人とがアリアの隣に立った。バッカスと呼ばれた大男は目を見開いて泊はく人とをまじまじと見つめ、それからぐわっと大口を開けて破顔した。

「本当に泊はく人とじゃねえか！　久しぶりだな！　あの事故以来か、おい！　会いたかったぜ！」

「……ああ、久しぶりだな。オレの方は別にあんたに会いたくはなかったが……」

「がははは！　相変わらずだな！　照れるなよ！」

　何だか様子がおかしいことにアリアは気付く。

「泊はく人とさん、ひょっとして……知り合い？」

「ああ、まあ、いちおう知り合いだな……」と泊はく人と。

「水臭いこと言うなよ！　何度も一緒に調査に行って、同じ釜の飯食った仲間じゃねえか！」

　アリアは驚いてバッカスの顔を見つめた。言葉どおりだとすれば、このバッカスも泊はく人とと同じく星ほし読よみ島とうの元調査官ということだ。

「って……お、おい、泊はく人と、おまえ……」

　バッカスがアリアの存在に気付き、震える指で二人を交互に差した。

「わ、若わけえ嫁さんもらったな、おい！」

「あ、えっと、アリアです。初めまして。あの、わたしは嫁とかじゃな……」

「アリアさんってのか！　俺はバッカスだ！　いやあ、あの泊はく人とになあ！　こいつぶっきらぼうだけど、いいところあるんだぜ！」

「あ、は、はい、それは知ってますけど……」

「だよなあ！　そこに惚ほれたのか！」

「あ、あのだから、惚ほれたとかじゃなくてですね……」

「じゃあ泊はく人とがあんたに惚ほれたのか！　てっきり、泊はく人との奴やつは年上が好みなのかと思ってたが、そんなことなかったんだな！」

　だめだ、会話が成立しない──アリアは呆ぼう然ぜんとした。以前会った骨こつ董とう商しようのロイといい、どうして泊はく人との知り合いはこう一癖も二癖もあるのか。このままでは嫁として認識されてしまう。

「師匠、いい加減にしてくださいよ。皆さん困ってるじゃないですか」

　バッカスの横にどこか疲れた様子の少年が現れた。アリアと同じくらいの歳としだろう。バッカスとは対照的なひょろっとした線の細い体格で、けれど理知的な雰囲気があった。

「何ぃ？　俺が何をしたってんだ、コルト！」

「とりあえずその大声を止めてください……。師匠はそこにいるだけでも怖いんですから。あと、そちらのアリアさんという方、嫁じゃないって言おうとされてたと思いますよ」

「何っ？　そうなのか？」

「は、はい」とアリアはかろうじて頷うなずく。「旅の……仲間、です」

「あー、そりゃ悪かったな！　ちょっと早とちりしちまったぜ。がははは！」
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「相変わらずだな。で、何があった」呆あきれた表情の泊はく人とがカウンターに目を遣やりつつ訊きいた。

「ああ、それがな……」とバッカスは答えかけて「コルト、説明しろ」と隣を見た。

　コルトも慣れているのだろう「はいはい」とおざなりな返事をし、簡単に事情を説明した。

　要約すると、彼らはコルトの免許取得のためにこの島を訪れたのだという。しかし、訓練所で受付をしようとしたところ、普通であれば翌日から訓練を開始できるはずが、一ヶ月待ちだと言われてしまった。受付の──哀れな──女性を問い詰めたらば、教官が二人、事故で怪け我がを負って欠員が出たのが原因とのことだった。

「人手不足ってことか、仕方ないな。今回は諦めるか。行くぞ、アリア」

「え、え？」泊はく人との切きり替かえの速さにアリアは戸惑った。

　だが、すぐにぴんと来る。このバッカスという元同僚が苦手で、この島から一刻も早く離れたいということではないだろうか。

「そうですね」同意したのは泊はく人との性格など知らないコルトだった。「こんな仕事もないような島で一ヶ月も滞在していては赤字です。早々に諦めるのが得策かと」

　泊はく人との思惑はともかく、コルトの言い分は一理あるとアリアには思えた。彼らがどんな仕事をしているのかは知らないが、飛空船乗りである以上、一ヶ月も同じ島に滞在していては金の無駄だろう。それはアリアと泊はく人とにとっても同じだ。しかし──

「がははは！　そんなことはねえ！」

「え……？　そんなことはないって、でも一ヶ月もいられないですよね」

　アリアの言葉にバッカスは「大丈夫だ、アリア嬢！」ともう一度豪快に笑った。

「ア、アリア嬢……？」という戸惑いの声は無視される。

「よく考えてみろ。欠員が二人。そして、ここに凄すご腕うでの飛空船乗りが二人！　上う手まいこと帳尻があってるじゃねえか！」

　バッカスは素知らぬふりをして立ち去ろうとしていた泊はく人との肩をがっしりと摑つかむ。

「なあ！　おまえもそう思うよな、泊はく人と！」

　そうして泊はく人とはバッカスによって半ば強引に訓練所の事務所へと連れていかれたのだった。

　泊はく人とがそんなふうに他人に翻弄されている姿など初めて見たので、アリアはぽかんと口を開けて見送ることしかできなかった。

　十数分が経過して、二人が戻ってくる。

「泊はく人とさん！　どうなったの？」

「おまえたちは明日から訓練だ。オレとバッカスは臨時教官をやることになった……」

「ほんとに教官やることになったんだ……すごいね……」

「こいつがごり押ししただけだ」

「ちょっと提案しただけだ！　がはは！」とバッカスは笑ったが、すぐに表情を真面目なものに変えた。「ところで泊はく人と、コルトの教官をやってくれねえか」

「唐突だな」と泊はく人とは眉を顰ひそめる。

「し、師匠!?」

　コルトが目を剝むいて声を上げたが、バッカスはそのまま言葉を続けた。

「実はこいつ、これが三度目の挑戦なんだ。普段は俺が教えてて、訓練所では本職の教官に習ったこともある。腕は悪くねえと思うんだが、前の試験は二度とも落ちちまった。泊はく人と、おまえの腕はピカイチだからな。壁を破るきっかけになるかもしれねえ。やってくれねえか」

　泊はく人とは一瞬、コルトに目を遣やってから短く息を吐ついた。

「まあ、別に構わないが。どうせ、誰に教えるのも大差ないからな」

「引き受けてくれるか。助かるぜ！」

「い、いいんですか!?」コルトが叫ぶ。「あの泊はく人とさんに操そう舵だを教えてもらえるなんて！」

　そんなコルトの反応に泊はく人とは目をすがめた。

「……おまえ、バッカスからオレについて何を聞いたんだ？」

「風速一〇〇メートルの嵐の中を航行したとか、空賊十隻を相手に単機でドッグファイトを繰り広げて勝ったとか、燃料切れで一ヶ月漂流して生還したとか」

「噓うそは言ってないだろ？」とバッカスが補足する。

「……噓うそじゃないが、どれもオレが望んでやったことじゃない。ヘルメスにやらされただけだ」泊はく人とは深々とため息を吐ついた。「まあいい。じゃあ、あんたはアリアを頼む」

　そんな言葉にアリアは「え？」と驚いて泊はく人とを見た。

「何を驚くことがある。訓練所に入るんだから、誰かに習うことになるのは当たり前だろう」

「そ、それはそうだけど……」

　どうしてバッカスなのだろうと思っていると、泊はく人とはそれを見透かしたかのように言った。

「教えるのはオレよりこいつの方が上う手まい」

　泊はく人とが誰かを褒めるのは珍しいのでアリアは驚いたが、よく考えればバッカスは元調査官だ。そのくらい優秀だとしても不思議ではない。不思議ではない、のだが──

「引き受けたぜ！　よろしくな、アリア嬢！」

　大声で笑う熊のようなバッカスの姿を見て、アリアは強こわばった笑顔を浮かべたのだった。
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　翌日、アリアは訓練船に乗って上空にいた。

　訓練内容は三人一組になっての飛行訓練だ。アリアの他に、少し年上の男子生徒ふたりが着座している。

　外には灼しやく熱ねつの砂漠と乾いた蒼そう穹きゆうが広がっていた。

　どうしてこんな砂漠に訓練所がと思っていたが、離着陸や飛行の妨げになるような障害物がなく、万一、飛空船が不時着しても被害が抑えられるからというのが理由らしい。

　周囲には数百メートル以上の間隔をおいて十隻ほどの訓練船が浮かんでいる。個々の訓練船は居住用設備などを省いて最小構成で設計された小型船のため、全長が五〇メートルはあるクロート号と比べて、全長一五メートルほどとかなり小さい。しかし、これほどの数の飛空船が近くにいるのはアリアにとっては新鮮な光景だった。

「よおし、着いたぞ！　それでは訓練を開始する！　まずはアリア嬢！」

　狭い操そう舵だ室しつにむさ苦しい大音量が響き渡る。アリアは思わず目を瞑つぶってそれに耐えた。後席の男子生徒二人も呻うめき声ごえを漏らしていた。

　操そう舵だ席せきから大声を浴びせかけたむさ苦しい大男は──見み紛まがうはずもない、バッカスだ。

　アリアは立ち上がり、バッカスのいる操そう舵だ席せきへと歩いていく。

「アリア嬢は鋼スチールを取るんだったな。じゃあ、俺の指示どおりやってみろ」

　鋼スチールとは免許の区分だ。免許は知識と技術のレベルに応じて五段階に分かれており、それに応じて操そう舵だできる飛空船の大きさも決まる。免許証の名称はコインの素材で決まっていて、下から順に、真鍮ブラス、鋼スチール、銅ブロンズ、銀シルバー、金ゴールドとなっている。クロート号は鋼スチールで操そう舵だ可能な大きさらしい。ちなみにコルトはすでに鋼スチールを持っており、銅ブロンズを取ろうとしているらしい。

　そういえば、とアリアは思う。泊はく人との免許証はどれだったのだろう。調査官をしていたくらいだから金ゴールドだろうか。あるいは面倒がって、一人前といわれる銅ブロンズあたりで取得を止めているか。どちらも泊はく人とならありそうだった。

　アリアは操そう舵だ席せきに座り、バッカスの説明や指示を受けながら操そう舵だ輪りんと足下のフットペダルを操作した。バッカスの指導は思いのほか繊細かつ的確で、泊はく人とが褒めていたのも理解できた。心の中で勝手に不安を感じていたことを謝罪した。

　しばらくするとバッカスの指示は、方向や高度の変更だけになった。そして、

「がははは！　なかなか筋がいいじゃないか！　これなら鋼スチールは一週間もかからん！」

　などと褒められてしまう。操そう舵だ室しつの後方からは、男子生徒二名の「すげえな」「ああ、見かけによらないな……」などという囁ささやき声ごえが聞こえてくる。

「え？　あ、あれ？」

「どうした？　何か問題か？」とバッカスが操そう舵だ席せきのアリアを覗のぞき込こんでくる。

「えっと……何ていうか、簡単過ぎる……っていうか……」

「何ぃ？」バッカスが眉を顰しかめる。「泊はく人との奴やつ、まさか……」

「泊はく人とさんがどうかしたんですか？」

「アリア嬢、ちょっと船の設定を変えるぞ」

　バッカスは言うなり、操そう舵だ席せきの真上の天井を数度叩たたいた。すると一〇センチメートル角の蓋が外れて蝶ちよう番つがいでぶら下がる。中にはレバーがあり、バッカスはそれを押し倒すと蓋を閉じた。

「さあ、もう一度操そう舵だしてみろ」

　何だというのだろう──アリアは疑問に感じながらも操そう舵だに戻る。

　変化はすぐに感じられた。

　バランスを取るのが急に難しくなったのだ。フットペダルや操そう舵だ輪りんを忙しく動かさないと、船が傾きそうになる。先ほどまではもっと余裕を持って操そう舵だできていたというのに──全く違う船になってしまったようだった。

　やがて、クロート号で練習していたときと同じように船が左右に揺れ始めてしまう。

「よし、ここまでだ！」

　すかさずバッカスがアリアと交代し、訓練船の状態を立て直す。そして、操そう舵だ席せきの隣で釈然としない表情を浮かべるアリアに向かって頷うなずき、「そういうことだ」と言った。

「……って、いやいや、どういうことですか!?」

「ん？　何だ、分からなかったのか」

「分かりませんよ！」

　泊はく人とといい、元調査官というのは説明が足りない人しかいないのだろうか。と思ったが、

「がははは！　そりゃ悪かった！　ってことは泊はく人との奴やつ、全然説明してないのか」

　どうやら悪いのは泊はく人とのようだった。

「簡単に言うとだな、今のは安定化装置スタビライザーを作動させたかどうかの違いだ」

「安定化装置スタビライザー……ですか？」

　先ほど倒したレバーのことだろう。

「そうだ。エンジンの出力や回転翼テイルトロータの可動範囲に制限をかけることで、操そう舵だを補助する機構だ。これを作動させておけば操そう舵だは楽になるが、速度は落ちるし、小回りも利きかなくなる。鋼スチールと銅ブロンズの試験の大きな違いは安定化装置スタビライザーを作動させるかどうかだ」

　バッカスの説明は腑ふに落おちた。確かに安定化装置スタビライザーを切ったとき、操そう舵だ輪りんやフットペダルの操作にはそれまでと比べものにならないほど繊細さが必要になった。

　同時に安心もしてしまう。それならクロート号でも安定化装置スタビライザーさえ作動させれば、自分にもある程度操そう舵だできるのではないか、と。

「言っておくが、クロート号に安定化装置スタビライザーはないぞ？　それに、仮にあの船に安定化装置スタビライザーを付けたとしても、安定化装置スタビライザーを切ったこの訓練船よりずっと難しい」

「えっ？　でも、泊はく人とさんはクロート号は鋼スチールでいいって……」

「それは船の大きさの話だ。技術的には少なくとも銅ブロンズを持ってないと飛ばせんだろうなあ、あの船は。それでもギリギリだが」

「そんな……」

　いったいどういうつもりなのだろう。確かに免許は取りたいが、それよりもクロート号を操そう舵だできるようにならなければ意味がないというのに。

　無理だと思われているのだろうか。それとも言い出して聞かない自分が面倒になって、適当なところで満足させればいいとでも思っているのだろうか。

　いずれにしても悔しい。

「バッカスさん！」

「お？　なんだ、アリア嬢。鼻息が荒いな」

「わたし、銅ブロンズのカリキュラムに変更します！」
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　同時刻、少し離れた上空で。

　泊はく人とはくしゃみを一つして鼻をこすった。この前、熱を出した名残だろうか。

「あ、あの大丈夫ですか？」と操そう舵だ席せきに座ったコルトが訊きく。

「問題ない。やってみろ」

　泊はく人との言葉にコルトの顔が緊張で強こわ張ばった。

　すでに安定化装置スタビライザーは切ってあり、相応の技術を持つ者でなければ操そう舵だ困こん難なんな状態だ。

「はい……」

　コルトは軽く身じろぎして操そう舵だ輪りんを握り、フットペダルに足を乗せる。

「上昇」「は、はい」「上昇停止。右に十度旋回」「は、はい」「左に戻せ」「は、はい」

　最初のうち順調だった操そう舵だは、しかししばらくして崩れ始める。船体が左右に小さく揺れ始め、その揺動は徐々に増幅されていく。もし慣れていない者がいれば船酔いになるだろう。

「あ、す、すみません！　あの、交代を」

「いい、そのまま続けろ」

「で、でも、このままでは……」

「続けろ」

　泊はく人とは言い放ち、じっとコルトの操作を見守った。彼の手と足は必死で船の制御を試みているが、船の揺れはどんどんひどくなっていく。操そう舵だ室しつの後方では他の生徒が悲鳴を上げ始めている。泊はく人とでなければ立っていることも難しいほどの揺れだ。

　コルトがもう無理だと言うように隣に立つ泊はく人とを見上げる。

「こ、交代を……！」

「いい。そのままペダルで回転翼テイルトロータの操作を続けろ」「で、でも……！」

　泊はく人とはコルトの抗議を黙殺した。そしてコルトの握る操そう舵だ輪りんに手を添えて、左右前後に何回か動かした。

　ぴたりと揺れが止まる。

「は……え？」コルトが目を丸くして泊はく人とを見る。「い、今、何を……？」

「揺れに舵かじを当てた。基本だろう」

「き、基本って、あの揺れにですか!?　あれを回転翼テイルトロータの操作なしで止めるなんて……すごいです！　聞いてた話はやっぱり本当だったんですね！　どうやったんですか!?」

　コルトが食いつくように泊はく人とに迫ってくる。泊はく人とは小さく息を吐ついて手を振った。

「時間がない。あとで教えてやるから今は後ろに戻れ。次の奴やつ、交代だ」

　気勢をくじかれたコルトはしゅんとし、操そう舵だ席せきを離れて自席へと戻っていった。

　泊はく人とは彼の背中を横目で見ながら、立ったまま片手で操そう舵だ輪りんを操作する。

「面倒な仕事を振ってきやがって……」

　昔なじみの髭ひげ面づらを思い出しながらため息を吐ついた。
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　日が落ちて、白い町が闇に包まれていく。

　砂漠の夜は急激に冷える。アリアはぶるりと身を震わせて、目の前の建物のドアを開いた。

　途端に嗅いだことのないような刺激的な香りが鼻び腔こうを満たした。香辛料の匂いだろう。肉の焼ける香ばしさと合わさって強烈に食欲をそそる。

　そこは宿の近くにあるレストランで、十卓ほどの四人掛けテーブルは全て埋まっていた。

　アリアがきょろきょろと店内を見回していると、

「おう、アリア嬢！　こっちだ！」

　声を張り上げて接客している店員すらも凌りよう駕がするバッカスの声が響いた。コルトもいる。

　アリアは混雑する店内の椅子やテーブルの間をすり抜けて、彼らのところまで辿たどり着つく。

「おう、よく来たな。泊はく人とはどうした？」

「泊はく人とさんは遅れて来るって言ってました」

　この日の会食は、昨日出会ったあとに決まったものだ。もちろん言い出したのはバッカスで、泊はく人とは面倒そうにしていたが、押し切られて皆で食事をとることになったのだ。

「じゃあ、先に始めとくか。ここの羊肉は最高だぞ！」

「そうなんですか？　わたし、羊肉って初めてです」

「何？　そうなのか」

　などと話しているうちに、気を利きかせたコルトが店員を呼び、注文をしていく。

「これと、これと、これと、これと、これと、これと──」

「コ、コルトくん？　頼みすぎじゃない……？」

　コルトの注文は止まる様子がない。隣のテーブルを見ると料理一つ一つに結構なボリュームがありそうだ。コルトの注文が全て来たら大変なことになってしまう。

「師匠が食べるんですよ……」とコルトが遠い目をして答える。

「あ……なるほど……」

　それからしばらくして注文した料理がやってくる。

「すごい……」アリアは感嘆した。

　大皿に羊肉料理が山盛りに載せられており、食欲をそそる得も言われぬ香りの湯気が立ち上っている。骨付き肉の上には白いソースがかけられ、さらにガーリックやパセリがまぶしてある。自然と口の中に唾液が溢あふれてきた。

「さあ、食え食え！」「はい、いただきましょう」

　バッカスとコルトが早速、大皿から骨付き肉を手て摑づかみで食べ始める。フォークを手に持とうとしていたアリアだったが、意を決して二人の真ま似ねをする。

「ん──────！」

　アリアは骨付き肉を一口囓かじり、おいしさのあまり悲鳴を上げた。骨付き肉はソテーされたあとにほろほろになるまで煮込まれたものらしく、嚙かんだ瞬間にほどけた。口の中いっぱいに、香辛料の溶け込んだ濃厚で複雑な味わいの肉汁が広がっていく。

「がははは！　どうだ、うまいだろう！」

　スープにサラダ、ピラフなどたくさんの料理が運ばれてきて、テーブルはあっという間にいっぱいになった。アリアは少しずつ取って全部を楽しむことにする。

「……何のパーティーだ、これは」

　そんな言葉が頭上から聞こえたのはそんなときだった。

「おう、泊はく人と！　やっと来たか！　ほら、とっとと座っておまえも食え！」

　泊はく人とはため息を吐つくと椅子に座り、無造作に肉を摑つかんで食べ始める。バッカスと泊はく人とのビールが運ばれてきて、ちょっとした宴会のようになる。

　それからしばらくして皆の腹がほどよく満たされた頃、

「それで、どうだったんだ？」

　とバッカスが泊はく人とに訊きいた。唐突な質問だったので、アリアとコルトは何のことだろうと顔を見合わせた。

「事故機を見たが、何とも言えん。駆動系に故障はあったが、どうも気になる」

「人為的なものか」

「確証はないが、可能性はある」

　二人の声は低く抑えたものだった。

「あの、師匠、何の話をしているんでしょうか？」とコルトが問う。

「ああ、おまえたちには話してなかったな。訓練所の教官ふたりが負傷した事故の調査だ」

「え？　師匠と泊はく人とさん、そんなことやってたんですか？」

「いや、泊はく人とだけだ。俺がそんな細かい仕事やるわけないだろ」

　がはは、と大声で笑うバッカスに対してコルトは「ですよね……」と苦笑した。

「事故の調査……って、泊はく人とさん、そんな仕事受けてたの？」

　何も聞いていなかったアリアは、隣の泊はく人とをじっと見つめる。

「ああ。人手が足りないらしくてな。報酬がよかったから、臨時教官ついでに引き受けた」

「そうだったんだ……。どんな事故だったの？」

「点検飛行中に訓練船が何らかの原因で墜落した。墜落といっても、大したものじゃなかったから怪け我がで済んだらしいが」

「ただの事故じゃないの……？」

「ただの事故かどうかも含めての原因調査だ。今のところ事故と事件、どちらの可能性も捨てきれない状況だ」

「わ、わたしも何か手伝おうか？」

「いい。おまえは訓練に集中しろ」泊はく人とは肉を囓かじり、残っていたビールで流し込む。「ただ、飛行中は気をつけた方がいい」

「気をつけるって……？」

「事故にしろ事件にしろ、こういうのは続くことがある」

　告げられた言葉に空気が張りつめ、アリアとコルトはごくりと唾を吞のんだ。

「具体的に何に気をつけていればいいんでしょうか……？」とコルトが訊きく。

「ちょっとした違和感を大切にしろ。エンジンの異音や天候の崩れ。原因が分からない以上、あらゆることに気を配るしかない。だが、それは特別なことじゃない。飛空船の操そう舵だってのはそういうもんだ。結局、やるべきことをやればいい。それが気をつけるってことだ」

　そんな泊はく人との言葉に、アリアとコルトは神妙な顔で頷うなずくしかなかった。

　少しばかり重い空気がテーブルに漂い、しばし皆が黙って食事をとる時間が続いた。そんな中で不意に口を開いたのはバッカスだった。

「ところで、アリア嬢はどうして泊はく人とと旅をしてるんだっけか」

「え？　どうしてって……」

　アリアがちらりと目を遣やると、泊はく人とは頷うなずいた。話してやれということだろう。だからアリアは順を追って経緯を説明した。無人島に取り残されていたところを泊はく人とに助けられ、両親を探すために旅に出たこと。色々な島を巡り、両親の願いを知ったこと。そして、また泊はく人とと一緒に旅に出たこと。

「なるほどなあ。それで、アリア嬢は泊はく人とを手伝いながら、困ってる奴やつを助けるために旅をしてる、と。それがアリア嬢のやりたいことだ、と」

　バッカスは言葉を切るとじっとアリアを見つめた。いつもは大声でのべつまくなし喋しやべるバッカスが黙り込むと強い圧迫感があり、それでいいのかと問われているような気がしてくる。

「あ、あの……泊はく人とさんを手伝いたいのも、困ってる人を助けたいのも本当です、けど……」

「ああ、すまん。そこを疑っちゃいない。だが、なあ……」

　バッカスは困ったようにぽりぽりと髭ひげの生えた頰を搔かいた。

「師匠、そこまで言ったなら、最後まで言ってあげてくださいよ」とコルトが呆あきれる。

「そうだな」バッカスは頷うなずく。「俺が思ったのはな『広いな』ってことなんだ」

「広い、ですか……？」

　少しばかり意外な言葉にアリアは首を傾かしげた。

「ああ。困ってる奴やつを助けるってのは特にそうだ。目的が広い」

「師匠、それって悪いことなんですか？　狭いより広い方がよくないですか？」

　疑問の表情を浮かべるアリアに代わって反はん駁ばくしたのはコルトだった。

「悪いとは言ってねえ。自分の可能性を探るって意味なら、そのくらい広く意識を持ってた方がいいだろうな。だが、それは言い換えれば『曖昧』ってことだ」バッカスはアリアに視線を向ける。「困ってる奴やつを助けるってのは、具体的にどういうことなんだ？」

「具体的に……ですか……？」アリアは答えに窮する。

「誰を、どうやって助けるのか、ってことだ。まさか困ってるならどんな奴やつでも助けるつもりじゃないだろう？　例えば、どうやって悪事を為なすか悩んでる奴やつを助けるか？　むしろアリア嬢はそういうのを止める方だろう。それに助け方だって色々ある。自殺しようとしてる奴やつがいるとして、諭して止めるのも、それを手伝ってやるのも、どちらも助けることになりうる」

「極論だな」と泊はく人とが鼻を鳴らす。

「ああ、極論だ。今の例なら簡単に答えが出せるかもな。だが、いつも答えが明快に決まるわけじゃない。アリア嬢は干渉者だったな？」

　アリアは頷うなずく。元調査官であるバッカスもまた干渉者らしい。ちなみにコルトは干渉者ではないが、バッカスに師事していることもあって偏見はないようだった。

「だったら、尚なお更さらだな。干渉力の基本は己に向き合うことだが、その向き合うべき己が曖昧だったらどうなる？」

「力が弱まるか、もしかしたら、暴走するかもしれません……」

　バッカスは大きく頷うなずいた。アリアも彼の言わんとしていることが分かってきた。

「そういうことだ。いざってときに、その曖昧さは致命的になる。干渉者には芯の通った揺らがない軸が必要だ。どんな状況でも己の意志を貫くためのな」

　バッカスはジョッキを呷あおって空にすると「まあ」と話を続けた。

「アリア嬢の目標を否定してるわけじゃない。ただ、俺に言わせると目標というより、夢とか願いとか、そういう次元のもんだ。もう少し自分のしたいことに具体的なイメージを持っておけば、それは目標になるし、迷ったときの指針になる。生き方、といってもいいかもな」

「はい……」とアリアは神妙な面持ちで頷うなずいた。

「がははは、そんな辛気くさい顔をするな！　色々言ったが、とりあえず目の前のやるべきことに集中するのも大切だ。今日の訓練、筋はよかったぜ。銅ブロンズもいけるかもしれんな」

「ほ、ほんとですか!?」

「ああ。このまま訓練を続ければ、いけるかもしれん」

「そうなんですか」とコルトは目を丸くする。「最近、始めたばかりなんですよね？　すごいですよ。僕も負けてられません。早く一人前になって、師匠に安心してもらわなくては」

「がははは！　そりゃ楽しみだな！　だけどな、俺のことはどうだっていいんだよ。アリア嬢にも言ったが、まずは自分のしたいことをだな」

「はいはい、分かってますよ」

　暑苦しい師と冷静な弟子のやり取りをアリアは苦笑して眺めていた。コルトはバッカスをぞんざいに扱っているように見えたが、早く一人前になって安心させたいなんて師匠思いな面があるのだな、と少し温かい気持ちになる。彼の免許への挑戦が上う手まくいくといいなと思う。銅ブロンズを取れば一人前といわれるのだから。

　そのとき、隣の泊はく人とが「おい」と声をかけてきた。

「おまえ、銅ブロンズのカリキュラムを取ってるのか？　鋼スチールにしたんじゃなかったのか」

「そ、それは、だって……」

　アリアが言い訳しようとすると、それまでコルトとやいのやいのと話していたバッカスがこちらに身体からだを向けた。体格が大きいのでそれだけでそちらに意識が向く。

「俺が勧めた。もし難しければ本試験は鋼スチールにすればいい。問題でもあるか？」

　バッカスがそう言うと、泊はく人とは一瞬だけ目を細めたが、すぐに「いや」と答えてビールを飲み干した。

「そういえば、コルトくんはいつからバッカスさんのところで働いてるの？」

　バッカスとコルトが様々な島を探索し、薬の材料となる植物の採集をしていることは泊はく人とが店に来る前に聞いていた。

「六、七年前ですね。ぼくが十歳のときです」

「おお、懐なつかしいな！　おまえ、会ったときは死にかけだったな！」

　豪快に笑うバッカスにアリアは目を瞠みはる。

「し、死にかけですか？」

「はい、ひどい病気で苦しんでたところを師匠に助けてもらったんです。だいぶ貴重な薬を分けてもらいました。それで僕は借金を返すために、こうして師匠のもとでただ働きを……」

「えっ……？」

　アリアは信じられないという思いでバッカスを見た。十歳の子供に借金を払わせるために親元から引き離し、その上ただ働きをさせるなんて。

「噓うそを吐つくな、噓うそを！　アリア嬢も信じるな！」バッカスは大声で否定する。「こいつが自分で弟子にしてくれって言ったんだよ。給料も出てる。歩合だけどな」

「え？　噓うそなの？」

「はい、冗談ですよ」コルトはからからと笑った。「僕は師匠の仕事に感銘を受けて、それで弟子入りしたんです。仕事を覚えて、いずれは独立してやっていきたいと思ってます」

「何でそんな分かりにくい冗談言うの……。でも、そうなんだ、独立かあ……」

　ちゃんと自分の将来を見据えているのだなとアリアは感心してしまう。

　話に間が空いたところで、バッカスがジョッキをどんとテーブルに置いて身を乗り出した。

「さて、アリア嬢、お待ちかねの時間だ」

「お待ちかね……ですか？」

　何のことだろうとアリアは首を傾かしげた。

「ああ。泊はく人との昔の話、聞きたくないか？　俺はこいつがガキの頃から知ってるんだぜ」

「き、聞きたいですっ！」

「僕も興味があります。伝説の調査官と組んでたんですよね」

「おい」と泊はく人との抗議が聞こえるが、三人ともそれを完全に無視する。

　そしてそれからしばらく、バッカスによる泊はく人との調査官時代の活躍やら失敗やらが語られたのだった。その間、泊はく人とが憮ぶ然ぜんとしてビールを飲み続けていたことは言うまでもない。
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「なあ、泊はく人とよう」

　だいぶ酔っ払った様子のバッカスが焦点の合わない目で泊はく人とを見る。コルトはすでに宿に戻っており、アリアはテーブルに突っ伏して居眠りしていた。周囲も閑散としている。

「何だ」

　泊はく人とはサボテンの蒸留酒をちびちびと飲んでいた。かなりアルコール度数の高い、この島の数少ない特産品だ。

「おまえ、まだあの島にこだわってんのか」

「悪いか」

「悪いとは言わねえけどよ……。昨日会ったとき、おまえがアリア嬢を連れてるのを見て俺は安心したんだ。おまえが過去を吹っ切って、新しい生き方をしてんだなって。だが、聞いてみりゃ、まだ『始まりの島』を探してるって言うじゃねえか。あれを探すってことは、また訳の分からん危険に巻き込まれるかもしれねえ。あれは人の手には負えねえぞ」

　世界変容のきっかけとなった『始まりの島』。十年前、調査部の精鋭がその手がかりを求めて探索した島で半数の隊員を失った──泊はく人との師ヘルメスもまた。

「どうしてあの島にそんなにこだわる。俺には分からねえ」

「……あんたには、何回か言ったんだけどな」

　自分も相当酔っているな、と思った。でなければこんな無駄なことはしない。

「何ぃ？」バッカスは不審そうに眉を顰しかめた。

「あの日、ヘルメスはオレに言った。この世界は消えようとしている、とな。オレが『始まりの島』を探すのは、それが理由だ。何が起きているかを確かめ、対処するために」

　バッカスはぽかんとした表情を浮かべ、それから数度瞬まばたきをした。

「……悪い、ちょっと吞のみすぎたみたいだ。今、何て言った？」

「いや……何でもない」

　ヘルメスの告げたあの言葉は誰の記憶にも残らない。書き記すこともできない。ただ、泊はく人との記憶にのみ存在する。『情報の消去』──それはこの十年、変わることのない事象だ。

「あんたは、新しい生き方ってのをしてるみたいだな」

　泊はく人との言葉にバッカスは苦笑した。

「俺はもともと植物が専門だったからな。新しいってほどでもない」

「オレの知るあんたには弟子はいなかった。ずいぶん懐なつかれてるみたいだったが」

「ああ……コルトか。そうだな。初めて取った弟子だったが、素直で覚えがよかった。俺にはもったいないくらいだ」バッカスはため息を吐ついた。「それで、どうだった？　あいつの操そう舵だは。銅ブロンズは取れそうか」

　ずっと訊きくタイミングを窺うかがっていたのだろう、バッカスの酔眼は、しかし探るように泊はく人とを見据えていた。

「腕は悪くない。飲み込みもいいし、器用だな。オレの操そう舵だ技ぎ術じゆつを上う手まく取り入れていた。だが、試験に落ちているのは精神的なものだろう。銅ブロンズを取れるかどうかはそれ次第だ」

　その言葉を聞いたバッカスは、泊はく人との真意を探るように沈黙した。やがて深く息を吐つき、「そうかあ……」と肩を落とす。

「こればかりは会って間もないオレが少し指導しただけで何とかなるものじゃない」

「そうだよなあ……。まあ、おまえの技術を見せられただけでもよしとするか……」

　バッカスは酒をあおり、熊の唸うなり声ごえのようなげっぷをした。アリアが起きていたら悲鳴の一つでもあげていたかもしれない。

「そういえば泊はく人と、おまえの方は、どうしてアリア嬢に免許を取らせるつもりになったんだ。おまえのことだから、面倒だ、自分が操そう舵だできればいい、なんて言いそうなもんだがな。それに、どうしてその免許を鋼スチールにしようとしたんだ？　どうせすぐに入り用でもないんだろ。クロート号の操そう舵だをさせるつもりなら、ダメ元で銅ブロンズにしときゃよかったじゃねえか」

「……別に、大した理由じゃない」

　バッカスの問いに泊はく人とは短く息を吐ついた。コルトの話を振ったのはやぶ蛇だったようだ、と若干の後悔を滲にじませて。
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　島から高度四〇〇メートルの上空。窓の外にはいつもと変わらぬ灼しやく熱ねつの砂漠と乾いた蒼そう穹きゆうがある。オアシスの輝きがほんのわずかに清涼感を与えてくれた。

　アリアは操そう舵だ室しつの後部席に座り、緊張に身を強こわ張ばらせていた。

　島を訪れた日からすでに数日。この日はついに本試験だった。

　銅ブロンズのカリキュラムに変更してからアリアの訓練は難航した。バッカスからは鋼スチールの試験を受けるよう勧められていたのだが、結局アリアは銅ブロンズの試験を希望したのだった。

　本試験は二人の生徒に対して一人の試験官がつく。試験の内容は単純で、訓練所を出発し、試験官の指示に従って数キロメートル離れた発着場に着陸させる。そこでもう一人の生徒に交代し、今度は訓練所まで戻って着陸させて終わりだ。

　訓練所の計らいでもあったのか、アリアと同乗することになったのはコルトだった。さすがに試験官はバッカスや泊はく人とというわけにはいかず、初対面の若い教官だった。融通の利きかなさそうな厳しい雰囲気の漂う人物だ。

「高度を少し上げなさい」

「は、はい」

　往路を割り当てられたのはコルトだった。試験官に声をかけられて、コルトは緊張した面持ちで操そう舵だ輪りんを引いた。足下のペダルを操作して回転翼テイルトロータの出力や球皮エンヴエロープのガス量を調整する。

　船首がやや上を向き、飛空船の高度が上昇していく。試験官は無言で用紙に記録を書き付けていった。

　離陸からここまで、多少揺れはあったものの順調に来ている。

　上手だ、とアリアは思った。自分で操そう舵だをするようになったから分かる。自分と比べてコルトの操そう舵だには無駄がない。それに、とアリアは飛空船の周囲に意識を巡らせて風を感じる。コルトは風の流れを乱すことなく、巧みに乗りこなしているように思えた。

（こんなに上う手まくても試験落ちちゃうんだ……）

　緊張が高まる。と、同時にコルトが合格してくれることを強く祈った。もしこれでコルトが不合格にでもなろうものなら、自分ではどう足あ搔がいても合格できないような気がしたからだ。

　そんなアリアの願いが通じたわけではないだろうが、航行は順調だった。

　ひょっとしたら泊はく人とに師事したことでコルトの腕が上がったのかもしれない。彼の師バッカスは風を鷲わし摑づかむような強引さで操そう舵だをし、一方、泊はく人とは気流を撫なでるように乗る。コルトの操そう舵だはバッカスのやり方と基本的に同じだが、わずかに泊はく人とに似たものも感じさせた。

　行程を九割ほど終えたところで、目的地の発着場も見えてくる。すでに先行する訓練船が何隻か着陸していたし、中には復路に向けて航行を始める船もいた。

　そんな光景を見て、アリアが安心しかけたときだった。

　がくんと、飛空船が左に傾かしいだ。

「よ、横風が……！」

　コルトの慌てた声と、船体の軋きしむ音が操そう舵だ室しつに響く。

「すぐに姿勢を戻しなさい。これ以上は減点になります」

　試験官に言われてコルトは操そう舵だ輪りんとフットペダルを慌ただしく動かした。

　一度左に傾いた船はコルトの操作によって元の位置に戻ったかに思えた。しかし飛空船の姿勢は元の位置を通り越して、右前方へと傾く。それを戻そうとして今度は左後方に傾き、ついに船は前後左右に不規則で複雑な揺動を始めてしまう。翼やゴンドラの軋きしむ嫌な音が響く。

「試験を中止します」

　試験官が強い声で告げて、コルトを押しのけるように操そう舵だ席せきに滑り込んだ。

　そして十秒ほど姿勢制御の操作をして、ようやく飛空船の揺れは収まった。

　コルトは床に座り込み、呆ぼう然ぜんと試験官を見上げている。飛空船のコントロールを回復した試験官はそんなコルトを冷たい目で見つめ、それから淡々と告げた。

「受験番号二五、コルトさん。不合格です」

　そう告げられたコルトは、落胆と安心の入り交じったような表情を浮かべていた。

　そこから先の残りわずかな行程は、彼の代わりに試験官が操そう舵だした。それはほんの数分の行程で、たったそれだけを残して不合格になったコルトの心情はいかほどだろうか。試験官が操そう舵だする船の中、隣席で俯うつむくコルトに掛けるべき言葉をアリアは見つけられなかった。だが、それは慰めの言葉が見つからなかったからではない。

　コルトの心情が、本当に、分からなかったからだ。

（だって、さっきのは……）

　訓練船が着陸し、困惑していたアリアは我に返った。

「次は受験番号二六、アリアさん」

　切り替えよう、とアリアは深呼吸をした。今は他人の心配をしている場合ではない。

　アリアは慎重に飛空船を操そう舵だした。

　離陸時は揺れの少ないように球皮エンヴエロープへの浮揚ガスの供給流量を普段より抑えめにした。

　飛行高度に達してからは二つある回転翼テイルトロータのバランスが崩れないように、フットペダルの踏み込みに細心の注意を払った。

　操そう舵だ輪りんを動かすときは、息を詰め、舵かじの手応えを確認しながらゆっくりと回した。

　全ての操作を丁寧に、慎重に行った。

　その甲か斐いあって訓練船はほとんど揺れることなく、目的地の訓練所上空まで到達した。

　しかしアリアの操そう舵だはあまりに慎重過ぎた。

　着陸が終わるのを待って、用紙への記録を終えた試験官は小さくため息を吐ついた。

「十分の制限時間超過です。不合格」

「えっ……」

　アリアは目を瞠みはった。時間には全くといっていいほど気を配っていなかった。

「この速度では銅ブロンズの基準に達していません」

「そんな……」

　アリアは啞あ然ぜんとした。それまで緊張して強こわ張ばっていた全身の力が抜けて、ぐったりと操そう舵だ席せきに身体からだを預ける。試験官の後ろからコルトが姿を現し、アリアに声をかけた。

「惜しかったですね」

　少しずつ試験に落ちた悔しさが湧き上がってきて、だからアリアにはますますコルトのことが分からなくなった。どうして、彼は──

「ねえ、コルトくん……」

「はい？」とコルトが首を傾かしげたときだった。

　上空で何かが爆発したような音が響いた。

　アリアとコルト、それから試験官も顔を見合わせる。飛空船の真上は操そう舵だ室しつから完全な死角になっており、何が起きたか確認することができない。

　三人は急いで訓練船から降りた。

「見て、あれ！　訓練船が！」とアリアは頭上を指差して叫んだ。

　高度三〇〇メートルほどの上空に一隻の訓練船が飛んでいる。

　しかしその様子は尋常ではなかった。

　右に大きく傾き、しかもその場でぐるぐると回転している。

　機関室のあたりから黒い煙のようなものが出ているように見えた。

「やばいよ、あれ」「教官、大丈夫かな」

　そんな会話が聞こえた方を見てみると、少し離れたところで二人の男子生徒が上空を見上げ、不安そうにしている。

「君たち、何があったんですか」

　試験官が二人のところへ行って尋ねた。

「あ、あの、俺たち、あの船に乗って試験を終わったところだったんです。でも、着陸したあとに試験官が何か変だって言い出して。それで、試験官が点検したんですけど、別におかしいところは見つからなかったみたいで、それでも気になるから少し飛ばしてみるって……」

「どうしてそんな迂う闊かつなことを……。君たちの試験官の名は？」

「えっと……なんだっけ、あの熊みたいな……」

　生徒の呟つぶやきにアリアとコルトは愕がく然ぜんと顔を見合わせた。

「バッカス」とコルトが震える声で言った。

「ああ」生徒がぱっと顔を上げる。「そうだ、バッカスって言ってた。何か、事故調査がどうのって言ってたような」

　事故調査──その一言に、アリアもコルトも数日前にレストランで聞いた泊はく人との言葉を思い出す。教官ふたりの負傷事故は、確か点検飛行中のものだったはずだ。

『事故機を見たが、何とも言えん。駆動系に故障はあったが、どうも気になる』

『事故にしろ事件にしろ、こういうのは続くことがある』

　泊はく人とにその話を聞いたあと、アリアは調査がどうなったのか聞いていない。泊はく人ととバッカスが少し難しい顔で話しているのを見たことはあったが。

「バッカスさんですか……」試験官は呟つぶやく。「確か元調査官でしたね。それなら腕は確かです。余程の状況でないかぎり不時着できるはずですが……」

　教官ふたりの事故──それがただの事故ではなかったら？　誰かの悪意によるものだったとしたら？　その悪意が、今度はもっと確実かつ凶悪な手段を執ったとしたら？

　それは『余程の状況』なのではないか──アリアとコルトの顔が強こわ張ばる。

「ともかく、万一に備えて救助隊を呼びます。君たちもここを離れなさい。不時着に巻き込まれる危険があります」

「は、はい」「早く離れよう！」と二人の生徒が町の方へと走り去っていく。

「コルトさんとアリアさんも行きますよ」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　アリアはその場を去ろうとする試験官を慌てて止めた。

「何ですか？　一刻も早くこの場を離れるべきです」

「ただの事故じゃないかもしれないんです！」

　アリアはそう訴え、泊はく人とがしている事故調査の件についてかいつまんで説明した。しかし、試験官は渋い顔をして首を振った。

「仮に怪しい点があったとしても、今私たちにできることは変わりません。上空の、それも制御を失いかけてる飛空船をどうこうすることなんて不可能。近づくだけで危険です。それこそ元調査官並みの腕がなければ……」

　その言葉にアリアははっとして周囲を見回した。

　泊はく人とさんなら──と。

　しかし、すぐに思い出す。アリアが復路を飛行しているとき、泊はく人との監督する飛空船と遠目にすれ違ったのが見えた。ということは、まだ当分こちらまで戻ってこない。

　そのとき、遠くで悲鳴が上がる。

　頭上を見ると、バッカスの訓練船が先ほどよりもずっとひどく傾いていた。

「球皮エンヴエロープかガスの供給ラインの異常……」試験官が息を吞のむ。「あれではもう……」

　アリアは唇を嚙かんだ。

　このままでは最悪の事態が起きてしまう。

　干渉力で何とかできるだろうか──いや、無理だ。この距離で、しかも飛空船の巨体を制御するなんて離れ業は不可能だ。ただ嵐を起こせばいいというわけではないのだ。

　アリアは隣に立つコルトを見る。

　彼の顔面は蒼そう白はくで、恐怖に震えていた。

　アリアは先ほどのコルトの操そう舵だを思い出す。

　あのときの自分の直感を、アリアは信じることにした。

「コルトくん、行こう」

「え……？　いや、でも……」

　コルトが困惑をその顔に浮かべる。

　そんなコルトを見て、アリアは心を決めた。もうはっきり言うしかない、と。




「コルトくん──わざと試験に落ちたんだよね？」




　コルトの表情が凍り付いた。それは何より雄弁な肯定だ。

　この数ヶ月、アリアは最高峰の飛空船乗りの風の乗りこなし方を間近で感じてきた。さらにこの数日でバッカスの技術も見た。

　そんなアリアから見て、コルトの操そう舵だは、未熟な自分や他の生徒たちより、ずっと泊はく人とやバッカスのものに近い。教官は騙だませても、風を感じることのできる自分は騙だませない。

「さっき試験のときに横風に煽あおられたみたいにしてたけど、あの風はコルトくんの操そう舵だを乱すほど強くなかったよ」

「そ、それは……」コルトは何か反論しかけたが、アリアはそれを遮る。

「それだけじゃない。そのあとだってわざと揺らしてた。理由は分からないけど、必死で自分の実力を隠してたんだよね。そうしなくちゃいけない大切な何かがあったんだよね」

　だけど、とアリアは言葉を続ける。コルトは俯うつむき、視線を地面に落としていた。

「それは、今、この状況で守るべきことなの？　バッカスさんを助けることより、優先しなくちゃいけないことなの？」

　皆で食事をしていたとき、コルトとバッカスはまるで家族のように見えた。コルトにとってバッカスはとても大切な人なのだとアリアは思っていたし、たぶんそれは間違っていない。

「そんなこと……！」

　コルトはぱっと顔を上げた。ぎゅっと瞼まぶたを閉じ、拳を握りしめ、絞り出すように言った。

「あるわけ、ありません……」

　瞼まぶたを開いたコルトの目には覚悟の光が宿っていた。

「行きましょう、師匠のところへ」

　その言葉にもう迷いはなかった。

「行く？　君たちは何を言ってるんですか」

　それまで黙ってアリアとコルトの会話を聞いていた試験官が厳しい口調で問う。しかし、

「訓練船、お借りします！」

　アリアはそう宣言すると、目を瞠みはった試験官を置き去りにし、コルトの手を引いて訓練船へ走った。試験官が慌てて追ってくるが、ゴンドラのドアを閉じて施せ錠じようしてしまう。

「コルトくん、行ける!?」

　アリアが言うより早く、コルトは操そう舵だ席せきに座っていた。

　先ほどの試験では丁寧に時間をかけて離陸準備をしていたが、それが噓うそのようなスピードで作業を進めている。しかも決して雑ではなく、まるで熟練の飛空船乗りのような手さばき。ものの数秒で準備が終わった。

　そして離陸に入る。コルトは供給弁をほとんど全開にして浮揚ガスを球皮エンヴエロープに送り込み、さらに回転翼テイルトロータを下方に向けて出力をぎりぎりまで上げた。

　アリアはあっと息を吞のんだ。

　銅ブロンズの技術レベルでは球皮エンヴエロープの浮力のみを利用した穏やかな離陸しか訓練しない。回転翼テイルトロータを併用すると球皮エンヴエロープだけの場合とは比べものにならない浮上速度が得られる一方、制御が格段に難しく危険になるのだ。コルトはそれをほとんど最大出力でやろうとしている。

「何かに摑つかまってください！」

　コルトが警告するより先に、アリアは操そう舵だ室しつ後方の手すりにしがみついていた。

　直後、急激な上昇による凄すさまじい加速度が全身にかかる。

　一瞬、目の前が暗くなり、ちかちかと星が散った。

　歯を食いしばり、アリアは耐えた。

　船体は激しく振動し、あちこちの軋きしむ音が響く。

　長い時間に感じられたが、それは実のところわずか数秒だった。アリアは軽い目め眩まいに襲われながら顔を上げる。

「師匠の得意な緊急離陸です。初めてやったんですが、意外と上う手まくいきました」

「は、初めてっ!?」

「それよりも、もう目標高度です」

「え？　あ……」

　高度計の表示はタルタ島基準ですでに三〇〇メートルを指している。

　そして数十メートル先には、四五度ほども傾いてしまったバッカスの訓練船がいた。蛇行し、高度を徐々に下げながら辛かろうじて制御を保っている。

「コルトくん、すごい……。あの速度で、こんな近くに付けるなんて……」

「大したことないですよ。師匠や泊はく人とさんはこんなもんじゃありません。でも、よかったです。思ったより師匠の船の速度がゆっくりですし、揺れも安定してます。これなら横付けできるかもしれません」

　それだけ近づければバッカスを回収することもできる。飛行中の船から船へ移るという危険を冒さなければいけないが、墜落よりはかなりましだろう。

「よかった、それなら──」とアリアが息を吐つきかけた、そのときだった。

　バッカスの訓練船が不意に速度を増した。

　数十メートルだった距離が、数秒で一〇〇メートル、二〇〇メートルと離れていく。

「コ、コルトくん、何が!?」

「分かりません！　駆動系のトラブルかも。とにかく追いましょう！」

　コルトはバッカスの訓練船を追った。

　しかし、バッカスの船は傾いたまま凄すさまじい速度で飛行していき、しかも、不意に針路を曲げたりする──それはまるで死を目前にした蛇がのたうち回るかのような凄すさまじさ。あるいは、墜落寸前の機体をバッカスが辛かろうじて制御している状況なのかもしれない。

　先ほど真の腕前を見せたコルトも額に汗を滲にじませ、ついて行くのがやっとだ。

　少しずつ、二隻の距離が離れていく。

　それを詰めようとしてコルトが速度を上げた。しかし船体が激しく振動して、上げたはずの速度がかえって落ちてしまう。

「だめです」コルトが苦しげに呻うめいた。「追いつけません」

「コルトくん、諦めないで！」

「これ以上、速度を上げると、僕の腕じゃ制御できなくなります」

　アリアは唇を嚙かんだ。飛空船には姿勢が安定する速度範囲がある。今、コルトはその上限ぎりぎりで操そう舵だしているのだ。それ以上の速度を出せば、設計された空力から外れて船は制御を失う。バッカスが故障した訓練船であれほどの速度を維持して飛行できているのは、ひとえにその卓越した技術によるものなのだろう。

　アリアは必死に考える。干渉力で飛空船の周りの風を感じるが、コルトの操そう舵だは辛かろうじてその風に乗っている状態だ。彼の言葉どおり速度の上げようがない。少しでも制御がずれたら、周囲の気流が乱れ、最悪はこの訓練船が墜おちるだろう。

　では、干渉力で追い風を──とアリアは思ったが、それではコルトとバッカスのぎりぎりの操そう舵だを乱しかねない。

　それでは、いったいどうすれば──

「あ……」

　アリアは不意に脳裏に閃いた考えに、目を見開いた。

　飛空船の速度を上げることができないのは、周囲の気流が乱れるから。

　それなら──

「コルトくん、速度上げて！」

「え？　で、でも、そんなことしたら……」

「いいから！　回転翼テイルトロータの出力上げて！　全開、全開、全開！」

　アリアの有無を言わせぬ勢いに、コルトは「ああもう！」とやけくそに叫んだ。

「どうなっても知りませんよ！」

　コルトがフットペダルを一気に踏み込んだ。

　機関室のエンジンが轟ごう音おんを上げる。回転翼テイルトロータの回転数が跳ね上がり、聞いたこともないような甲高い音が鳴った。球皮エンヴエロープが、両翼が、ゴンドラが、抗議の声を上げるように軋きしんだ。

　数秒も経たたず、船が左右に激しく揺れ始める。

「む、無理です！　これは僕じゃ抑えきれない！」

　コルトが悲鳴を上げる。

「大丈夫！　そのまま踏んで！」

「ええっ!?　アリアさん、何を考えてるんですか！」

「何も！」

「はあっ!?」

　そう、アリアはもはや何も考えていなかった。

　ただ、集中して船の周りの気流を感じるだけ。思考は邪魔だ。

　船の揺れに対抗するように、ほんの少しだけ風を曲げる。翼を揺らす乱流を整える。

　大きな力は要らない。

　必要なのは、ほんの少しの力だけ。コルトの操そう舵だに合わせて、彼の技術が未いまだ及ばない部分に、ほんの僅かばかり手を差し入れる。それだけでいい。

　お手本は知っている。泊はく人との操そう舵だする飛空船の、その風の流れが理想の姿だ。彼ならば舵かじを当ててそれを為なしただろう。コルトにも自分にも、それはできない。だからアリアは、現実がその理想に到達できるように干渉力を使った。

「信じられない……」

　コルトが嘆息を漏らす。訓練船の揺れは完全に収まっていた。船体が軋きしむ音も消え、今は安定したエンジンと回転翼テイルトロータの音、そして風を切る美しい高音が船内に響いている。

「ふふ」アリアは悪いた戯ずらっぽく笑う。「ずるしちゃった」

　アリアがしたのは純粋な操そう舵だではない。干渉力を使った、いわば裏技だ。

「全く泊はく人とさんといい、アリアさんといい、師弟してとんでもない……。似た者同士ですね」

「それは悪口だと思う！　撤回を要求します！」

　アリアは思わず叫んだ。あんなずぼらな人と一緒にしないで欲しい。

「でも」とコルトは続ける。「これなら追いつけそうです」

　先を行くバッカスの訓練船が徐々に迫ってくる。

　コルトの操そう舵だとアリアの干渉力が助け合い、訓練船の設計限界を超える。

　コルトは前方を見据えたまま、徐おもむろに口を開いた。

「僕は……怖かったんです。一人前になって、独立する日が来るのが。尊敬する師匠から離れなくちゃならないのが」

　アリアはその告白に息を吞のんだ。

　だからわざと下手なフリをして、試験に落ちて、その日が来るのを先延ばしにして。

　夜のレストランで『いずれは独立してやっていきたい』と言っていたコルトの、それが本心だったのだ。借金のかたにただ働きさせられているなどという唐突な冗談を挟んだのも、そんな本心を押し隠すための軽口だったのかもしれない。

「くだらないですよね。甘ったれで、馬鹿げていて。自分でも分かってたんです」

　自嘲気味に言うコルトの横顔を、アリアはじっと見つめた。

「そんなことないよ。馬鹿げてなんかいない」

「アリアさん……？」

「大切な人との別れなんて、そんな簡単に割り切れるものじゃないよ」

　脳裏には泊はく人との姿があった。自分がコルトと同じような立場に置かれたとしたら、やはり簡単に割り切ることなどできないだろう。

「だから、こうして乗り越えようとしてるコルトくんはすごいよ」

「……ありがとうございます。アリアさんのおかげですね」

「まだお礼を言うのは早いよ」アリアは笑う。「あと少し、バッカスさんを助けてから」

　そう、助けられなければ意味がない。コルトのバッカスへの想おもいも、彼が自分の気持ちを乗り越えたことも、全て無駄になってしまう。

　コルトは黙って頷うなずき、操そう舵だに集中する。そして──

「並びました！」

　コルトが叫ぶ。二つの訓練船はついに数メートルの隙間を空けて並走していた。

　その距離をさらに詰めるべく、コルトが細心の注意を払いながら操そう舵だ輪りんを動かそうとして、

「……って、あ、あれぇ!?」

　と、素っ頓狂な声を上げた。

「ど、どうしたのコルトくん？」

　アリアもコルトの視線を追って隣の訓練船に目を凝らす。

　そして我が目を疑った。

　訓練船の操そう舵だ席せき──窓の反射で見にくいが、そこにはバッカスがいた。

　そのこと自体は別に不思議ではない。

　だが、あろうことかバッカスは親指を立て、にいっと笑ってこちらを見ている。必死に操そう舵だしているどころか、片手で操そう舵だ輪りんを握り、鼻歌でも歌い出しそうな雰囲気だ。

「な、何これ、どうなってるの……？　あ、光信号……」

　バッカスが訓練船の前照灯を点滅させて、通信文を送ってくる。

「えっと……『よくやった　ごうかく　したでまつ』って……」

　数秒後、二人の「ええーっ!?」という叫び声が、虚むなしく船内に響き渡った。
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　試験の翌日、飛空船クロート号は出発の準備に入っていた。

　操そう舵だ室しつから見えるタルタ島のオアシスの町は、今日も灼しやく熱ねつの太陽に照らされてその白さを誇っている。町を挟んだ向こうの上空にはいくつもの訓練船が飛行しており、この島が飛空船の訓練で盛況だということが知れた。

「あのさ……」

　アリアは操そう舵だ席せきに座り、一つずつ計器を確認し、離陸の準備を進めていく。

　隣にはそれを無言で見つめる泊はく人とがいた。準備が済んだら泊はく人とに交代する予定だ。

「泊はく人とさんはいつから気付いてたの？　コルトくんがわざと下手なふりをしてたことに」

　結局、あんな事態になったのは、コルトの本当の力を引き出すために泊はく人ととバッカスが仕組んだ狂言だったのだ。アリアたちの試験官もぐるだったようだ。

　昨日、地上で再会したバッカスに『やるじゃねえか』といつもの豪快な笑いとともに褒められて、コルトは顔をくしゃくしゃにして泣きながら、謝ったり、怒ったり、礼を言ったりしていた。ちなみにそんなコルトに与えられたのは、銅ブロンズより一つ上の銀シルバーだった。爪を隠すにもほどがあるとアリアは苦笑した。

「違和感があったのは、最初に会ったときだ」

「……えっ？　さ、最初って、訓練所の受付で会ったときのこと……？」

「ああ。おまえがバッカスを熊殺し呼ばわりして怯おびえてたときのことだ」

「もうそれ忘れてよ！」

　アリアは思わず叫び、それからゆっくりとため息を吐ついた。

「それよりも、あのとき何かおかしなことあったっけ？」

「人手不足が理由で免許を諦めようとしたオレに、コルトは同意した。覚えてるか」

「うん、それは覚えてるけど……」

　泊はく人とが物分かりよく諦めようとしていたのが印象的だったのでよく覚えている。苦手とするバッカスから逃げるためだったのだろう。確かそのとき、コルトも泊はく人との意見に同意した。

「でも、コルトくんは長い間足止めされたら赤字だから同意しただけで……」

「もし免許を取る気があるなら、申し込みだけして、一ヶ月後にまたこの島に戻って来ればいいだろう。何もずっとここに滞在する必要はない。近くでできる仕事をすればいい」

「あ……」

　あのときアリアは色々あって冷静さを欠いていたので思いつかなかったが、平常心だったら確かにそうしていただろう。アリアより平静だったコルトであれば気付いていたはずだ。

「あれはもっともらしい理由を付けて、免許取得を先延ばしにしたかっただけだ」

「そ、そうだったんだ……」

　そんな最初から泊はく人とは何かがおかしいと気付いていたのかとアリアは感心する。

「泊はく人とさん、バッカスさんから逃げようとしてただけじゃなかったんだね……」

「おまえな……。まあ、コルトが実力を隠していると確信したのは、訓練のときだな。本当に下手かどうかは見れば分かる。おまえもそれで気付いたんだろう？」

「うん。試験のときにね。わたしは干渉力のおかげで気付いたけど、泊はく人とさんはそんなものなくても分かったんだね」

「ああ。訓練のとき墜落直前まで放っておいたからな。あいつはぎりぎりのところで怖くなって船の揺れに手心を加えた。限界になると人の本性ってのが見えるもんだ」

「そ、そんなことしたのっ!?」

　とんでもないことを、とアリアは愕がく然ぜんとした。同じ訓練船に乗っていた生徒たちは生きた心地がしなかっただろう。

「いちおうバッカスの奴やつから直接面倒を見るように言われたからな。臨時教官としての報酬ももらってる。必要だったからやっただけだ」

「変なところで律りち儀ぎだね……」アリアは呆あきれてため息を吐つく。「それでコルトくんを焚たきつけるために、バッカスさんに一芝居打つように言ったんだ」

　そういうことだ、と泊はく人とは頷うなずく。

「わたしもコルトくんも、バッカスさんの船が墜おちそうになってるの見て完全に信じちゃったよ。教官が怪け我がした事故が原因不明で、誰かの仕業かもしれないって聞いてたし」

「まあ、それは噓うそだが」

「そうそう、噓うそなんだよね──って、え!?　噓うそ!?　噓うそなの!?　事件じゃないの!?」

「ただの整備不良の事故だ。あの時点ではっきりしてた」

　アリアは口をパクパクさせて泊はく人とを見る。

　そして、混乱した頭でようやく泊はく人とが何をしたのか理解した。

「まさか……泊はく人とさんは、バッカスさんに芝居を打たせることを見越して、そんな噓うそ吐ついたの？　あれって確か、バッカスさんたちにあってすぐ次の日の夜だったよね？」

「一度、訓練をしたあとだったからな。腕を隠してることは分かってた」

「で、でも、だからって……」

　周到すぎる。試験本番までコルトのことに気付けなかった自分と比較して、アリアはがくりと肩を落とした。

「ちょっとくらい教えといてくれても……」

「おまえは他人のことを気にしてる場合じゃなかっただろ」

「う……」

　泊はく人とに正論を突きつけられて、アリアは何も言えなくなる。

「そもそも、意味がない」

　アリアはショックを受けて泊はく人とを見た。

「意味がないことはないよねっ!?　わたしだって何か協力できたかもしれないのに……」

「そうじゃない。あの芝居はコルトだけじゃなく、おまえのためでもあった」

「えっ……？　そ、それって……」

「摑つかんだんだろう。コルトから聞いた」

　バッカスの訓練船を追いかけていたとき、干渉力を使って飛空船の周りの気流をほんの少しだけ操って船を安定させた、そのことを。

「離陸させてみろ。回転翼テイルトロータも回せ」

　一瞬考えて、それが離陸準備だけでなく、実際の離陸もしろということなのだと思い至る。

「えっ？　わ、わたしが離陸？　回転翼テイルトロータもありで？」

　離陸はただの飛行より難しい。それを操そう舵だの難しいクロート号で、しかも浮揚ガスの浮力だけでなく回転翼テイルトロータも稼か働どうさせるという、さらに高難度の設定でやれというのか。

「そうだ。干渉力を使っていい」「ほ、本気……？」「本気だ」

　こうなったら泊はく人とには何を言っても無駄だ。アリアは覚悟を決めて離陸操作を始める。球皮エンヴエロープに浮揚ガスを供給し、フットペダルを踏んで回転翼テイルトロータを回す。

　少し浮き上がったところで、船体が傾きそうになる。

　アリアは咄とつ嗟さに気流を操り、それを立て直した。回転翼テイルトロータの生み出す風の流れを、ほんの少しだけ調整したのだ。クロート号の回転翼テイルトロータを操作するフットペダルはとてつもなく鋭敏で、ちょっとした踏み込みの違いで回転数が大きく変わってしまう。アリアはまだそれを上う手まく使いこなせない。だが、干渉力を使って微調整をすることはできた。

　そして──操そう舵だ室しつから臨む景色が徐々に変化していく。

　最初は、白い街並みを上空から見下ろすかたちに。そして、その周囲に広がる砂漠も視界に入るようになり、やがて大空に浮かぶ島の全景が露あらわになる。遙はるか遠方には緩やかな弧を描く青空と雲海の水平線があった。

「は、泊はく人とさん！」

「いいだろう。合格だ」

　泊はく人とはそう言って、アリアの手に何かを置いた。

　ひんやりとした感触。アリアは自分の手の上に置かれたものを見て、目を瞠みはった。

「は、泊はく人とさん、これって！」

　アリアの掌てのひらにあったのは、赤黒い光沢のある一枚のコインだった。

「銅ブロンズの免許だ」

「い、いいの!?」

「ああ。クロート号を離陸させられるなら、技術的には問題ないだろう。基準は超えてる」

「で、でも、わたし、干渉力使ったよ？　ずるしたよ？」

「ずる？」泊はく人とは鼻を鳴らす。「別に免許の基準に干渉力に関する規定はない。使えるものは何でも使っておけ。すぐに力尽きるようなやり方だったらやるつもりはなかったが、今のやり方なら消耗はほとんどないだろう」

「それはそうだけど、で、でも……」

「じゃあ、返せ」

「ああっ、噓うそ、噓うそ！　謹んでいただきます！」

　アリアが銅ブロンズの免許を大切に抱え込むと、泊はく人とはため息を吐ついた。

「あ、でも」とアリアは首を傾かしげた。「この免許って、効力あるの？　泊はく人とさんからもらっちゃっていいの？　訓練所通してないんじゃ……。闇免許……？」

「闇免許ってなんだ……」泊はく人とは呆あきれた表情を浮かべる。「問題ない。自分の持つ免許の三階級下の免許までなら、個人で発行できることになってる」

「そ、そうなんだ」

　つまり銀シルバーなら真鍮ブラス、金ゴールドなら鋼スチールと真鍮ブラスの免許を出せるということか。

「って……あれ？　じゃあ、銅ブロンズは出せないんじゃない……？」

　アリアの疑問に泊はく人とは眉を顰ひそめた。

「だ、だって金ゴールドの免許でも鋼スチールまででしょ？」

「言ってなかったか。オレの免許は白プラ金チナだ」

「……何それ？」聞いたこともない免許の種類だ。

「金ゴールドの上の級だ。一定の条件を満たすと手に入る。訓練所じゃなくて星ほし読よみ島とうの行政府からしか発行されないから、一般にはあまり知られてないが」

　アリアは啞あ然ぜんとして泊はく人との説明を聞いた。まさかあの真っ黒な機械油に塗れた免許が白プラ金チナだったなんて。もっと大切にした方がいいのではないか。今度磨いておこう、などと思いつつ、

「まあ、いっか……泊はく人とさんに驚かされるのなんて、これが初めてじゃないしね……」

　と、諦めてため息を吐ついた。

「……泊はく人とさん、ごめんね」

「何がだ。謝られるようなことはないと思うが」

「わたし、泊はく人とさんのこと疑ってたんだ。鋼スチールの免許取らせようとしたのは、わたしを適当なところで納得させるためなんじゃないかって」

　泊はく人とはアリアの言葉を黙って聞いていた。

「でもさ、全然違ったんだね。わたし、銅ブロンズの免許はもらったけどまだまだだと思うから、予定どおり、泊はく人とさんが直接色々教えてね」

　アリアがそう言うと、泊はく人とは怪け訝げんそうにしてから、何かに気付いたように顔をしかめた。

「おまえ、あのとき起きてたのか」

「ふふふー、さあ、どうかな～」

　アリアは釈然としない表情の泊はく人とを見てにやけ、それから操そう舵だ輪りんを回して次の目的地へと船首を向けた。
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　泊はく人とはアリアの操そう舵だを見守りつつ、バッカスたちと食事をした夜のことを思い出す。何な故ぜアリアに免許を取らせることにしたのか、どうしてそれが鋼スチールなのかを問われたときのことを。

『……別に、大した理由じゃない。こいつが言い出して聞かなかったから──』

　あのとき、泊はく人とはそんなふうに答えようとした。だが、それはバッカスによって遮られた。

『いいや、違うな。アリア嬢から聞いたぜ、この前、おまえ飛行中に熱でぶっ倒れたんだろ。で、怖くなった。自分に何かあったときに、操そう舵だ技ぎ術じゆつも持たないアリア嬢が大空に放り出されるのが。かーっ！　変わったなあ、おまえ！』

『……勝手に妄想してろ』

　憮ぶ然ぜんとして応じた泊はく人とにバッカスはさらに問うてきた。

『で、鋼スチールの方はどうなんだ。どうして銅ブロンズにしなかった』

『……クロート号じゃ基礎を学ぶのは効率が悪い。だからこの島で操そう舵だの基本をやらせたあと、クロート号特有の難しい部分はオレが一から仕込むつもりだった。銅ブロンズの実技訓練は一般船の癖が付くから、クロート号の操そう舵だには必ずしも向いてない』

『あー、なるほど、一理あるな。そりゃ俺が余計なことを言ってアリア嬢を焚たきつけちまったな。まあ、なるべくクロート号の操そう舵だに困らないように教えとくわ！』

　バッカスは豪快に笑い、それからにやにやとした表情で泊はく人とを見た。

『要するに、自分で教えたかったってことだよなあ？　何だかんだ大切にしてるなあ』

『……どこをどう聞いたらそうなる』

　そんな会話をアリアに聞かれていたのは想定外だった。

　だが──

（あれで納得をしたのであれば、面倒がなくていい）

　確かに、あのとき語ったことは噓うそではなかった。

　だが全てを語りきったわけでもなかったのだ。

　銅ブロンズでなく、鋼スチールのカリキュラムを勧めた。そこにはもう一つの理由があった。

　それは──







幕まく間あい一　─Interlude 1─







　最近、気付くとにやにやしながら銅ブロンズの免許を眺めてしまう。

　泊はく人とさんには「口元が緩んでるぞ」とか「いい加減にしろ」とか呆あきれられたけれど、仕方ない。だって一度は諦めた銅ブロンズの免許を、あの厳しい泊はく人とさんから直接もらえたんだから。

　訓練所のあったタルタ島を発たってからは、操そう舵だもいくらか任せてもらえるようになって、一日のうち何回か泊はく人とさんの代わりに操そう舵だ席せきに座っている。少しだけど、役に立てている……と信じている。

　そういえば、バッカスさんとコルトくんは仲良くやってるかな。

　コルトくんは力を隠していたことを謝って、それから覚悟を決めて銀シルバーの免許を受け取っていた。名実ともに一人前の飛空船乗りだ。バッカスさんと話し合って、もうしばらくは飛空船の購入費用を貯ためたりとか、コルトくんが抜けて不足する人員を見つけたりとかのために一緒に旅をするらしいけど、それが終わったらいよいよ独立するらしい。

　少し驚いたのは、バッカスさんは、コルトくんの演技に以前から薄々感づいていたらしいということだ。

　でもバッカスさんはそのことを指摘することはしなかった。「あいつは弟子に甘い」と泊はく人とさんは言っていたけど、わたしはそれだけじゃないような気がする。

　バッカスさんも、コルトくんが独立するのが寂しかったんじゃないかなあ──これは想像だけど。ふふふ。

　そうそう、今回の島でわたしが得たのは免許だけじゃなかった。

　困っている人を助けたいというわたしの想おもいに対してバッカスさんがくれた「具体的なイメージを持て」という助言。自分の目標に何となく自信が持てていなかったけど、その理由が分かった気がした。わたしが目標だと思っていたものはとても曖昧なもので、それを実現するためにはもっとはっきりしたかたちにしなくちゃいけないんだ。

　まだバッカスさんからもらったその宿題はできていないけど、これから泊はく人とさんの『始まりの島』を探す旅を手伝う中で、自分の生き方もきちんと見つけよう──そう思った。




　ところで『始まりの島』といえば、実は大きな進展があるかもしれないんだよね。

　島を発たつ直前に、バッカスさんがあることを教えてくれたんだ。

　とても重要な手がかりになるかもしれないことを……。







第二話　教導の島







『ヘルメスの手記が発見されたらしい』

　操そう舵だ席せきに座った泊はく人とは、タルタ島を発たつ直前のバッカスの言葉を思い出していた。

　かつての師ヘルメスの手記。

　彼女はよく小さな手帳らしきものに何かを書き記していたが、泊はく人とがその中身を知る機会はないまま、調査中の事故で帰らぬ人となってしまった。手記もそのときに失われたものだと思っていた。彼女はそれを肌身離さず持っていたから。

　それが見つかった。

　バッカスからそのことを聞いたとき、泊はく人とは総毛立つ感覚に襲われた。

『正直、このことをおまえに教えるか迷った。これがまたおまえを過去に縛り付けるんじゃねえかって思ってな』

　バッカスはそう前置きしてから言葉を続けた。

『奴やつの手記は辺境の島で見つかったらしい。俺も見たわけじゃないが、特徴からして間違いないだろう。その手記は競売に掛けられて、ある人物の所有物になった』

『誰だ。どこにある』

　勢い込んで訊きいた泊はく人とに、バッカスはやれやれと息を吐ついて答えを告げたのだった。

『所有者はニーナという作家だ。住んでいるのはラカンって島らしい』

『ニーナ……ラカン島……』

　どちらも聞いたことがなかった。

　だが、意外なことにその名前に食いついた者がいた。

　アリアだ。

『ニーナ!?　あの小説家のニーナさん!?』

　聞くところによればニーナは売れっ子の小説家で、恋愛を絡からめた冒険小説を得意としており、アリアもそのファンらしかった。最近はシリーズの最新刊がなかなか出なくて続きが気になっていると嘆いていたが。

　そんなわけで、泊はく人とはその島へと向かっていた。

　頭の中はどうやって手記を譲ってもらうかということや、ニーナがどうして手記を競せり落おとしたのか、そもそもその手記が本物なのか、本物だとしてどんなことが書かれているのか──そんな思考が渦巻いてまとまらなかった。

　そんなとき、操そう舵だ室しつにノックの音が響き、ドアが開いた。

「泊はく人とさん、サンドイッチ作ったよ」

　操そう舵だ室しつに入ってきたアリアは、色とりどりの具材を挟んだサンドイッチの皿を持っている。

「もう昼前か……」

　そういえば最近にしては珍しく朝食は食べていなかった。朝になるとだいたいアリアが呼びに来るのだが。

「……ひょっとして、朝、声かけたの覚えてない？」

　泊はく人との疑問を察したのか、アリアがそう訊きいた。

　泊はく人とが眉を顰ひそめると、アリアは怒ったように頰を膨らませ、それから諦めたようにため息を吐ついた。どうやら、自分は考え事に没頭するあまり、アリアの声を無視していたらしい。

「とにかく、お昼はちゃんと食べてね！　ここに置いとくから」

「いや、後ろで食べよう」

「居室で食べるの？　何か考え事してるんだったら、ここで食べても……。そのためにサンドイッチにしたんだし」

「いや、それだと食べた気がしないからな」

　言ってから、以前であればそんなことは考えもしなかっただろうと泊はく人とは気付いた。

　いつの間にか、アリアのいる生活に順応してしまった自分がいた。

「そ、そっか！　じゃあ、一緒に食べよ！　わたしもまだだし。あ、そうだ、朝ご飯用に作ったスープもあるから温め直すね！　用意できたら呼ぶから、ちょっと待ってて」

　アリアは満面に笑みを浮かべると、軽やかな足取りで居室へ戻っていった。キッチンでコンロを使う音がし始め、それから聴き慣れた歌声が飛空船に響き始める。その歌声は決して大きくないのだが、不思議なことにエンジンの音でうるさいはずの船内でもよく聞こえる。

　泊はく人とはその歌声に耳を傾けながら、ふと彼女がバッカスに言われたことで悩んでいるのを思い出した。泊はく人ととしても、アリアが何か自分なりの生き方を見み出いだすのであればそれは歓迎すべきことだと思っていた。

　もしヘルメスの手記が手に入るとしたら、『始まりの島』へ大きく近づくかもしれないのだ。そのとき、アリアは──

「できたよー」

　アリアの呼ぶ声がして、泊はく人とは思考を中断した。




　　　　◇




　早めの昼食を済ませ、アリアと泊はく人とは操そう舵だ室しつに戻った。

　そろそろ目的の浮遊島──ラカン島が見えてくる頃合いだ。

「わわっ!?　な、何、あれ！」

　操そう舵だ室しつに入るなり、アリアは前方を見て目を丸くした。

　青い空を背景に、巨大な物体が浮かんでいる。

　それがただの浮遊島であればアリアも驚かなかっただろう。だが、それはどう見ても──

「樹き……だよね？」

　そこには巨大で、ずんぐりとした広葉樹が浮かんでいた。

　地面はなく、剝むき出だしの根が空中に向かって生え、複雑に隆起した幹が高くそびえている。その幹からはたくさんの太い枝が伸びているが、枝張りまで含めれば直径一キロメートルはありそうだ。枝は途中で複雑に分岐し、数メートルはあろうかという楕だ円えん形けいの葉をつけていた。

　大空に浮かぶ巨大な樹き──それがラカン島だった。




　三十分後。

　クロート号は、大樹の太い枝に設けられた発着場に到着していた。太いといっても普通の発着場と比べればずっと狭く、さらに他の枝との接触にも気を遣う必要があるため、着陸難度はかなり高い。そんな場所でも、泊はく人とは難なく着陸させてしまうのだが。

　飛空船を降りると発着場の係員が出迎えてくれた。

「初めてのご来島ですね。ここはラカン島。神しん樹じゆさまに教え導かれる島です。どのような御用でしょうか」

　中年の係員は、あまり抑揚のない口調で極めて事務的にそう言った。

　アリアは素直に自分たちの目的を告げようとしたが、泊はく人とがそれを遮る。

「来るのが初めてだと、どうして知ってる？」

　そういえば、とアリアは思い、何の疑いもなく会話しようとしていたことを少し反省した。

　泊はく人とに問われた係員は、しかし穏やかな表情を崩すことなく「神しん樹じゆさまがそう仰おつしやったからです」と左手の甲を掲げて見せた。最初、アリアは何のことか分からなかったが、よく目を凝らしてぎょっとした。

「えっ……？　そ、それ、何ですか……？」

　係員の手の甲には、心ハート形をした半透明の物体が貼り付いていた。その物体の周縁は皮膚と同化しているようにも見える。

「これは絆きずな葉はといって、神しん樹じゆさまの葉なのです。これが神しん樹じゆさまの御言葉をくださるのです。このように──見えるでしょう？」

　言われてみれば、木漏れ日の加減で見えたり見えなかったりするが、葉の内側に文字らしきものが浮いて見える。じっと見つめていると、それはふっと消えてしまった。

「この絆きずな葉はが教えてくれたのです。『来島歴なし、通常どおり迎え入れるように』と」

　係員の説明にアリアは目を丸くした。

「神しん樹じゆさまって、今私たちが立ってる大きな樹きのことですよね。その葉を通して会話ができるんですか？」

「会話ではありません。神しん樹じゆさまはその人のこれからに必要なことを教えてくださるだけです。話しかけることもできますが、基本的には『教え導いてくださる』だけです」

「具体的に何を教えてくれるんだ」と泊はく人とが訊きく。

「朝起きると、今日すべきことをおおまかに教えてくださいます。それから何を着るのがいいか、何を食べるのがいいか、どこへ行くべきか、そういう判断が必要なことを教えてくださるのです。そしてどこで暮らすべきか、誰と結婚すべきかといった人生の大きな決断も正解を教えてくださいます。だから、この島で暮らしていれば、何も間違えることはないのです」

「なるほど」

　と泊はく人とは鼻を鳴らす。アリアは「すごいですね」と言ったものの、そんなものがある生活は上う手まく想像できなかった。便利そうではあるが。

「それって、島の人みんなが身につけてるんですか？」

「はい、そうです。この島で生まれた赤ん坊にはすぐに絆きずな葉はを植え付けます。また、この島に入る方には、この場で付けていただいています」

「えっ？」アリアはぎょっとした。「じゃあ……わたしたちも付けるんですか？」

「はい、そのとおりです。この島は見てのとおり複雑に入り組んでおり、遭難や転落の危険があるのです。ですので、絆きずな葉はを付けていない者は島に立ち入ってはならない決まりです」

「それって、島から出るときに外せるんですか……？」

「はい、簡単に外せます。旅人の方は島を出るときに外していかれます。付けてもいいでしょうか？」

　係員はそう言って二枚の絆きずな葉はを見せた。アリアは泊はく人とと顔を見合わせてから、係員に向かって頷うなずいた。害はないだろうし、外せるのなら問題はないだろう。

　係員はアリアと泊はく人との手の甲にぺたりと絆きずな葉はを貼り付けた。ぷるんとした冷感が肌に伝わってきて、アリアは「ひゃっ」と短く悲鳴を上げた。

「葉っぱって言うより、ゼリーみたいな感触ですね……」

「一つ、言い忘れていたことがあります」

「な、何ですか!?」

　貼り付けてから言い出すのは反則ではないか。

「滞在期間は一ヶ月までです。それ以上この島にいると、この島の住人として神しん樹じゆさまに認知され、島の外に出ることが禁じられます」

「なんだ、そんなことですか。よかった……」

　この島ですることといえば、泊はく人との師の手記を手に入れることくらいだから、一ヶ月も滞在する必要はないだろう。けれど、とアリアは思う──この島の人々は外に出ることを禁じられているのか。一般的に、生まれた浮遊島から出ることのないまま一生を終える人の方が圧倒的に多いが、それでも外へ出ることを禁じる島は稀まれだろう。

「ちなみに、禁じられて……それでも出ようとしたらどうなるんですか？」
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「分かりかねます。出ようとした人がおりませんので。皆さん、島で居心地よく暮らしていますから、そんな必要がありません」




　発着場を後にして、アリアと泊はく人とは目的の場所へ向かった。

　ラカン島は無数の枝の上で人々の生活が営まれている。

　隣接する枝同士は吊つり橋ばしで繫つながれていて行き来できるが、それとは別に神しん樹じゆの幹に階段が設けられており、遠い枝や高度の異なる枝に移動できるようになっている。通路として使用される枝の表面は平らに削られており、その上から保護剤を兼ねた滑り止めが塗られているので歩きやすい。当然ながら普通の町と違って計画的に作られた街路はなく、自然に生えた枝に合わせて道が作られているのでほとんど迷路のようだ。

　経路は絆きずな葉はが教えてくれる。

　発着場からの去り際、係員に作家ニーナの居場所を訊きいたところ、絆きずな葉はに尋ねるように言われたのだ。

『訊きけば教えてくださいます。ちなみに一ヶ月も付けていれば、訊きかずとも自然とこちらの意図を汲くんで教えてくださるようになりますよ』

　一ヶ月もいたら島から出られなくなるのではなかったか──アリアは苦笑した。

　ともかく、言われたとおり絆きずな葉はに質問すると左手に貼り付けた絆きずな葉はが微かすかに振動し、

『後方の階段を上り、第三五枝まで移動』

　そんな文字が浮き上がっていたのだった。

　樹上には長閑のどかな村があった。樹きへの負荷が考慮されているのだろう、建物が密集している場というのはなくて、一つの枝に多くても数戸の家屋が間隔を空けて建てられている。それぞれの家屋も慎つつましやかなものがほとんどで、ワニスを塗っただけの木材で建てられた、簡素な小屋のような佇たたずまいだ。風雨を凌しのげるのか少し心配になるが、よく考えると幾重にも張り出した枝葉が天然の屋根になるから、それで十分なのだろう。

　時折、村の人たちともすれ違う。誰一人として急いだりする様子はなく、皆が穏やかに過ごしていた。広い枝に設けられた広場が何ヶ所かあって、そこには水の溜たまった窪くぼ地ちがあった。憩いの場になっているらしく、人々が集まり、水を汲くむついでに井戸端会議をしたり、その周囲で子供が遊んでいたりと、のんびり過ごしていた。

　そうして村を歩いていると何人かがアリアと泊はく人との存在に気付いたが、それぞれ自分の絆きずな葉はを見て事情を理解したらしく、離れた場所から軽く会え釈しやくをされて終わった。

「何が表示されたんだろ？」

「旅人で害はないからそのまま見送れ、とかそんなとこだろ」

「ああ、なるほど……。便利だけど、ちょっと寂しいね」

　アリアがそう言うと、泊はく人とは怪け訝げんそうに眉を顰ひそめた。

「寂しい？　何がだ」

「だって、島の人たちとお話できないし……」

「面倒がなくていいだろ」

「言うと思ったよ……」

　次第に見かける村人の数が減り、家屋も減ってくる。道も鬱うつ蒼そうと茂ってきて、枝の上の草や蔦つたが目立つようになった。そして、その頃にはアリアの息はかなり上がっていた。太ももやふくらはぎの筋肉が悲鳴を上げている。村での移動は基本的に上り下りを伴うものになりがちで、移動距離の割に体力の消耗が大きいのだ。

「つ、疲れた……」

　アリアがよたよたと歩いていると、泊はく人とが呆あきれたようにため息を吐つく。

「おまえな、もうちょっと体力を付けろ」

「そんなこと言ったって……」

　アリアは抗議しようとして、あることに気付く。

　疲れてゆっくり歩く自分に、泊はく人とが歩調を合わせてくれていることに。

「へへ」

「何だ、気持ち悪い顔して」

「気持ち悪くない！　失礼すぎるよ！」アリアは思わず文句を言う。「じゃなくて、泊はく人とさん、何だかんだ言ってちゃんと横歩いててくれるなって」

「ああ、おまえが足を滑らせて落ちたりしたら寝覚めが悪いからな……」

「そんな不吉なこと考えてたの!?　そこまでドジじゃないよ！　柵だってあるし……」

　気遣ってくれることは嬉うれしいが、ちょっと方向性が違う。というより、極端だ。

「そこの柵、腐ってるぞ」

　そう言うなり、泊はく人とは道の脇に歩いて行って木製の柵を摑つかんだ。ほとんど力を入れた様子もなかったが、柵の一部はぼろりと崩れ落ちてしまった。

「えーっ……」

　アリアは呆ぼう然ぜんと崩れた柵を見た。もし知らずに寄りかかりでもしていたら、泊はく人とが心配したとおりになっていたかもしれない。もっと早く教えて欲しかった気もするが。

「こんな村外れの整備の行き届いてない場所に住んでるとは、相当な変人なようだな」

「え？」

「着いたみたいだぞ」

　泊はく人とが視線で示した先には、小さな家屋があった。屋根や壁は深い苔こけに覆われ、ところどころから草花まで生えている。まるで神しん樹じゆに一体化してしまったかのようだ。これまで村で見てきた家屋はきちんと手入れがされていたが、この家は完全に手入れが放棄されている。

「廃屋……？」

「神しん樹じゆは何て言ってる」

　アリアは自分の手の甲に視線を落とし、「どうすればいいですか？」と訊きいてみる。

『目の前の家に、ニーナがいる。ドアをノックせよ』

「……ここで合ってるみたい」

　絆きずな葉はの指示どおり、アリアはドアをそっとノックした。苔こけがぽろぽろと落ちる。

　しばらく待っても反応がなかった。

『もう一度、もう少し強くノックをする』

　表示されたとおりにしてみる。また苔こけが落ちる。先ほどの柵のことがあったので不安だったが、さすがにドアが腐っているということはないようだ。

　ややあって、軋きしむ音とともにドアがゆっくりと開いた。

「……どちらさまかな？」

　寝ね惚ぼけたような声がして、ぼさぼさの黒髪の女性が顔を出す。野暮ったい三つ編みが肩から落ちており、ずれた眼鏡から見える目はとても眠たげだ。二十代前半と思われるが、それ以上にもそれ以下にも見える。彼女は怪け訝げんそうにアリアと泊はく人とを見ていた。

「わたしたち、旅の者でアリアと泊はく人とといいます。えっと……、ニーナ先生、ですか？」

　恐る恐る訊きいた。アリアの愛読するニーナの作品は、ときめくような恋愛要素を盛り込んだ冒険小説だ。その内容から想像していた作家像と目の前の女性の姿はかなり齟そ齬ごがあった。

「うん、そうだけど」

　やはり眠たげな声で女性──もとい小説家ニーナは、アリアの問いを肯定したのだった。




　家に招き入れられたアリアと泊はく人とは並んでテーブルについていた。

　ニーナの家の中はとてつもなく散らかっていた。

　棚に入りきらなくなった本が床に積み上がり、無数の紙片が散らばっている。壁にもメモらしきものが大量に貼られているが、それらは乱筆でアリアには解読できなかった。

　テーブルの上ではティーカップから湯気が上がっている。茶葉は神しん樹じゆに生えた植物の葉を使用しているらしい。アリアが意外に思ったのは、湯を沸かすためにニーナが火を使ったことだった。樹上の生活なので、火気厳禁かと思っていたがそうでもないらしい。

　茶を飲みつつ待っていると、ニーナが隣室から姿を現した。

「持ってきたよ。これかな？」

　競売で落札した本を見せてもらえないか──泊はく人との頼みを聞いたニーナは最初こそ不思議そうにしていたが、すぐに書庫に向かってくれた。そして、戻ってきた彼女の手には古びた本があった。掌てのひらよりやや大きい程度のその本は、革で装丁されている。

　一目見た瞬間、泊はく人とが小さく息を吞のむ。

　ニーナに本を手渡され、泊はく人とは無言でその表紙に視線を落とした。

　たっぷり数秒は表紙を検分してから、丁寧に本を開く。

　中には流麗な文字がびっしりと書かき綴つづられていた。ところどころにスケッチなどもある。

「ボクには全く読めなかったよ。意味不明な文章……というよりでたらめな文字の羅列だ。この本がいったい何だって言うんだい？」

　ニーナの問いかけに、しかし泊はく人とは応えなかった。

　じっとページを睨にらみ付つけ、ときどき何事かを呟つぶやいている。

「泊はく人とさん、ちょっと──」

　急に押しかけて本を見せてもらっているというのにさすがに失礼ではないかとアリアは焦あせった。が、ニーナが「いいよいいよ」とアリアを止める。

「ボクもよくそんな感じになるからさ」

「すみません……。あの、ニーナ先生はどうしてこの本を手に入れたんですか……？」

「ただの偶然だよ。資料として色々な本を集めててね。出版社の人に……ああ、出版社は他の島にあるんだけどね。とにかく、そこの人に頼んで適当に稀き覯こう本ぼんなんかを買い集めてもらってるんだ。創作をするには色々アイデアの種になる本が必要でさ。あ、言ってなかったけどボクは作家をしていて──」

　ニーナが早口でまくしたてる。アリアは圧倒されそうになったが、思い切って口を開いた。

「あ、あの、わたし、先生のファンなんです！」

　ニーナは少し驚いたような表情を浮かべ、それから興奮したように目を輝かせた。

「そうなの？」

「はい。すごく好きで、飛空船でもよく読んでて──」

「うわあ、嬉うれしいなあ！　ボク、自分の小説読んでくれた人に直接会うの、初めてなんだよ。ほら、この島って住人は外に出られないからさ。あ、もちろん本を出してくれてる出版社の人とはやり取りあるけど、飛空船便の手紙だけだからねえ。へえ、そうかあ。すごいなあ。え？　どの本を読んでくれたの？　どこがよかったかな？　率直な感想を聞きたいな。あ、あんまり厳しいことは言わないで欲しいけど」

　早口でまくし立てるニーナにアリアはまたも圧倒されそうになる。

「あ、あの、えっと、わたしが読んでるのは──」

　アリアがニーナの小説の話をし始めると、彼女は「うんうん！」「なるほど！」「それからそれから!?」などとかなり前のめりになって相あい槌づちを打ってくるので、アリアとしても話すのが楽しくなってきて弁に熱がこもる。

「あのシーンはどうやって思いついたんですか？」

「いやあ、あそこはねえ、夜に散歩してるときに思いついたんだよ。どきどきするシチュエーションだっただろう？」

「はい！　すごく！　ずっといがみ合ってた二人が、闇の中で互いの想おもいに正直になって抱き合うところがもう！　きゃーってなりました！」

　気付けばアリアが騒ぎ、それに対してニーナがにやにや笑って相あい槌づちを打ったり質問に答えたりしていた。それがしばらく続いて、ようやく話題も尽きてきたときだった。

「この本、譲ってもらいたい」

　そんな単刀直入な言葉が泊はく人との口から発せられた。

　ニーナは虚を突かれたように泊はく人とを見つめる。当然だ。いきなり押しかけてきた男が突然本を譲れなどと言うのだから。さすがに拙速過ぎるのではとアリアは思ったが、その懸け念ねんに反してニーナは「ぐふふ」と笑った。

「いい題材の匂いがするなあ。その本が何なのか、それにそれを求める事情を教えてもらってもいいかな？」

　この人は徹頭徹尾、小説のために生きているのだなとアリアは思う。金に糸目を付けず資料を蒐しゆう集しゆうしていることもそうだし、先ほどの会話を思い出しても目の輝きが常人とは違った。これほどに夢中になれることがあるというのは、いったいどんな気分なんだろう。

「これは知り合いのヘルメスって奴やつが書いた手記だ。オレとそいつはある場所を探していた。だが、そいつはその途中で事故で死んでしまった」

「なるほどなるほど。それで手記には探してた場所とやらのヒントが書かれているのかな？」

「……察しがいいな」

「だてに作家をやっていないよ」

「ヒントが書かれているかは分からん。見てのとおりこれは暗号化されていて、解読には時間がかかる。オレと奴やつの間でだけ共有していた暗号方式だ」

「なるほどねえ。まあ、いずれにしてもボクが持っていても無用の長物というわけだね」

　その言葉に泊はく人とは頷うなずいた。

「いくらで落札した？　色を付けて支払おう」

　泊はく人との質問にニーナは落札金額を告げた──のだが、

「そ、そんなにですか!?」

　アリアは思わず立ち上がりそうになりながら叫んだ。告げられたのが目が飛び出るほどの高値だったのだ。それだけあれば稼ぎがなくともアリアと泊はく人とが一年以上旅を継続できるほど。簡単に用意できる金額ではない。

　泊はく人とも思っていた以上の金額だったのだろう、思案するように黙っている。

（ど、どうしよう……）

　このままでは泊はく人との目的が果たせない。

（そんなの、だめだよ）

　何か自分にできることは──そんな一心でアリアは口を開く。

「あ、あの！　わたしたち、何かお手伝いできませんか!?」

「て、手伝い？」ニーナはアリアの突然の言葉に戸惑いを露あらわにする。

「はい！　何かないですか？　図ずう々ずうしいとは思うんですけど……あの、何とか手記を譲ってもらいたくて、でも、お金が……」

「おい」と泊はく人とがアリアを止めようとする。が、アリアはそんな泊はく人とに言い募る。

「だって、泊はく人とさん、十年も『始まりの島』を探してきたんだよ？　その手がかりがお金がないせいで手に入らないなんて悲しすぎるよ！」

「いや、それは……」

「それにその手記は泊はく人とさんにとって単なる手がかりじゃないよね？　ヘルメスさんの形見なんだよね？　大切なものだよね？」

「いや、だから、」

「無理しなくていいよ！　ここで諦めずに、ニーナ先生に譲ってもいいって思ってもらえるくらいの仕事をすればっ！」

「だから、金ならある」

「そうだよね！　だったらなおさら……」アリアは固まった。「……え？」

「金というか、代価ならある」

「……あ、あるの？」

「ある。飛空船の貨物室に、昔、発掘やら何やらで手に入れた金目の物が、こういうときのために取ってある」

「へ、へえ～、そ、そうなんだ……知らなかった……」

　やってしまった──アリアは急速に顔が火ほ照てるのを感じた。完全に先走ってしまった。

　ぐふ、とニーナが二人のやり取りを見て笑い声を漏らす。それから不意に「あ」と呟つぶやき、アリアと泊はく人とを交互に見て、考え込むように俯うつむいた。

「……ど、どうかしましたか？　ニーナ先生」

「ニーナでいいよ」ニーナは顔を上げる。「ねえ、君たちは恋人や夫婦じゃないんだよね？」

「えっ？　ち、違いますけど……」

「じゃあ、未満といったところか……。それはどうしてなかなか……」

　ニーナは再び俯うつむいてぶつぶつ呟つぶやき、一人で納得したように頷うなずいている。

「あの、ニーナさん……？」

「ねえ、アリア君、それに泊はく人と君」

　ニーナが顔を上げる。悪いた戯ずらを思いついた子供のような笑みが浮かんでいる。

「頼みがあるんだけど、いいかな？」

「その頼みを聞けばこの手記を譲ってくれるのか？」

　泊はく人との問いにニーナは頷うなずいた。

「ああ、もちろんだよ。というか、引き受けてくれるなら、着手金代わりにすぐあげるよ」

「内容は？　それを聞いてからだな」

　それはね、とニーナはにやにやと笑う。

「二人で恋人のモデルやって欲しいんだ」

「え？」「は？」アリアと泊はく人との声が重なる。

「いや、恋人というのは正確じゃないかもしれないな。こう、互いに想おもい合あってるんだけど、互いの想おもいに気付いてない年の差のある男女。それがすれ違いながら、ちょっとずつくっついていくんだ。どうだい？　燃えるだろ？　はあはあしちゃうだろ？」

　ニーナの息が荒くなり、目も次第に据わっていく。

「次回作ではそんな二人を書きたいと思ってるんだけど、どうにも上う手まく想像できなくてね。君たちがモデルをしてくれれば、いい話が降りてくるんじゃないかと思ってね。どうかな？　やってくれるかな？　やってくれるよねえ？　何だったら、手記だけじゃなくて礼金も弾むよ。これでも売れっ子なんだ」

「え、え、え……？」

　ニーナは腰を浮かせ、テーブル越しにアリアの手をぎゅっと握ってくる。

「やってくれるよね？　ね!?」

　アリアが困惑していると、ニーナは断られるものと早とちりしたのか「頼むよう、お願いだよう！」とまるで子供のように懇願してくる。

「ボクを助けると思ってさあ」

　助ける──そんな言葉にアリアははっとなった。

　それはバッカスにニーナの名を教えてもらったときからずっと気になっていたことだった。

　アリアの読んでいるシリーズ小説の最新巻が刊行されてから早三年。それまで一年弱のペースで刊行されていたシリーズはぴたりと止まっていた。他の新作が出ているというわけでもない。浮遊島の間で書籍が出回るのには空域によってかなり──場合によっては年単位の──時差があるから、そのせいかもしれないと思っていたが、どうやらそうではなかった。

「あの……ニーナさんは今、ひょっとして……？」

　ニーナはアリアの問いかけに冷静さを取り戻し、気まずそうに苦笑した。

「あー……たぶんアリア君の想像してるとおり、かな。実はボク、スランプなんだよ……」

　ははは、とニーナは笑ってみせたが、その声には力がない。

「スランプ……」

　大好きな作家がスランプで困っていて、助けを求めている。

　しかも、その報酬として手記まで譲ってもらえるという。

「分かりました、お引き受けします！」

　アリアは勢い込んで返事をしたが、泊はく人とに同意を取っていないことに思い至る。果たして泊はく人とが深くため息を吐ついたのが聞こえ、アリアは「あはは」とごまかすように笑った。




　三人は家を出て村の大広場の入り口に立っていた。時間は昼下がりになっていた。

「ここが村の真ん中だよ。ここを通ってから、デートスポットへ行ってもらおうと思う！」

　片手にノートを抱えたニーナはそう宣言すると、自分の絆きずな葉はを見た。

「といっても、ボクはデートスポットなんて知らないから、案内を頼むよ。え？　昼ご飯を食べてから？　いいよ、そんなの。とりあえず島のデートスポット教えてよ。え？　面倒だな。分かった分かった。食べながら行くから」

「……絆きずな葉はってそんな使い方できるんですか？」

　まるで会話をしているような様子に、アリアは半ば呆あきれつつ訊きいた。アリアの知っているずぼらな人物といえば泊はく人とだが、ニーナも相当なものだ。

「ああ、できるよ。会話してるわけじゃないんだけどね。指示に従わないと、次善策を提示してくるんだよ。どうにもならないこともあるけど、そのときは大人しく従うしかないよね」

　村の大広場は数本の枝を跨またいで木の床板を敷き詰めることで作られていた。枝の形に合わせて作られているので歪いびつな形状をしているが、縦横どちらも五〇メートル弱はあるだろうか。樹上にあるとは思えない広さだ。大勢の人が行き交い、またいくつかある四あず阿まやで休む人々の姿もあった。それはいいとして、とアリアは不思議に思う。

「屋台……？　お祭りでもやってるんですか？」

　広場にはいくつもの屋台が出ていて、食べ物やおもちゃなどを売っているようだった。

「明日の夜、奉ほう還かん祭さいって祭りがあるんだよ。今はその前日祭だね」

「奉ほう還かん祭さい……って何ですか？」

「気になるなら明日の夜、見学してみればいいよ。外の人には珍しいものが見られるかもしれないからね」ニーナが答える。「それより、時間も限られてるし二人で広場を回って欲しいな。ボクはすぐ後ろからついて行くからさ」

「あ、はい、分かりました。そのくらいなら──」

「もちろん、腕を組んで、密着してくれよ」

「ええっ!?　すれ違ってる二人なんですよね？　どうして……」

「うん、その二人は、とある事情から恋人同士のフリをする羽目になるんだよ。それで距離が縮まるんだ。でも、設定のことは考えなくていいよ。ボクはアリア君と泊はく人と君がそういう強制的かつ不本意な状況に置かれたときの反応や会話を見たいんだ」

「そ、そんなぁ……」

　アリアがあわあわとニーナと泊はく人とを交互に見ていると、泊はく人とはため息を吐つき、一人で歩き始めてしまう。

「は、泊はく人とさん……」

　怒ってしまったのだろうかとアリアは心配した。アリアが出しゃばったせいでこんな依頼を受けることになったから。

「何してる、面倒事はとっとと済ませるぞ」

　泊はく人とは振り返ってそう言うと、またアリアを置き去りに歩いて行ってしまう。それがニーナの指示どおりに行動しろという意味だと理解するのに、アリアは少し時間がかかった。どうも怒っているわけではないらしい。よくよく考えてみれば、備えがあることを泊はく人とが教えてくれていれば自分が出しゃばることもなかったのではないか──それはさすがに責せき任にん転てん嫁かか……。

　何度か深呼吸をして、意を決すると泊はく人とに駆け寄り、その腕に自分の腕を絡からめた。

「うわ……」

　アリアは驚いてそんな声を漏らした。布越しに伝わってくる泊はく人との腕は、想像以上に太く筋肉質だった。じわりと体温が伝わってきて、アリアの心臓は飛空船の緊急浮上でもしたみたいにばくばく高鳴る。今更ながら自分が汗臭くないか気になってくる。ニーナの家へ行くときに歩いたせいで汗をかいたのだ。

「おまえな……いくら嫌でも『うわ』はどうなんだ」

「ち、違う！」

　アリアは慌てて否定し、咄とつ嗟さに泊はく人との腕にしがみつくようにぴたりとくっついた。

「い、嫌じゃ、ない、です……」

　消え入りそうな声で言って、それから泊はく人とを見上げたが、彼の横顔はいつもどおり冷静そのもので、焦あせりや照れは微み塵じんもなかった。

　自分はこんなにも恥ずかしい気持ちになっているのに──とアリアは悔しくなった。

「ふむ、なるほどねえ。そういう感じかあ。いいねえ」

「わっ！　びっくりした」

　ただでさえ高鳴っていた心臓がさらに跳ねた。泊はく人との隣からニーナがひょっこり顔を出したのだ。何やらぶつぶつ言いながら、ノートにメモを取っている。

「ああ、ボクのことは気にせず、そのままそのまま。自然体で頼むよ」

「あんた抜きにしても、すでに十分、不自然な状況だと思うが」

「まあまあ、そう言わずにさ。いいイメージが湧いてきそうなんだ」

　泊はく人とはため息を吐つくと「行くぞ」とアリアの腕を引いた。

　それから二人は屋台を眺めながら広場を練り歩いた。

　屋台で売られる食べ物は、鶏とり肉にくと野菜の串焼きや、油で揚げた穀物を蜂蜜に浸した甘い菓子、木の実を絞ったジュースなどだった。木で作られた玩具や日用品なども売られている。

「すごいね。お祭り回るのなんて、すごく久しぶりかも。泊はく人とさんは？」

　まだ気恥ずかしさは残るものの、祭りを楽しむ余裕くらいは生まれていた。

「祭りか……時期と場所が合えばなるべく参加してるな。年に何回かは」

「そんなに？　ちょっと意外なんだけど……」
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「祭りには伝承が付きものだからな。口伝、舞踊に歌。そういうところに隠れた情報も多い」

「あ、なるほど……」

　つくづく実務的だなとアリアは呆あきれた。泊はく人とを挟んで反対側ではニーナが今の話を聞いてうんうんと頷うなずきながらメモを取っているが、いったい何の役に立つのやら。

「そういえばこの島って、食料どうしてるんだろ。樹きの上で作ってるのかな？」

「だろうな。ニーナの家に向かう途中、鶏小屋や畑が見えた。規模は小さかったから、神しん樹じゆから取れる実や自生する植物なんかも食料源なんだろうが」

「そうなんだ……。って、よくそんなの見てるね」

「おまえがへばってゆっくり歩いてたからな。見る時間はたっぷりあった」

「あ、なるほど……って、それ言う必要ある!?」

　などと言い合っていて、アリアはニーナがこちらを見てにやにやと笑みを浮かべているのに気付いた。

「あの、ニーナさん、めちゃくちゃ気になるんですけど……」

「ああ、ははは、ごめんよ。いやあ、面白いねえ。旅人ならではの視点だ。実に刺激的だよ。ところで、二人は何か食べ物を買ったりしないのかい？　必要経費として、ボクが出すよ？」

「泊はく人とさん、お腹なか空いた？　わたしはまだ大丈夫だけど……」

「いや、オレもまだいい」

　ニーナはそんなアリアと泊はく人とに対し、がっかりしたような表情を浮かべた。

「残念だなあ。せっかく『はい、あーん』とか『これって、間接キス!?』とかそういうくだりを演やってもらおうかと思ってたのに」

「全然自然体じゃないですから、それ！」

　まさかそんな罠わなが仕掛けられているとは思いもしなかった。油断も隙もない。

「いい村ですよね」

　アリアは広場を見渡して言った。

「うん？」とニーナは首を傾かしげる。

「みんな、すごく穏やかに過ごしてて、何だか時間がゆっくり流れてるみたいです」

「ああ、そういうことか。そういうふうに神しん樹じゆさまが指示をくれるからねえ。最適な生き方ができるようになってるんだよ、この村は。ボクは小説や資料でしか外の世界を知らないけど、こうはいかないだろう？　あくせく働いたり、人間関係に悩んだり、色々失敗したり。そういう点では、この村は楽園かもねえ」

　ニーナはそう言ったが、その口調はどこか冴さえないものだった。彼女は人々が行き交う広場の様子をじっと見つめる。アリアもつられてもう一度、視線を向け、じっと祭りを楽しむ人々を見る。不意に、先ほどは感じなかった小さな違和感が棘とげのように刺さったような気がした。

「さて、次の目的地に行こうか」ニーナは絆きずな葉はに視線を落とす。「ふむふむ、ここから十分くらいの場所みたいだね。そこで口づけを交わすことで男女は永遠に結ばれるらしいよ」

「く、くちっ……!?」

　アリアが思わず口元を押さえたとき、重たいものが落ちたような鈍い音が響いた。

　音のした方に目を向けて、アリアは「あっ」と悲鳴を上げた。

　広場の片隅に、初老の女性が倒れていたのだ。

　胸のあたりを押さえ、苦しそうに呻うめいている。

　アリアの浮ついていた心が急速に引き締まる。反射的に女性のところへ走り寄っていた。

「あ、おい、アリア君！　泊はく人と君も！」

　背後からニーナの声が聞こえたが、のんびり話している場合ではない。状況は一刻を争うかもしれないのだ。

「大丈夫ですか!?」

「あ、う……」

　初老の女性の目がうっすらと開き、アリアと視線が合う。

「よかった、意識ある。仰向けにしていいですか？　苦しくないですか？」

　女性が顎を少しだけ動かす。アリアは、手助けを求めるために周囲を見た。

「すみません、どなたか──」

　そして、啞あ然ぜんとした。

　平然と、人が通り過ぎていくのだ。

　立ち止まる者もあるが、アリアと倒れた女性を一いち瞥べつし、それから自分の絆きずな葉はに視線を落とすと何事もなかったかのように歩き出してしまう。

　広場のほとんどの者がこちらに注目すらせず、穏やかな笑みを浮かべてゆったりとした時間を過ごしている。異様な光景。

「意識はあるか」

　聞き慣れた声に、アリアは意識を引き戻される。気を取られていたのはほんの一瞬だ。

「う、うん、あるよ！　仰向けにしたいんだけど」

「毛布を下に敷くから、その上に寝かせるぞ」

　日用品の屋台で調達したものだろうか、泊はく人とは毛布を敷くと、アリアと一緒に女性をその上に仰ぎよう臥がさせた。泊はく人とが脚の位置を高くしているうちに、アリアは女性の呼吸が楽になるように上着のボタンを外す。

「て、手て際ぎわがいいねえ……」

　やや動揺したような声音で声をかけてきたのはニーナだった。

「ニーナさん、この村にお医者さんは!?」

「だ、大丈夫だよ」ニーナは絆きずな葉はに視線を落とす。「軽い発作だよ。持病を持ってるみたいだね。でも二人の処置が適切だったから問題ないって。このまま少ししたら回復するよ」

「そ、そうなんですか？」

　アリアは自分の手の絆きずな葉はを見て、ニーナの言葉どおりであることを確認した。

　女性の顔色は倒れたときよりよくなっており、表情も和らいでいた。呼吸もやや荒いが、少しずつ落ち着いてきている。

「さて、じゃあ行こうか」とニーナが言った。

「……え？」

　アリアは愕がく然ぜんとニーナを見た。少ししたら回復するとはいえ、まだ女性は自力で起き上がることもできない状態だ。それを置いて立ち去ろうというのだろうか。

　しかし、ニーナもすぐにアリアの疑問に気付いたのだろう、慌てたように両手を振った。

「あ、いや、すまない。そうだね。もうしばらくここにいよう。デートスポットへ行くのは延期にするのがいいね」

　その言葉にアリアは少しだけ救われたような気持ちになった。

　恐らくニーナの絆きずな葉はには、この場を立ち去り、デートスポットへ行く道筋が提示されていたのだろう。ここにいて何ができるわけでもないから、それはある意味で最適な解なのかもしれないが、アリアにはそんなふうに割り切ることはできない。

「はい、そうしましょう。わたしたちもすぐに発たつつもりはないですから、明日にでも」

「うん。それじゃあボクは君たちとその女性のために、何か飲み物でも買ってこようかな」

「ありがとうございます」

　ニーナはとぼとぼと屋台の方へ歩いて行く。

　アリアはその背中を見つめ、それから改めて広場を見た。

　そのときにはもう、先ほどの違和感の正体に気付いていた。

　この島では、誰も本気で笑っていないのだ。

　ひどく穏やかな、微ほほ笑えみのような表情しかそこにはない。

　まるで凪ないだ空みたいだとアリアは思った。




　　　　◇




「なんだか書けそうな気がしてきたよ。ふふふ」

　ニーナがそう言い出したのは、翌日の夕刻頃のことだった。

「ほんとですか!?」

「ああ。二人のおかげでいいイメージが湧いてきたんだよ。色々協力してくれてありがとう」

「いえいえ。ニーナさんの小説がまた読めるなら、このくらいどうってことありません！」

　本来の目的は手記の入手だったわけだが、それはそれとして好きな作家の役に立てるというのは嬉うれしいことだった。

　アリアは不意に眠気に襲われてあくびを嚙かみ殺ころした。

　実は一睡もしていないのだ。昨夜、ニーナに請こわれて彼女の家に泊まり、これまでの旅のことを語った。ニーナはそれを熱心に聞き、しかも単に出来事をなぞるだけではなく、島々の文化や生活といった背景を仔し細さいに尋ね、さらにアリアが感じたり思ったりしたことを根掘り葉掘り訊きき、それを逐一ノートに取っていた。

　そんなやり方だから、夜通し語ってもこれまでの話を全て終えることはできず、結局昼頃までかかってしまった。その後は昨日の続きで、泊はく人ととともにニーナの恥ずかしさ極まる要求をこなして今に至る。泊はく人とはというと飛空船で手記を解読している。

「いやあ、あとはキスさえしてくれれば、完璧だったんだけどねえ」

「しませんよ！　何度言ったら分かるんですか、もう！」

「いいじゃないか、減るものじゃなし」

「減りますよ！」

「泊はく人と君との距離がかい？」

　ふふん、とニーナが鼻を鳴らす。

「上う手まいこと言ったみたいな顔しないでください！　わたしの心がすり減るんです！　だいたい恋人でもないのに、そんなことできるわけないじゃないですか！」

「恋人じゃないからこそ、見たかったんだけどねえ。まあ、仕方ないか。さすがにそこまで無理強いはできない。礼金を積んでもよかったんだけど、それはちょっと趣味が悪いよねえ」

　すでに十分趣味の悪い状況をこなしてきたが、アリアはそのことは指摘しない。

「それで……書けそうって言ってましたけど……」

「うん、久しぶりに書けるかなと思えたんだよ。とりあえず、今から書き始めてみようと思う。明日の朝には書き上がってると思うから、読んでくれないかな」

「明日って、そんな早くできるんですか？」

「書き出すと早いんだよ、ボクは」

「すごいですね……。でも、わたしが読んでいいんですか？　もっと、ちゃんとした人に読んでもらった方が……」

「アリア君がいいのさ。ボクの本の読者は、君みたいな十代の女の子が多いからね」

「それなら、じゃあ……読ませていただきます」

　アリアがやや緊張した面持ちで言うと、ニーナは苦笑した。

「そんなに肩肘張る必要はないよ。気楽に読んでくれ」

　ニーナは言ってから窓を見た。すでに陽ひが傾いており、神しん樹じゆの枝に囲まれた家の周囲は暗くなり始めていた。

「そろそろ奉ほう還かん祭さいが始まる時間だねえ。興味があれば行ってみるといいよ」

「あ、そういえば……。ニーナさんは行かなくていいんですか？」

「うん、今は君たちから貰もらったイメージが新鮮なうちに書いてしまいたいんだ。今回はボクが出る理由もないしね」

「そうなんですか……？」

　今回という語が少しだけ引っかかったが、これ以上邪魔するのも申し訳ない。アリアはニーナの勧めに従って奉ほう還かん祭さいの見学に行くことにした。

「じゃあ、明日の朝、また来ますね。楽しみにしてます！」

　そうしてニーナの家を出て、アリアは昨日の広場へと向かった。

　途中、少しずつ人通りが増えてきたが、その流れはアリアと同じ方向へ向かっており、皆が祭りに参加するのだと知れた。

「そういえば、泊はく人とさんも来てるのかな」

　そう呟つぶやいて絆きずな葉はを見ると『人の流れを左に外れて進む』と表示された。その指示どおりに進んでいくと、広場の手前で、神しん樹じゆの小ぶりな枝にもたれて佇たたずむ泊はく人との姿があった。

　まだ一日この島で過ごしただけだが、こうしてつい絆きずな葉はを使ってしまうことがあった。判断を代わりにしてもらうというのは、そのくらい便利で楽なのだ。

　だが、だからといって昨日、女性が倒れたときに島の人々がとった態度を受け入れることはできそうになかった。まだあの光景に感じた衝撃はアリアの心にわだかまっている。けれど一方で、外から来た自分にとやかく言う資格がないことも理解していた。その土地に合った生き方というものがあるのだと、これまでの旅で学んでいたから。

「泊はく人とさん」

「ああ、終わったのか。ニーナはどうした」

「書けそうだって。徹夜して書くみたい」

「そうか。あいつも難儀だな」

「難儀って……やっぱり、そうなのかな？」

　あの作家気質の独特な押しの強さや偏執的なこだわりのことを言っているのではないだろう。もしそのことを言うのであれば、泊はく人となら「変」だとか「鬱陶しい」といった直ちよく截せつ的てきな言葉を使うだろうから。

「ああ、そうだろうな。だが、まあ、書けそうならそれでいいだろう。スランプを抜け出せたってことだ。十分過ぎる」

「それは……うん、そうかもしれないけど」

　ニーナの依頼は彼女の次回作に出てくる登場人物のモデルをすることであり、彼女がスランプを抜け出して小説を書けるかどうかは自分たちの関知するところではない。それが書けそうな状態になったというのだから、依頼の達成状況としては十分過ぎる──泊はく人とが言いたいのはそういうことだ。すでに手記も貰もらっているのだから尚なお更さらだ。

　しかし、アリアは釈然としないものを感じていた。彼女がスランプに陥ってしまった根本の原因を取り除かなくては、本当の解決にはならないのではないか、と。

　そんなアリアの思いを察したのか、泊はく人とはため息を吐ついた。

「これ以上は深入りしない方がいい。この島は、少し面倒そうだ」

「それって……」

　泊はく人との言葉には普段はあまりない警戒の色があった。目的のためには平気で雲海の中にまで突入してしまうような彼の言葉に、アリアは戸惑った。

「祭りが始まるぞ」

　広場の方を見て、アリアはそれまでの泊はく人ととの会話も忘れ、思わず嘆息を漏らした。

　陽ひはすでに落ち、島には宵闇が押し寄せている。広場は穏やかに明滅する黄緑の冷光で照らし出されていた。それは周囲の枝に灯ともった無数の光源が作り出す、幻想的な光景だった。

　蛍の光にも似ていたが、そうではなかった。光っているのは枝に宿った新芽だ。一つが数十センチメートルもあるそれは、まるで生命の息い吹ぶきを具現するかのように発光していた。

　昨日あった屋台の姿はすでになく、広場は数百の人々で埋めつくされている。

　彼らは一様に神しん樹じゆの幹の方を向き、祈りを捧ささげるように跪ひざまずき、両手を心臓の上に押し当てている。それは手の甲の絆きずな葉はを大切に抱くような姿勢だった。

　アリアと泊はく人とは枝の陰に立って、彼らをほぼ正面から見ている。

　人々はやがて祈りの言葉を囁ささやき始はじめる。

　小さくばらばらな祈り。それは次第に声が揃そろって一つの音となっていく。

『母なる神しん樹じゆよ　私たちは感謝する　日々の糧かてを与あたえ給たまうことを　風雨を凌しのぐ住すみ処かを授さずけ給たまうことを　生きる道標を示しめし給たまうことを』

　祈りの言葉は幾度となく繰り返され、広場を超え、神しん樹じゆ全体へと反響していく。広場を照らす穏やかな光の明滅と相まって、アリアは頭の奥に雲がかかったような感覚に陥った。

「おい」と肩を叩たたかれて、アリアははっと我に返った。

「吞のまれるな。これは光と音の暗示だ」

「暗示……？」

「宗教的な祭事なんかではよくあるやつだ。一定のリズムの光と音を与えることで一体感を高めることができる。同時に、それは判断力や理性を削そぐことにもなるが」

　アリアはその説明を聞いてぶんぶんと首を振った。頭の奥にかかっていた雲は泊はく人とに肩を叩たたかれた瞬間に晴れていたが、気色が悪かった。

「それほど強いものじゃないから心配はいらない。もともと神しん樹じゆを信奉してる島の奴やつらにはそんなものはいらないだろうからな。この祭りの、ちょっとした演出みたいなものだろう」

「演出……？　泊はく人とさん、このお祭りで何があるのか知ってるの？」

「ああ。絆きずな葉はに訊きいた」

　思いのほか簡単な答えにアリアは拍子抜けした。

「あ、じゃあ、わたしも──」

「始まるぞ」

　絆きずな葉はに尋ねようとしたアリアは広場に視線を戻した。

　そこには跪ひざまずき祈る人々が変わらずいる。

　その中から二十人ほどの村人たちがゆっくりと立ち上がった。

　他の人々が平服を着ているのに対して、彼らは肌が透けて見えそうな薄い白布を身にまとっている。やや年齢が高い男女が大半だが、若者もいる。

「あの人……」

　アリアはその中に見覚えのある顔を見つけて眉を顰ひそめた。

　視線の先にいるのは昨日、発作で倒れた初老の女性だ。いくら回復したとはいえ、倒れたばかりなのだから今日くらいは休んでいなくてはいけないだろうに。

　広場の空気が変わったのは、アリアがそんな心配を抱いたときだった。

『私たちはあなたの子　今こ宵よい　あなたに還かえりましょう』

　祈りの言葉が変わった。広場から神しん樹じゆの幹へ至る太い枝が、明るさを増した新芽の灯あかりによって照らし出される。まるで闇の中に浮かぶ光の道のようだった。

「還かえる……？」

　アリアの呟つぶやきは闇に吸い込まれるように消える。

　立ち上がった人たちが、広場の前方へゆっくり歩んでいく。

　やがて彼らは光の道に入り、一本の列をなし、一歩また一歩と神しん樹じゆへ向かって進む。アリアと泊はく人とのいる場所に近づくかたちになるが、陰にいる二人に彼らが気付くことはなかった。

「この島では、奉ほう還かん祭さいの日、神しん樹じゆに選ばれた者が命を返すそうだ」

「返す……？　それって……つまり……」

　アリアが震える声で訊きくと、泊はく人とは淡々と答えた。

「一種の生いけ贄にえだ」

　ごく端的に、その本質を。

「病で先が長くない者、怪け我がをして動けない者──そういう奴やつらが選ばれて、神しん樹じゆに命を返す。これはオレの想像だが、資源の限られた樹上で社会を存続させるためには、そういう選別が必要なんだろう。労働人口の割合を一定に保つ仕組みが。口減らしといってもいいかもしれん」

「そんな……」

　言葉を失った。それはあまりにも情に欠けた仕組みではないか。

「止めなくちゃ……」

　ふらりとアリアは進み出ようとして、泊はく人とに止められた。

「泊はく人とさん……」

「助けるべきを見誤るな。止めてどうなる」

　アリアは悲痛に顔を歪ゆがめた。

　受うけ入いれ難がたいと思った。けれど、同時に泊はく人との言うとおりだと理解してもいた。

　目の前で行われていることがどれほど自分の常識に当てはまらないとしても、どれほど受うけ入いれ難がたいとしても、それは彼らの生活が存続するために必要なのだ。

「見ろ、あいつらの表情を」

　神しん樹じゆに選ばれた人々が、アリアたちにいちばん近い場所を通過するところだった。

　その表情を見てアリアは寒気を覚えた。

　彼らは皆、穏やかな表情を浮かべていたのだ。微み塵じんの迷いも恐怖もない。それがこれから死を迎えようという人の表情だということを、アリアはどうしても信じられなかった。

　そのとき、通り過ぎようとしていた初老の女性がアリアの存在に気がついて立ち止まる。昨日、発作で倒れた女性だ。

「あ……」とアリアは声を漏らす。何か声をかけなければと思う。

　しかし、女性が自分の絆きずな葉はに視線を落としたまま、静かに言った。

「昨日はありがとうございました。おかげで大過なく神しん樹じゆさまに還かえることができます」

　それでアリアは完全に言葉を失った。

　あらゆる説得が無意味だと、悟ってしまったからだ。

　神しん樹じゆの言葉のままに穏やかに生き、その終わりに神しん樹じゆに命を捧ささげる。

　それが彼らの、幸福なのだ。

　アリアが何をしたとしても、それは助けにはならない。ただの妨げだ。

　女性は再び歩み始め、アリアはその背中を見ていることしかできなかった。

　やがて、彼らは枝の根元で止まり、幹に絡からみついた太い蔦つたの上に順に降り立っていく。

　全員が移り終えたところで、蔦つたが発光を始めた。光り出したのは人々が降り立った場所だけではなく、幹や枝に絡からんだ蔦つた全てだ。神しん樹じゆが光を灯ともした蔦つたに縁取られ、その圧倒的な巨体が闇の中に浮き上がる。

　だが、現象はそれだけではなかった。

　無数の蔦つたがゆっくりと動き始めたのだ。蔦つたは穏やかに明滅しながら幹の上をゆっくりと蠢うごめき、上へ移動していく。それはまるで血液の脈動だった。

　神しん樹じゆに選ばれた人々が、蔦つたに運ばれ、遥はるか上方へと連れて行かれる。

　広場の人々の祈りが、枝葉のさざめきの中に溶け込むように響く。

　アリアは半ば打ちひしがれ、半ば圧倒され、その光景を見ていることしかできなかった。




　翌朝。停泊した飛空船で夜を過ごしたアリアは、ニーナの家へ向かって歩いていた。泊はく人とは飛空船の整備や燃料の補給をするということで船に残っている。

　神しん樹じゆの枝を歩くアリアの足取りは重い。

　昨晩は奉ほう還かん祭さいの光景が脳裏から消えず、あまり眠ることができなかった。

　アリアはニーナの家への経路を絆きずな葉はで確かめようとして止めた。神しん樹じゆの力に頼るのが躊躇ためらわれたのだ。経路はある程度覚えているから絆きずな葉はを見なくてもたぶん何とかなるだろう。

　村には、アリアが初めてこの島を訪れたときに見たのと同じ生活があった。

　昨夜の奉ほう還かん祭さいのことを全て忘れてしまったかのように、それは日常の光景そのもの。

　穏やかな表情を浮かべて淡々と生活する村の人たちは、昨夜の出来事に対してどんな想おもいでいるのだろう。アリアには想像もできなかったし、あまり想像したくもなかった。

「やあ、アリア君、よく来たねえ」

　気付けばニーナの家のドアを叩たたいていた。

　ドアを開けて顔を出したニーナは、相変わらずぼさぼさの髪とずれた眼鏡だった。アリアはそれを見て、何だかほっとしてしまった。強こわ張ばっていた顔が緩んで、自然と笑みがこぼれる。

「おはようございます」

「何だか疲れた顔をしているね？　とりあえず上がりなよ。お茶と甘い菓子でも出すからさ」

　それから、とニーナは少し間を置いて言った。

「読んでいってくれよ」

　普段の粘り気のある笑顔とは少し違う、はにかむような表情をニーナは浮かべた。

「書けたんですか？」

「ああ。ついさっき書けたところなんだ。できたてほやほやだよ」

　アリアは相変わらず散らかった部屋に入り、勧められるままにテーブルについた。

　温かい茶を口にして、ほっと息を吐つく。

「原稿だよ。落ち着いたら読んでおくれ」

　ニーナはテーブルに分厚い紙の束を置いた。まだ乾ききっていないインクの匂いが漂い、茶の香りと混ざってどこか懐なつかしい空気が部屋に満ちた。

　匂いというのは不思議なもので、それだけで気持ちを変える力がある。

　精神的に参っていたアリアだが、いつの間にか意識は目の前の原稿に向かっていた。

「読ませていただきます」

　紙面にはびっしりと文字が書き込まれていた。お世辞にも綺き麗れいとは言えないが、読みやすい文字だった。

　決して綺き麗れいではないニーナの文字が、秀麗な文になり、心弾ませる文章になる。やがてそれは大きな物語となって、読み手であるアリアの心を満たしていく。

　ニーナの文章はシンプルだ。飾り気はあまりないが、不思議と読み手を楽しませる軽妙さがある。端的な描写を重ねて世界を描き、短い言葉を連ねて人の心を映し出す。それでいて佳境に近づくにつれて差し込まれる重厚な描写は、アリアに強い印象を残した。

　原稿を読む時間はあっという間に過ぎていった。

　アリアは最後のページを読み終えて顔を上げる。

　存在を思い出して口を付けた茶はすっかり冷めていて、アリアはその渋さに少しだけ顔をしかめた。

「どうだったかな？」

　目の前にはニーナが座っていた。

　アリアが読んでいる間、ずっとそこにいたのだろう。そのことが気にならないほどに、アリアはニーナの原稿に没頭していたということだ。

「とてもよかったです。ストーリーは面白かったし、主人公とヒロインの恋愛にはときめきました。自分たちがモデルになってるなんて、噓うそみたいで」

　最初はそのことが読んでいる最中に引っかかってしまうのではないかと心配していたが、そんなことはなかった。僅かに名残のようなものはあったが、アリアと泊はく人との関係はニーナの中で消化され、ほとんど別のかたちになって物語に現れていた。さすがの腕だ。

　それからアリアは面白かったシーンや心に残った台詞せりふなどを語っていく。

　ニーナはうんうんと頷うなずきながら、そんなアリアの感想を聞いていた。いつものにやにやした笑みを浮かべ、アリアの感想が嬉うれしいのか時折「ぐふふ」と声を漏らして。

「今まで読んだニーナさんの小説の中で、いちばんよかったです」

　アリアの言葉にニーナは目を瞠みはり、それから照れたように俯うつむいた。

「だとしたら、アリア君と泊はく人と君のおかげだな。二人から新鮮な刺激を貰もらえたから」嬉うれしそうに、そして安あん堵どしたようにニーナは笑った。「ありがとう。これで依頼は終わりだよ。礼金を用意するから、ちょっと待っていてくれないかな。もともとモデルをしてもらうだけのつもりが期待以上の結果になったからね、色を付けさせてもらうよ」

　ニーナはそう言って席を立とうとしたが、アリアはその手を引いて止めた。

「アリア君？　どうしたんだい？」

　ニーナはきょとんとした表情でアリアを見つめる。

「スランプは、それで本当に終わったんですか？」

　一瞬の沈黙が二人の間に落ちる。

「……いったい何を言ってるんだい？」

　ニーナは戸惑いの表情を浮かべた。純粋な困惑ではなく、そこには焦あせりの色が混じっているようにアリアには思えた。

　言わなくてはいけない、と心を決めて息を吸った。

「今回、小説を書けたのがわたしたちから受けた刺激のおかげだとしたら、その先はどうするんですか？　その刺激は、あと何作、保つんですか？　すぐにまた、スランプになってしまうんじゃないですか？」

「それは……」ニーナはアリアの視線から逃れるように顔を伏せた。「また、他の人が書いた小説を読んだりして、アイデアを創ればいいさ」

「でも、それじゃ足りないから、スランプに陥ったんですよね」

「また、君たちみたいな旅人が来たら、話を聞けば……」

「旅人なんて何年も来ないかもしれないですよ。何十年かも。それを待つんですか？」

　アリアの言葉にニーナは黙りこくり、やがて諦めたように息を吐ついた。

「……旅人が来たとしても、君たちみたいに刺激的な奴やつが来る可能性は低いだろうなあ。でも、どうしろというんだい？　確かにアリア君の言うとおり、ボクは近いうちにまた書けなくなるかもしれない。だけど、そんなのどうしようもないじゃないか」

　投げやりな言葉を放つニーナをアリアはじっと見つめた。

「ほら、何も言えないんじゃないか。解決案もないのに、そんな無責任な──」

「案はあります。ニーナさんのスランプの、根本的な原因を何とかすればいいんです」

「根本的な原因だって……？」

　ニーナが微かすかに息を吞のむ。その表情から余裕が消える。

「はい。ニーナさんだって分かってるんですよね」

「……知らない」

「ニーナさんが書けない本当の原因は──」

「やめろ！」

　ニーナは激しく首を振り、彼女らしからぬ強い口調でアリアの言葉を遮ろうとする。

　だが、アリアはそんなことでは臆しない。

「この島の在り方を、ニーナさんが受け入れてしまっていることです」

　受容、甘受、あるいは依存──それこそがニーナが書けなくなった理由。

　ニーナは唇を嚙かみしめ、ぎゅっと目を閉じた。

「この島の人たちは、神しん樹じゆの言葉に従って日々をこなしているだけです。穏やかで、無風の人生を歩んでいます。生死すらも、神しん樹じゆに任せて……。それが悪いことだとは、わたしには言えません。でも少なくともニーナさんにとって、この島は物語を創るための糧かてを得られる場所じゃない。ここにはニーナさんの小説に出てくるようなときめく恋も、どきどきする冒険も、悲しい別れも、笑ってしまうようなバカげた出来事も、何一つないんですから」

　きっとニーナはこの家にあるたくさんの物語や資料からアイデアと知識を得て、自分の創作をしてきたのだろう。逆に言えば、それ以外には何も彼女の創作の糧かてとなるものはなかったのだ。そのことを考えると驚くべき才能だが、当然、限界がある。

「そして、ニーナさんもそれを受け入れていました。デートスポットを探すときも、女の人が広場で倒れたときも、自分で考えずに絆きずな葉はを頼っていました。考えることを諦める──それは作家のニーナさんが、してはいけないことなんじゃないですか？」

　神しん樹じゆへの依存は、少しずつ彼女の創造力を削り取り、停滞させた。

「はは」ニーナは乾いた声で笑う。「そうかもね。でもだとしたら、もうそれでもいいよ」

「よくありません！」

　ニーナの投げやりな言葉にアリアは思わず叫んだ。

「よくない？　ボクはこの島を受け入れ、依存している。それが事実だ。どうしようもない」

　違う、とアリアは激しく首を振った。

「ニーナさんは神しん樹じゆに頼っていました。でもそれと同時に、神しん樹じゆの言葉からできるだけ距離を置こうとしてたじゃないですか！　最初にこの家に来たとき、ニーナさんは絆きずな葉はに頼らずに、わたしたちが誰か訊ききました。そんな人、この島にはニーナさん以外いませんでした。前日祭に行くときも、指示を素直に聞かずに自分のしたいことを通して。それに広場で女の人が倒れたときも、ニーナさんは最後は思い直して一緒に傍そばにいてくれました」

　ニーナは黙ってテーブルに視線を落とす。言い訳の言葉を探しているようだった。

　そんな彼女を見て、アリアは泊はく人とが「難儀だ」と評していたことを思い出す。それは彼女の性格のことを言っていたのではない。この島にありながら神しん樹じゆに従うまいと抵抗している彼女の困難な状況を難儀だと言ったのだ。島の人々が何の疑いもなく信奉するものに同じように依存しながら、それでも独り距離を置こうともがく姿を。

　ニーナはやがて諦めたようにふっと笑った。

「さすが、よく見てるなあ……。確かにボクは神しん樹じゆの言葉から距離を置こうとしていた。何も考えずに従っていたら、それこそ創作なんて不可能だからね。だけど、それはあくまでボクひとりの小さな抵抗だ。この島の在り方はどうあっても変わらないんだ。ここで暮らす限り、受け入れるしかない。ボクが必死で考えないようにしてきたのに、そのことをわざわざ突きつけるなんてどうかしてる。残酷だよ」

「でも、気付いて欲しかったんですよね。助けて欲しかったんですよね？」

　アリアの言葉を聞いて、ニーナの顔にさっと朱が差した。

「そんなわけない！　ボクが一言だってそんなことを頼んだかい？　ボクが君たちに頼んだのは、モデルになってもらうことだけだ」

「じゃあ、どうしてわたしに奉ほう還かん祭さいを見てみろなんて勧めたんですか？」

　ニーナははっと息を吞のみ、情けなく眉を下げた。

「それは……特別な祭りだから、アリア君たちのいい思い出になればと思って……」

「そんなはずがないですよね。島の外の人間から見たときのあの異常さを、ニーナさんはよく分かってたはずです。ニーナさんはわたしたちに知って欲しかったんじゃないですか、自分が置かれた状況を」

　大手を振って助けを求めることはできなかった。何な故ぜなら、ニーナにはそれがどうしようもないことだと分かっていたから。だから無駄だと知りつつ、それでも迂う遠えんな方法でアリアにこの島の特異性を伝えずにはいられなかった。

　しかし、ニーナはしばし沈黙してから「違うんだ……」と呟つぶやいた。

　ニーナは皮肉っぽく歪ゆがんだ笑顔を浮かべて言葉を続ける。

「もっと底意地の悪い理由だよ。ボクはね、君たちが妬ましかったんだ」

「妬ましかった……？」

　いったい、何が？

「ああ、そうだよ。世界を自由に飛び回る君たちが羨ましくて、妬ましかった。ボクはこの島に囚とらわれているのに、こんなに苦しんでいるのに、どうして君たちは、って思った。だからせめて嫌な思いをさせたかったんだ。綺き麗れいな思い出なんか、作って欲しくなかった。吐き気を催すような気持ち悪い汚し点みを、君たちの記憶に作りたかった。これは嫉妬で、悪意だ」

「悪意……」

　アリアは思ってもみなかったニーナの言葉に呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「さあ、さっさと礼金を受け取って立ち去ってくれ。ボクの前からも、この島からも」

　そう言われて、しかしアリアはゆっくりとかぶりを振った。

「分からない奴やつだな。ボクは君たちに悪意を持って接していたんだぞ」

　ニーナが苛いら立だたしげにため息を吐つき、アリアはもう一度首を振った。

「でも、それはやっぱり、ニーナさんの悲鳴なんですよ」

　純粋に知って欲しいという想おもいではなかったとしても。

「だから、わたしはこのままここを去ることはできません」

「じゃあ、どうするって言うんだ！」

　ニーナは声を荒らげ、テーブルをばんと叩たたいた。

「この島の在り方を変えてくれるとでも言うのかい!?」

「それは……できません」アリアは苦しげに首を振った。「ニーナさんのことを考えたら、それができたらいちばんいいのかもしれません。でも、この島にはこの島の生き方があります。価値観があります。それを変える力も権利も、わたしにはありません」

「じゃあ……！」

「だから、わたしにできるのは、ニーナさんをこの島から連れ出すことだけです」

　ニーナが目を瞠みはった。声にならない掠かすれた音が喉から漏れた。

「島の在り方を変えることができないのなら、島を出てしまうしかありません」

　そうやってニーナと島の関係を断ち切ってしまうしかない。それしかニーナのこの島への依存を解消する方法はないのだ。だが、ニーナは苦しそうに首を振った。

「無理だよ……。住人は島を出ることを禁じられているんだ」

「住人であることを辞めるのに、そのルールに従うなんて無意味です」

「それだけじゃない」ニーナはまた首を振る。「もし出ようとしたらきっと神しん樹じゆはそれを阻止しようとする。この島にいる限り、神しん樹じゆから逃れることはできないんだ」

「それはわたしと泊はく人とさんで何とかします」

「アリア君と、それに泊はく人と君も……？」

「はい。今朝ここに来る前、泊はく人とさんにはこうなるかもって話はしました」

「止めろと言われなかったのかい……？」

「言われました」

　アリアは苦笑しつつ、いかにも面倒そうな表情を浮かべた泊はく人とのことを思い出す。

　泊はく人とはこれ以上ニーナに関わるべきでない理由をいくつも上げた。

　もともとの依頼の範はん疇ちゆうを超えているということ。

　禁忌を破ることで島の在り方に不測の影響を与えかねないということ。

　自分たちにとっても、ニーナにとっても、予測不能の危険があるということ。

　だが、そうして否定的な理由を挙げつつも、ニーナの問題を解決するには彼女を島から連れ出すのが最善にして唯一の方法だろうと泊はく人とは言っていた。そして、

「泊はく人とさんは、わたしに判断を任せました」

　アリアがそう言って微笑を浮かべると、じっと話を聞いていたニーナも頰を緩めた。

「何だ、ボクは惚気のろけられていたのかい」

「違いますよ！　何聞いてたんですか!?」

「いやいや、構わないよ。どんどんやってくれ。大好物だ」

「うう……」

　アリアはため息を吐つき、それでもニーナの雰囲気が変化したことに気付いていた。

　心の底に押し込めていた全てを吐露して、荷が軽くなったのかも知れない。

　あるいは島外への脱出という、恐らくはニーナが無意識に考えの外に追いやっていた選択肢が示されたことで心境が変わったのかも知れない。

「とにかく、そういうことです。あとはニーナさんがどうしたいか、それだけです」

　ニーナは自分のティーカップを取って口を付けると「苦いなあ……」と顔をしかめた。

「このお茶、温かいうちに飲まなくちゃいけないんだよねえ」

　それからニーナはそっとティーカップを置き、半分ほど残った茶の波紋を見つめた。

　そして、それが消えたところで彼女は視線を上げてアリアを見ると、こう言った。

「連れて行ってほしい。ここじゃない、どこかへ」

　ニーナがその言葉を言い終えたとき、二人の絆きずな葉はが凶報を告げるように鋭く震えた。




　　　　◇




　機関室は飛空船の後方にある。泊はく人とは燃料投入口の前に立ち、浮遊結晶を手に持って眺めていた。先ほどこの島で仕入れたものだ。

「かなりいい品質だな……」

　飛空船の燃料にしてはかなり純度の高い浮遊結晶だ。クリスタルのような透明度と軽石のように希薄な質量感は、それがまだ浮力を失って間もない浮遊結晶であることを示している。

　この島では神しん樹じゆの根に近い場所で浮遊結晶が産出するらしかった。普通、低純度の浮遊結晶は、浮遊島の地下奥深くで生成された高純度の結晶が長い年月を経て純度を下げながら地表に滲しん出しゆつしてできあがる。この島では根のあたりで似たことが起きているのだろう。

「あとはあの二人がどうするか、だが……」

　泊はく人とは機関室を後にして、居室を抜けて操そう舵だ室しつへと移動する。

　そのとき、手に貼り付けた絆きずな葉はが微かすかに振動するのを感じて視線を投じた。

　そこに書かれた文言に目を細め、それから操そう舵だ室しつの窓から外を見る。

　窓の外にあるのは神しん樹じゆの枝の上に造られた発着場だ。

　普段は係員が一人いるだけで、閑散としているのが常だった。

　しかし、今そこには大勢の島民が集結していた。

　彼らは輪を縮めるようにしてクロート号に歩み寄ってきている。その表情は相変わらず何を考えているのか分からず、ひどく不気味だ。

　少し視線を上げると離陸経路に数本の太いロープが張られているのが見えた。

　枝葉で囲まれたこの島では、離陸可能な経路はごく限られており、そこをロープで塞がれれば飛空船が島外へ出ることはままならなくなる。

「……面倒なことになったな」




　　　　◇




『禁忌への抵触意志を確認　継続する場合、奉還の強制執行を実施する』

　それがアリアとニーナの絆きずな葉はに表示された言葉だった。

「奉還の強制執行……」ニーナは震える声で呟つぶやく。「どうする、アリア君。これは……」

「想定の範囲内です。ニーナさんがどうしたいかで決めてください。どうしますか、島を出ますか？　それとも、止めますか？」

「……君たちを危険に晒さらすのは本意じゃないんだけど」

　その言葉にアリアは微苦笑を浮かべた。

「たぶんもう、わたしと泊はく人とさんは神しん樹じゆに許してもらえないんじゃないかと思います」

「……は？」

「ニーナさんは神しん樹じゆの貴重な住人で、しかも唆そそのかされただけです。わたしと泊はく人とさんはいわば主犯で、しかも島民でもないただの危険分子ですから、ニーナさんの決定がどちらであっても、強制的に排除されるんじゃないかな、と。泊はく人とさんの推測ですけど」

「き、君はそれが分かっててボクに島を出るよう提案したのかい？」

　アリアが頷うなずくと、ニーナはあんぐりと口を開いた。

「豪胆過ぎるだろう、アリア君。君から聞いた旅の話だと、そういう無謀なのは泊はく人と君の役割で、君にはもう少しおしとやかな印象を持っていたんだが……」

「え？　そ、そうですか？」

「アリア君、自分に都合よく脚色したな？　そんなことでは困るよ。これはあとで泊はく人と君からも話を聞く必要があるな。いや、これは楽しみだな。ぐふふ」

「え？　え？　ま、待ってください。脚色なんて、そんな……」

「そうと決まれば行くしかない。さあ、ボクをこの島から連れ出してくれ！」

　何だかよく分からないままニーナの意志が固まった。

　アリアとしては不本意だったが、ここでまごついているわけにはいかない。

　ニーナに必要最低限の荷物をまとめてもらい、家の外に出る。

　だが、ドアから出てすぐに二人はその足を止めることになった。

　家の前に大勢の村人たちが立っていたのだ。総勢二十人以上はいるだろうか。

「神しん樹じゆさまからのご指示で、お二人を捕らえに来ました」

　一人の男が進み出て、極めて事務的な口調で告げた。

「見逃してほしいなあ……なんて……」

　ニーナがそう言うと、男は自分の絆きずな葉はに視線を向け、それから首を振った。

「できません。神しん樹じゆさまはニーナと訪問者お二人について、奉還の執行を決定されました」

「ちょっと待ってくれよ！　ボクはともかく、アリア君たちは島外の人間だ。それを奉還だなんて筋が通ってないんじゃないか！　あれは島で生まれた命を神しん樹じゆさまに返す儀式だろう」

　男は絆きずな葉はを見たままニーナの抗議を聞き、それが終わると再びそこに書かれていることを読み上げる。

「議論をする意味はありません。これは決定事項です」

「こっちを見て話をしろよ！」

　ニーナが苛いら立だちも露あらわにそう叫んだが、男は動じる様子もない。

「一つ、聞かせてください」

　アリアがそう言うと、男は小さく頷うなずいた。神しん樹じゆが了承したということだろう。

「何でしょう」

「ニーナさんの望みはこの島から出ることだけです。この島や村の人たちに危害を加えるつもりは少しもありません。神しん樹じゆさまは、それでも許してくれないんですか？」

「はい」

「理由を教えてください」

「住人が島を出れば、島の限りある資源と労働力の総量が減ります。それは島全体の幸福にとって害となります」

「総量……」

　この島は個人のことなど考慮していないのだと思い知らされる。神しん樹じゆを中心に全体が上う手まくいくことだけが大切で、そのためにはたった一人が島を抜けることすら許さない。

「あなた自身はどう考えてるんですか」

　その問いに男はようやく顔を上げた。

　そして、やや不思議そうに首を傾かしげる。

「別に、何も。それが大切なことですか？」

　冷たくも温かくもない──温度のない口調で、男は答えた。

　一いち縷るの望みを掛けて質問したアリアは、完全に失望した。

　自分たちの言葉は何一つ届かない。

　考え方があまりに違い過ぎる。

　周囲を見回し、逃げ場がないか探す。しかし、ぐるりと取り囲むように人がいてどこにも隙がない。干渉力で強行突破できるかもしれないが──

「アリアさんは強い干渉力をお持ちとの情報が入っています。しかしながら、それを利用してこの場から強引に逃げた場合、何人かは転落して命を落とすでしょう」

　やはり極めて事務的な口調で男は告げる。

　アリアは愕がく然ぜんとした。彼らは自分たちを人質にしたのだ。平然と。

「何て卑劣な……。アリア君、どうしよう……」

「……今は言われたとおり、ついて行くしかないと思います」

　アリアの答えに、ニーナは悔しそうに頷うなずいた。

「ご協力感謝します。それでは、こちらに」

　村人たちに囲まれて、二人は昨日、奉ほう還かん祭さいのあった村の広場へと連れて行かれた。

　そこには昨夜の奉ほう還かん祭さいと同じかそれ以上の数の村人たちが待ち構えていた。

　全員が跪ひざまずき、例の祈りの言葉を唱えている。

『母なる神しん樹じゆよ　私たちは感謝する　日々の糧かてを与あたえ給たまうことを　風雨を凌しのぐ住すみ処かを授さずけ給たまうことを　生きる道標を示しめし給たまうことを』

　昨夜と違うのは陽ひが出ていることだ。たったそれだけのことが、広場の印象に大きな違いを生み出していた。夜闇に灯ともっていた新芽の光は今は見えず、幹へと至る光の道の代わりにあるのは神しん樹じゆの無骨で太い枝だ。幻想的だった光景はどこにもなく、祈りの言葉の響く広場はどこか空々しい。

「わざわざ人を集めたのかい？　いい趣味だね」

　ニーナが吐き捨てるように言った。彼女の声は震えている。

「奉還の儀式ですから」

　男はニーナの皮肉に冷静に返すと、広場の中央を歩いていく。

　アリアとニーナもそれに従って、村人たちの間を抜けて前方へと進む。

　昨日離れた場所から見ていたときは、まさかこんなふうに当事者になろうとはアリアも思っていなかった。間近で聞く大音量の祈りが頭の中で反響し、吐き気を催しそうになる。

　やがてアリアとニーナは男に誘導されるまま広場を出て、神しん樹じゆの幹に至る枝を渡り始めた。

　広場から徐々に遠ざかっていく。それが奉還に近づいているということだと理解しながらも、祈りの声から解放されてアリアはついほっとしてしまった。

　幹に辿たどり着つくと、男は枝と隣接する蔦つたへ移るよう二人に促した。

　蔦つたは微かすかに蠢うごめいており、まるで新たな獲物を待ちきれずにいる蛇のようだった。幻想的な姿はどこにもなく、不気味な醜悪さがそこにはあった。

「一つお知らせしておくことがあります」

　アリアとニーナが蔦つたに降りたところで、枝の上から男が言った。

「今朝、アリアさんと泊はく人とさんは、こうなった場合に逃げ出す算段を相談されていましたね」

　男の言葉にアリアははっと息を吞のんだ。

「どうしてそれを……」

「絆きずな葉はをつけたままお話をされたでしょう。迂う闊かつでしたね。神しん樹じゆさまは全てを聞いていらっしゃいます。お二人の計画が成功することはもうありませんので、どうか諦めてください」

　アリアは男を睨にらみながら、今朝の泊はく人ととの会話を思い出す。

『ニーナがおまえの提案を受け入れた場合、村人が動く可能性がある。万一の場合は干渉力で強行突破しろ。相手の命に構うな』

『そ、そんなのできないよ！』

『相変わらず面倒な……。じゃあ、次善策だ。幹と反対方向なら手薄になるはずだから、隙を見て神しん樹じゆの枝のなるべく先端まで逃げろ。オレが飛空船で島の外に出て回収する』

『わ、分かった』

　そんな二人の会話は神しん樹じゆに筒抜けだったのだ。

「……成功しないって、どういうことですか」

「発着場の離陸経路を封鎖しました。アリアさんが頼りにしている飛空船は飛べません。直じきに泊はく人とさんも捕らえられるでしょう。それに、お気付きでしたか？　ここに来る間、万一に備えて飛空船の近寄れない、幹に近い道を選んでいたことを」

　アリアは男を睨にらみ、それから己の手の絆きずな葉はを引き剝がして宙に投げ捨てた。

　それが今のアリアにできる最大限の抵抗だった。

　男が僅かに不快そうに顔を歪ゆがめたが、それはすぐに元に戻った。

「アリア君……」

「すみません……」

　ニーナが不安げに声をかけてきたが、アリアには俯うつむいて謝ることしかできなかった。

「いや、君が謝ることじゃないよ。むしろ、謝るべきはボクの方だ。ボクが巻き込んだようなものだからね」

「でも、こんなことになってしまって……。わたしが唆そそのかさなければ……」

「いずれ、同じことになっていたさ。それよりも、君のおかげで最後に良いい物語が書けた。ありがとう。礼を言うよ」

　二人がそんなやり取りをしているうちに、足下の蔦つたが動き始める。

「それでは、どうか神しん樹じゆさまのもとにお還かえりください」

　男が跪ひざまずき、恭うやうやしく頭を下げた。




　蔦つたは神しん樹じゆの幹を斜めに伝い、時折方向を変えつつ、上へ上へとアリアとニーナを運ぶ。その動きは思いのほか速く、風圧で髪がなびくほどの速度が出ている。

　数分が経たつ頃には周囲に霧がかかり始め、肌寒くなっていった。

　アリアとニーナは無意識のうちに身を寄せ合い、手を繫つないでいた。

「神域だな……」

「神域……？」

　ニーナの口から耳慣れない言葉が漏れて、アリアは聞き返した。

「ある一定の高さより上には、人が入っちゃいけないんだ。そこが神域だ」

　ニーナはそう言って少し嬉うれしそうに口角を上げた。

「ニーナさん……？　なんで笑ってるんですか……？」

「ああ、いや、こんなときにすまないね。だけど、興奮しちゃってさ。ずっと変わり映えのしない村で暮らしてきたけど、最後の最後でこんな未知の領域を冒険できてるんだから。創作意欲が湧くなあ……」

　ぐふふ、と笑うニーナにアリアは苦笑した。

「ねえ、ところでアリア君、最後になるかもしれないから聞いておきたいんだけどさ」

「何でしょうか？」

「アリア君は泊はく人と君のこと、好きなのかな？」

「え……？」アリアは一瞬固まった。「ええっ!?　な、何ですか突然、こんな状況で」

「楽しい話でもしないとやってられないよ、こんな状況」

「うう……それでニーナさんの気が紛れるならいいですけど」

「ありがとう！　いやあ、気になってたんだよ。アリア君がどんな気持ちで泊はく人と君と旅をしているのか。君みたいな若い女の子が、あんな無愛想な男と二人旅をする内心がさ」

「そ、それは……だから話したじゃないですか」

「助けてもらった恩返し。それに困っている人を助けるため、だっけ？」

「そうです。それに今は自分の目標を探すために頑張ってるんです。だから好きとかどうとか、今はそういうことは意識してなくて……」

「今は？」

「うっ……」

　墓穴を掘った、とアリアは思った。ニーナはこういう話になると押しが強いのだ。

「意識してないんじゃなくて、意識しないようにしてるんじゃないのかな？」

　それはとても鋭い指摘だった。気持ちを曖昧なままにしておこうとしていたことをばっさりと斬られてしまった。干渉者として自分に向き合うことを訓練してきたのに情けない。

「……そう、かもしれません。でも本当に分からなくて。それに、自分の生き方を定めないと泊はく人とさんの隣に立つ資格もないような気がして……」

「それって、裏を返せば泊はく人と君の隣に立ちたくて頑張ってるってことだよね？」

「あ……」

　そうか、そういうことになるのか──アリアは愕がく然ぜんとした。けれど、それは好きということになるのだろうか？　そんなアリアの疑問を見透かしたようにニーナは言う。

「まあ恋愛感情以外にもそういうことはあるとは思うけどね。憧れとか、仲間としての義務感とか。でもまあ何にしたって、泊はく人と君に対する想おもいを意識しないんじゃなくて、むしろちゃんと考えた方がいいと思うけど。うかうかしてると取られちゃうよ？」

　ぐふふ、とニーナは楽しげに笑った。

「と、取られちゃう？　泊はく人とさんがですか？　それはないんじゃ……」

「いやいや、分からないよ。何だか彼はあまり物事に執着しなさそうだからね。いや、執着のバランスが人と違うといった方がいいのかな。気付いたら別の誰かや、あるいは物事に取られてた、なんてことにならないようにちゃんと見といた方がいい」

　そんな話をしながら、それでも蔦つたは容赦なく樹皮を這はい、徐々に上へと登っていく。

　変化が起きたのは、霧がいっとう濃くなった頃だった。

「あれは……」

　ニーナが幹の少し離れた箇所を見て、驚きに目を見開く。

　アリアもつられてその視線の先に目を遣やった。

　霧がかかってはっきり見えない。ニーナは切れ間に何を見たのだろう。

　妙な胸騒ぎがして、アリアは干渉力で風を起こして霧を払った。

　そして──息を吞のんだ。




　人が、いた。




　そこには浅い窪くぼみのような洞があった。そして、その中には人がいた。とても穏やかな表情で、目を閉じ、膝を抱えて座っている。

　アリアは鳥肌が立つのを感じながら思った。

　あれは人なのだろうか。何な故ぜなら、洞の中にいる『人』は──

「木……？」

　その『人』は顔も、手足も、髪も、そして服すらも、木でできていた。

　まるで神しん樹じゆの幹を彫って作られた像のようだ。

　長い年月を経たのだろうか、その身体からだには苔こけが生え、さらに神しん樹じゆの洞から生えた無数の細い枯れ枝が絡からみついている。

　その異様な像の出現は、それで終わりではなかった。

　アリアたちの乗る蔦つたが上に進むにつれて、次々に同じような洞と木像が現れ始めたのだ。

　蔦つたはそれらの洞を器用に避けて進んでいくが、時折、間近でその姿を見ることもあった。

「本物の人、だよねえ……。これは」

「そう思います……」

　間近で見た木像は、彫って作ったにしてはあまりに精緻だった。

　老人の額には深いしわが刻まれ、髪の毛の一本一本までもが木でできている。今にも動き出すのではないか──そんな怖おぞ気けの立つような気色悪さがある。

「やはりこれは、奉還した人のなれの果て……ということなんだろうね。神しん樹じゆに還かえるって、こういうことなのか。還かえるって言うより、これは取り込まれてるよねえ……」

　ニーナの呟つぶやきには恐怖と、畏怖と、それから興奮が混じっていた。彼女はこの期に及んでなお創作者としての魂を忘れていない。

　無数の洞の間を縫うようにして、蔦つたはどこまでも上っていく。

　やがて、アリアはあることに気付いた。

「少しずつ、木の像が新しくなってませんか……？」

「ふむ、確かにそうだね。まだ艶があって生々しい……。というか、まだ木になりきってないんじゃないか、これ」

　ニーナが蔦つたから身を乗り出して、目の前に迫った洞の中の木像に触る。

「ええっ!?　ニ、ニーナさん!?」

　アリアは驚きよう愕がくした。こんな得体の知れないものに触るなんて無謀もいいところだ。

「ああ、やっぱりそうだ。ちょっと柔らかい。アリア君も触ってみるかい？」

「遠慮します！　て言うか、柔らかいとか、そんな生々しいことは言わないでくださいよ！」

「何だい、アリア君、意外と怖がり──」

「ニーナさん、離れて！」

　アリアはニーナを思いきり引っ張った。勢い余って蔦つたの反対側から転げ落ちそうになるが、寸前で持ちこたえる。

「な、何をするんだアリア君、いくら怖いからって、危ないじゃないか！」

「危ないのはニーナさんですよ！　見てください！」

　そう言ってアリアはニーナが手を突っ込んでいた洞を指差した。

　そこでは洞の内から生えた無数の枝が、触手のように柔らかく蠢うごめいている。まるで餌を求めるように。やがて何もないと気付いたのか、それは木像の頭のあたりにぺたりと張り付いた。

「……ははは。食べられるところだった……のかな？」

「信じられません……」

　そうこうしているうちに周囲の霧が濃くなり、肌寒さが増していく。陽ひは出ているはずなのに薄暗い。

　二人を運んできた蔦つたがその動きを止めた。

　目の前にはこれまで見たのと同じ大きさの洞が二つ。

　しかし中に木像はなく、中で無数の枝が蠢うごめいている。

「これって……中に入れってことかな？」

「そうだと思いますけど……」

「どうする？　……入ってみる？」

「入りませんよ！」

　どう考えても、入ったら一巻の終わりだ。

「まあ、そうだよね……。でも、どうする？　歩いて戻ってみる？　……って、あれ？」

　ニーナがそう言って後ろを見ると、いつの間にか蔦つたが途切れていた。前方も同じだ。気付けばアリアたちは幹に張り付いた長さ数メートルの蔦つたの上に取り残されている。

「行き場がなくなっちゃったねえ。……う、うわあっ！」

　ニーナが後ろ向きに転んでその場で尻餅をついた。

　アリアもその原因に気付いて「ひっ」と短く悲鳴を上げる。

　二つの洞から、じわじわと無数の枝が這はい出でてきたのだ。

　アリアはニーナを助け起こし、洞から離れた。

　その無数の枝は獲物を探すように、二人の乗る蔦つたの上を蠢うごめき、にじり寄ってくる。

　その速度はとてもゆっくりで、しかしそのことが却かえって恐ろしさを煽あおった。

　少しずつだが確実に、その枝は二人の逃げ場を奪っていくのだ。

　そこは狭い蔦つたの上──すでにアリアとニーナはあと一歩で落ちる場所にいた。

「はは……。さすがにもう駄目かな」

　アリアと繫つないだニーナの手は小刻みに震えていた。

「アリア君は、怖くないのかい？」

「こ、怖いですよ」

　脳裏には先ほどまで見てきた無数の木像の姿が浮かんでいる。

　あの枝に捕まったら自分も同じ姿になるのだろうと思うと、膝が震え、恐ろしさに泣いてしまいそうになる。

「でも、信じてますから」

「信じてる？　泊はく人と君をかい？」ニーナは眉を顰ひそめる。「でも発着場は封鎖されたって……」

「大丈夫です。たぶん……」

　アリアは浅くなっていた呼吸を整えた。

　すっかり追い詰められてしまったが、今しかないとアリアは判断した。

　チャンスは一度きり。だからずっと機を窺うかがっていたが、蔦つたの動きが思いのほか速く、結局ここまで来てしまった。だが、ようやく止まってくれた。

「もう少しだけ我慢してください。呼びますから」

　アリアは大きく息を吸い込む。

　そして、歌い始めた。

「よ、呼ぶって……ア、アリア君？」

　それは免許を取るために訪れたタルタ島で流行していた歌だった。

　軽くノリの良いい曲調だ。咄とつ嗟さに選んだのがその曲だったのは、自分たちの気持ちを鼓舞できるような歌を本能が欲ほつしていたからかもしれない。

「いったい何をしているんだい……？」

　ニーナがぽかんとした表情を浮かべる一方、アリアはアカペラで必死に歌い上げる。

　霧が立ちこめ枝葉に囲まれた、とても音響がいいとは言いい難がたい場所で、それでもアリアの歌声は不思議とよく響いた。それこそ、島全体に届いているのではないかと思わせるほどに。

　最初は戸惑っていたニーナだったが、その歌声に聞きき惚ほれるようにアリアを見つめ、それから思い出したように背負っていた鞄かばんからノートを取り出してメモを取り始めた。

　歌声に混じってノイズのような音が聞こえてくる。

　そのことに気付いたニーナは蔦つたから身を乗り出して下界を見下ろした。

「え……？」

　ニーナは胡う乱ろんな声を出し、何かの見間違いかと目を擦った。そしてようやく、それが見間違いなどではないことを理解すると混乱したように叫んだ。

「は、はあっ!?　噓うそだろ!?」




　　　　◇




　操そう舵だ室しつから窓の外を見て、泊はく人とはやれやれと息を吐ついた。

　タバコを深く吸い、煙を吐き出す。

　発着場の離陸経路には厳重にロープが張られていて、突破することは難しい。周囲には村人たちがいて、こちらを見張っている。人数は二十人ほどだ。棒などで武装しているが、こちらに乗り込んでくる様子はない。兵ひよう糧ろう攻ぜめにする気なのだろう。

「まあ、そうなるだろうな」

　泊はく人とは独りごち、手元の絆きずな葉はを見て鼻で笑った。

『投降せよ　奉還を執行する』

　それは数分前に表示されたもので、泊はく人とはそれに対して拒絶を言い渡したのだった。

　直後、村人たちがクロート号に迫ってきたのだが、泊はく人とは絆きずな葉はを通じてこう告げた。

「強行するなら受けて立つ。うちのお人ひと好よしと一緒にするなよ。オレは別に何人死のうが構わないんだ」

　それははったりでも何でもなく、率直な通告だった。実際、泊はく人とがその気になれば素しろ人うとの村人相手なら二、三十という単位で道連れにできるだろう。そして、泊はく人とはそうすることに躊躇ためらいはなかった。積極的に他人の命を奪うことはないが、こちらの命を奪おうという相手に遠慮をする必要など微み塵じんもない。そういう意味で、アリアとは大きく考えが違っていた。彼女は恐らく村人たちに対して冷酷になれずに捕まったに違いない。

　泊はく人との本気が神しん樹じゆには伝わったのだろう。村人たちは神しん樹じゆの指示で退くと、飛空船を包囲した。飛空船内の食糧は限られているから、数日も経たてば泊はく人とが音を上げるという思惑だろう。時間はかかるが、それも大勢の村人の命を失うことに比べれば安い。

　今朝、アリアと飛空船で交わした会話を思い出す。

　あのとき彼女には強行突破を最善手として勧めた。彼女の力ならばそれが確実だからだ。

　案の定、彼女はそれを拒絶した。そうなることが分からないほど短い付き合いではない。

　だから、泊はく人とは次善策を用意した。

　危険を伴い、しかも確実性がないが、誰かを傷つける必要のない策を。

「……来たか」

　泊はく人とは呟つぶやき、手の甲の絆きずな葉はにタバコを押しつけた。じゅっと水分の蒸発する音がして、火が消える。絆きずな葉ははそれだけでぼろぼろと崩れ落ちた。

　遠くから歌声が聞こえる。聞き慣れた歌声が。

　ずいぶん軽快な曲を選んだものだと失笑し、それから泊はく人とは飛空船のエンジンに火を入れた。回転翼テイルトロータが駆動し始め、徐々に音が高くなっていく。

『隙を見て神しん樹じゆの枝のなるべく先端まで逃げろ。オレが飛空船で島の外に出て回収する』

　今朝、泊はく人とはアリアに確かにそう言った。だが、それが絆きずな葉はを通じて神しん樹じゆに聞かれている可能性など百も承知だ。だから喋しやべりながら、泊はく人とは手元の紙に指示を記した。

【この会話は筒抜けだ。この文章を読め。分かったか？】

『わ、分かった』

【おまえとニーナは、よくて村のどこかへ監禁、悪ければ奉還だろう。どちらにしろ、おまえは移動が終わった時点で歌え。干渉力に乗せて、だ。これまでの経験上、そうすればおまえの歌はかなり遠くまで届く。オレはそれでおまえの位置を特定する】

　泊はく人とはアリアへの指示を思い出しながら、ガスの供給弁を調整し、球皮エンヴエロープに浮揚ガスを送り込んだ。飛空船が発着場から浮く。

【でもさっきの話が聞かれてたなら、泊はく人とさんは飛空船を飛ばせなくなるんじゃない？】

【発着場は出口を封鎖されるだろう。だが問題ない。何な故ぜなら──】

　あのとき、泊はく人との答えにアリアは愕がく然ぜんとしていた。

　常識で考えれば周囲を枝葉に囲まれて、しかも唯一確保されている経路を封鎖された状況では飛空船は飛ばせない。

　だが、その常識的思考には盲点がある。

　それは、飛空船の真上だ。

　飛空船の直上の枝葉に、大きな間かん隙げきがあることを泊はく人とは確認していた。ただし、それは普通では通過できないような隙間だ。

　飛空船は横に長い形をしている。だから水平に進むのと垂直方向に進むのでは、経路に必要とされる断面積が違う。垂直方向の方が圧倒的に大きな面積が必要なのだ。しかも飛空船の直上というのは球皮エンヴエロープがあって死角となっているため、こういった狭い場所では飛行経路から普通除外される。

　従って、常識的に考えれば直上の間かん隙げきは飛空船の経路たり得ない──のだが。

　泊はく人とはペダルを踏み、回転翼テイルトロータの出力を上げ、さらに角度を調整する。

　それと同時に球皮エンヴエロープへのガス供給量を極端に偏らせた。すなわち、四つあるガス囊のうのうち前方の二つにだけガスを送り込み、浮力を与えたのだ。

　船体が軋きしみ、エンジンが悲鳴を上げ、身体からだにかかる重力の向きが一気に変わっていく。

　数秒も経たたず、クロート号は船首を真上に向けた。

　並の飛空船乗り、通常の飛空船であれば即座に制御不能に陥る姿勢だ。

　だが、泊はく人ととクロート号の組み合わせに限って、その常識は通用しなかった。

「横向きで通れないなら、縦にすればいいだけだ」

　泊はく人とは回転翼テイルトロータの出力を一気に最大まで上げた。

　飛空船が船首を上に向けたまま急上昇し、枝葉の隙間を抜ける。

　その間かん隙げきは飛空船の幅とほとんど同じ大きさだったが、泊はく人とは葉の一つすら船体に触れさせなかった。真上を向いた飛空船、停止状態から最速での最大出力移行、さらにミリメートル単位の船体制御──それは他の飛空船乗りがいれば泡を吹くほどの超絶技巧だった。

　隙間を抜ける一瞬、啞あ然ぜんとした表情の村人たちと目が合った。

「人間らしい顔もできるんだな」

　呟つぶやきつつ、泊はく人とは複雑に入り組んだ神しん樹じゆの枝葉を見つめ、次なる経路を検討した。

　経路の候補は二つだ。一つは、いったん飛空船の姿勢を戻して島外に出て、それからアリアの元へ向かう、安全な経路。

　そして、もう一つはこのまま枝葉の間を抜け続けて、アリアの歌声を目指して進む経路。

　泊はく人とは瞬時に後者を選んだ。船の姿勢を戻す時間が惜しかった。迂う回かいをする時間が惜しかった。ただ真まっ直すぐ、最短経路でアリアのもとへ向かうべきだと判断した。

　冷静でいるつもりだった。リスクを負いつつも、かなり勝算の高い策に賭けたのだから。

　だが、と泊はく人とは思う。ほんの少しばかり冷静さを欠いているかもしれない。先ほどまでタバコを吸っていたのも、今にして思えば僅かに逸はやる心を静めるためだった。

　それはどうしてだろうか。何が自分から冷静さを削り取っているのだろうか。

　しかし、そんな自問を泊はく人とはすぐに打ち消した。今は操そう舵だに集中すべき時だ。

　離陸からちょうど三〇秒。

　浮揚ガスを緊急放出し、回転翼テイルトロータの方向を反転させて急制動をかける。

　さらに十分に減速したと同時に船尾側のガス囊のうに浮揚ガスを送り込み、真上を向いた飛空船の姿勢を元に戻した。

　結果、飛空船クロート号は、奉還の場に寸分違わず到達する。

　泊はく人とはレバーを引いて操そう舵だ室しつの側方にあるドアを開け放った。霧が船内に流れ込んでくる。

　そこには啞あ然ぜんとしてこちらを見るアリアとニーナの姿があった。その背後には無数の枝が不気味に蠢うごめいている。

「は、泊はく人とさん！」

　アリアが我に返って焦燥に満ちた声で叫んだ。

　見ればアリアとニーナの身体からだにはいくつかの細枝が絡からみついている。二人はそれらの枝を必死に振り払っているが、背後の洞へ引きずり込まれるのは時間の問題だ。

　泊はく人とは船体をやや斜めに傾け、神しん樹じゆに接触しないように操そう舵だ室しつのドアを彼女たちの目前まで寄せた。

「来い！」

　泊はく人との言葉に二人は頷うなずき、まず促されたニーナが、続いてアリアが飛び込んできた。

　船体が傾いていたため、ニーナは飛び込んですぐにバランスを失ってその場で尻餅をついてしまった。アリアはそれを避けるためによろめき、泊はく人とのいる操そう舵だ席せきに倒れ込んでくる。

「ご。ごめん、すぐどくから……！」

　泊はく人との膝の上に乗ってしまったアリアは、慌ててそこから抜け出そうと身体からだをよじる。

　そんなアリアの頭を強引に手で自分の身体からだに押さえつけ、泊はく人とは彼女の動きを止めた。

「む、むぐっ!?　むぐぐぐ！」

「動くな。すぐに離脱するからそのままでいろ」

　動かれて手元が狂いでもしたら大惨事だ。ここはまだ神しん樹じゆの枝葉が茂る空間であり、操そう舵だを失敗すれば球皮エンヴエロープに鋭い枝が刺さったり、回転翼テイルトロータが蔦つたを巻き込んだりする可能性がある。

「ニーナ、あんたはその辺につかまっておけ」

「了解だ、泊はく人と君！」

　泊はく人とはレバーを操作してドアを閉じる。そのときに飛空船の中にまで這はい寄よってきていた細枝がドアに巻き込まれて粉々に折れた。床に落ちた枝の破片はぴくりとも動かなくなる。

　泊はく人とはそれを尻目に、飛空船を神しん樹じゆの幹から離れる方向に急速に移動させた。

　周囲は枝葉に囲まれているが、発着場や村があったあたりと比べるとその密度はかなり低い。枝と枝の間隔もかなり開いており、幸いにも島外へ出る経路には困らなかった。

　そうして、数分後には神しん樹じゆの枝張りの外側に出た。ほとんど同時に霧が晴れる。

　あの島に自前の飛空船はないから、これでもう追ってくる者はないだろう。

「もういいぞ。……おい、どうした」

　自分の身体からだにしがみついたまま震えるアリアを見下ろして、泊はく人とは眉を顰ひそめた。

　そんなはずはないと思いつつも。少し強く押さえ過ぎただろうかと少しだけ懸け念ねんを抱いたところで、アリアがくぐもった声で答えた。

「ちょ、ちょっと、怖かったから安心しちゃって……」

　その答えを聞いた泊はく人とはため息を吐ついた。詳細は分からないが、かなり気の張る状況をくぐり抜けてきたのであろうことは想像がついた。加えて、アリアにはニーナを守り抜く役目があった。恐らく、かなりの責任を感じていただろう。こうして島の外に逃げ出すことができて、気が抜けてしまったとしても無理はない。

「何なら居室で横になってきてもいいぞ」

「……も、もう少しだけここで。落ち着くまで」とアリアは小さく首を振った。

「そうか……？」

　操そう舵だの邪魔だ、とはさすがに言わず、泊はく人とは好きにさせることにした。

「……で、あんたは何をしてるんだ」

「何って、創作用のメモだよ。さっきまでの出来事を忘れないうちに書いとかないと。もちろん、今の君たちのその状況もね」

　泊はく人とはため息を吐ついて閉口した。

「奉還の場の、あの気色の悪い洞は何だ」

「ああ、あれかい？　あれはね──」

　ニーナの説明を聞いて泊はく人とは唸うなった。

「木像か……。それはミイラや骨じゃなかったんだな？」

「ああ。生きてたときの姿をそのまま写し取ったみたいな像だったよ。上の方の像はまだ少し柔らかかった。奉還した村人がちょっとずつ木に変わっていくんじゃないかな」

「あんた、触ったのか……」泊はく人とは呆あきれた。「だが、やはり、そういうことか……」

「やはり？」

　ニーナが怪け訝げんそうに首を傾かしげたときだった。

　それまで泊はく人との胸のあたりに顔を埋めていたアリアがぱっと身体からだを起こした。

「何か来る！」

　アリアの警告と同時に、泊はく人とは咄とつ嗟さに舵かじを切った。

　直後、飛空船のあった場所を上から下に、黒い塊が凄すさまじい速度で通過した。

　その正体に気付いて、泊はく人とは思わず舌打ちをする。

「追ってきたか。執念深い」

「つ、蔦つた!?」

　ニーナが目を丸くして叫ぶ。

　それは直径一メートルはあろうかという巨大な蔦つただった。神しん樹じゆから伸びてきたものだと思って間違いないだろう。

　クロート号を外れたその蔦つたは、そのまま下方へと落ちていく。

「また来るよ！　五時・仰角三〇、七時・仰角二〇！」

　アリアの指示は先ほどより的確だった。恐らくは蔦つたが飛来するときの大気の揺らぎを感じ取っているのだろう。泊はく人とは船体を傾け、針路を調整した。ほんの一瞬遅れて、二本の蔦つたが飛空船のすぐ目の前で交差して、また落ちていく。

　蔦つたはどうやら高高度から放たれているようだった。

「次、六時・三〇、五時・二〇、遅れて七時・四〇！　さらに遅れて六時・二〇！」

「面倒な……！」

　蔦つたが次々と飛来してくる。泊はく人とはアリアの指示に基づいてぎりぎりのところで蔦つたを躱かわすが、これ以上の物量で押されればかなり厳しい。神しん樹じゆの射程圏内を外れるのが先か、クロート号が絡からめ取とられるのが先か──かなり微妙な線だ。

　と、不意に泊はく人とは違和感に襲われた。だが、その正体を探るより先に飛空船が揺れた。

「くっ……！」

　直撃はしていない。だが、主翼の近くを蔦つたが通過したときの風圧で制御が乱れる。

「泊はく人とさん！　六時・二〇、五時・一〇！」

　そこを狙い撃つように次の蔦つたが襲ってくる。舵かじを切り、それを辛かろうじて躱かわす。

　そのとき、泊はく人とは先ほどの違和感の正体に気付く。

　狙い撃つ──？

　奇妙だと思った。ここはすでに神しん樹じゆの外だ。樹きである神しん樹じゆに外界を見ることができるとは思えない。それならばどうやって飛空船の場所を把握しているのか。

　ぱっと隣で柱にしがみつくニーナを見て、泊はく人とは叫んだ。

「絆きずな葉はを捨てろ！　奴やつはそれを標的にしてる！」

「な、なんだって!?」

　ニーナは慌てたように手の甲の絆きずな葉はを見た。泊はく人ととアリアの絆きずな葉ははすでに道中で引き剝がしてしまった。残っているのはニーナのそれだけだ。

　しかし、彼女は絆きずな葉はを引き剝がそうとして──固まってしまう。

「ニーナさん!?」

　アリアが驚いたように声をかけると、ニーナは情けない表情でアリアを見た。

「で、できそうにない。アリア君、ボクの代わりに──」

「腹を括くくれ。あんたが選んだ道だ」

　泊はく人とはニーナの言葉を遮り、ライターを放り投げる。

　ニーナはそれを辛かろうじて受け取り、じっと見つめた。

　そして、一息に絆きずな葉はを引き剝がした。

　赤子のときから彼女の肌に付けていたその絆きずな葉はは部分的に癒着していたのだろう、手の甲から血が滴したたり落おちた。だがニーナはすぐに剝がした絆きずな葉はを目の前に掲げると、泊はく人とから受け取ったライターで火を点つけた。

　透明な絆きずな葉はが黒く炭化し、呆あつ気けなく崩れ落ちる。

　ニーナはそれを見届けると、腰を抜かすようにその場にへたり込んだ。

「急旋回する。摑つかまれ！」

　泊はく人とはそう言って舵かじを大きく切った。

　飛空船が傾き、急速にそれまで進んでいた針路を離脱する。

　直後、元々飛行していた位置をこれまでで最多の蔦つたが撃ち抜いた。

　だがそれは飛空船から一〇メートル以上離れた場所であり、明らかに狙いを外している。

　そして、それが最後だった。蔦つたの飛来は止やんだ。

　泊はく人とは緊張を解き、大きく息を吐つく。さすがに島を出てから攻撃を受けることは想定外で、泊はく人とも肝を冷やした。まさか神しん樹じゆが島の外まで絆きずな葉はとの繫つながりを辿たどれるとは。

「今度こそ、抜け出したな」

「あ、ニーナさん、血が……！」

　それまで操そう舵だ席せきで泊はく人とにしがみついたままだったアリアが、慌ててニーナに駆け寄る。

「手当てしますね」

　アリアはそう言って操そう舵だ室しつに備え付けの棚から救急箱を取ると、包帯を出して手て際ぎわよくニーナの手に巻いていく。

　それを見ながらニーナは「ははは」と自嘲気味に笑った。

「いや、意外と踏ん切りを付けるのは難しいねえ。もう頼らないつもりだったんだけど、いざ捨てるとなると、何だか怖くなっちゃってね……。でも」にやりとニーナは笑う。「何だかすっきりしたなあ。ちょっと痛いけど、それも気持ちいいくらいだ」

　泊はく人とは操そう舵だ席せきから立ち上がり、手当ての終わったニーナに手を差し出した。

　ニーナは驚いたように顔を上げ、それから苦笑すると「ありがとう。助かるよ」と差し出された手を摑つかんで立ち上がった。

「いや、オレはライターを返してもらおうと思っただけだったんだが」

「……君は本当にいい性格をしているねえ」

「うちの泊はく人とさんがすみません……」

　泊はく人とはライターを受け取り、呆あきれた様子の二人を尻目にそれをポケットにしまった。

「そう言えば、さっき『やはり』って言ってたけど、何のことだったんだい？」

　ニーナの問いに泊はく人とは先ほど聞いた木像のことを思い出す。

「神しん樹じゆの正体のことだ」

「正体……？　正体って、どういうことだい？」

「今まで不思議に思ったことはなかったか？　あの樹きの意志がどこから来るのか」

「どこからって……？」

　ニーナは全く見当がつかないと言うように首を傾かしげた。

「あれは恐らく、奉還した人間の意志の総体だ」

「「え？」」と異口同音にニーナとアリアが疑問の声を上げる。

「木像は骨でもミイラでもなかったんだろう。奉還ってのはつまり養分の吸収は一切していないってことだ。そもそも樹きが養分を吸うのは根からだから、幹に埋まるってのは少しおかしい。じゃあ、神しん樹じゆは奉還した人間の何を利用しているのか」

　それはあくまで仮説だったが、泊はく人とは確信を持っていた。

　操そう舵だ室しつの窓から神しん樹じゆを一いち瞥べつし、徐おもむろに告げた。

「脳だ」

　飛空船の中に風音とエンジンの雑音だけが響く。

　ニーナもアリアも言葉を失っていた。

「恐らく神しん樹じゆの意志は、大勢の人間の思考を束ねて一つにしたものだろう。奉ほう還かん祭さいは古くなった脳を破棄して、新しいものを補給するためだろうな」

「脳……」とアリアが顔面を蒼そう白はくにする。

「じゃ、じゃあ……ボクたちが素直に信じて従ってたのは……」

「要するに人間だ。古い脳は新陳代謝で使われなくなっていくだろうから、活動状態にあったのは人数にして百か二百か、まあそんなところだろうな」

「そんな……」ニーナは愕がく然ぜんとし、それから深々とため息を吐ついた。「神しん樹じゆなんて名前ばかりでその正体は人間だったってことかい……。何だか遣やる瀬せないな。だけど、それにしても新陳代謝って、身も蓋もないな、君は。仮にもあの村では神格化されてるってのに」

「どんな宗教でも信仰でも、神なんて大抵そんなもんだろ。一部の人間が神を作り、その他大勢がそれに従う。まあ、神しん樹じゆは大勢の思考を束ねてる分、失敗や間違いが少ないだろうからマシな部類だろう」

　絆きずな葉はを通じて事細かに口を出してくるのはかなり鬱陶しいとは思うが、それでもニーナを除けばあの島の住人に不幸そうな人間はいなかった。

「ただ、あれが島全体の幸福を考えているかというと、そうでもないと思うが」

　ニーナが不思議そうに眉根を寄せた。

「それはどういうことだい？　むしろ島全体の幸福しか考えていないように思えるけど」

「いや、あれの目的は自身の存続だ。そういう意味では利己的で、いかにも人間らしいな」

　泊はく人とは皮肉っぽく鼻を鳴らした。

「……つまり、神しん樹じゆで暮らす村人のことは二の次だってことかい？」

「そういうことだ。神しん樹じゆが存続するのに都合がいいように、村人を生かしてるだけだ」

　泊はく人との考えに同意できないのだろう、ニーナは首を傾かしげた。

「どうしてそう思ったのか、根拠を聞いてもいいかい？」

「あの樹きは近い将来、雲海に墜おちる。もし村人のことを第一に考えているなら、逃がそうとするはずだ」

　その言葉にニーナが目を剝むいた。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。神しん樹じゆが墜おちるだって？」

「ああ。あの樹きでは普通の島と比べてかなり高純度の浮遊結晶が産出している。それはつまり、浮遊結晶の生成と排出のバランスが、排出の側に傾いてるってことだ。いずれあの樹きは浮力を失って墜おちる。十年から二十年。そんなところだろうな」

　ニーナが絶句していると、隣のアリアが慌てたように言った。

「それが本当なら村の人たちに知らせないと！」

　しかし、そんなアリアの訴えに泊はく人とも、そしてニーナも微妙な表情を浮かべた。

「ど、どうしたの、二人とも？　知らせないと村の人たちが……」

「近隣の島に事情を伝えて、通達を出すくらいはする。だが、できるのはそこまでだ。こうなった以上、オレたちはもうあの島に入ることはできないからな」

　もともと大した手間ではないから、気付いた者の義務として他の島に事情を伝えるくらいはするつもりだった。しかし、それが意味のある行為かというと泊はく人とにはそうは思えなかった。

　ニーナもまた同じ結論に達したのだろう。深くため息を吐ついた。

「それにね、アリア君。たぶん神しん樹じゆはそのことを認めないだろうし、だとすると島の人たちは神しん樹じゆが墜おちるなんて信じないし、当然逃げようともしないだろうね。それに仮にあの人たちが外の世界に出たとしても、それが幸せかどうか分からない。むしろ神しん樹じゆと運命をともにすることこそが彼らの幸せなのかもしれない」

「で、でもっ！　そんなのって……」

　アリアはなおも言い募ろうとしたが、その勢いは途中で消えていき、ついに反論を口にすることはなかった。彼女自身、自分たちにできることがないと理解しているのだろう。

「そんな顔をしないでくれよ、アリア君」ニーナは苦笑する。「君は、少なくとも救いを求めていたボクをこうして連れ出してくれたじゃないか。助けられたボクが言うのも何だけど、それは誇るべきことだよ。誰にでもできることじゃない」

「ニーナさん……」アリアは情けなく眉尻を下げた。

　彼女の言うとおりだと泊はく人とも思う。結局、全ての人を助けることはできないし、助けを求める人しか助けられない。アリアはあの島でできうる最大限のことをしたのだ。

「それにね、ボクを助けたということは、可能性を繫つないだということでもあるんだよ」

「可能性……ですか？」アリアは首を傾かしげる。

　ニーナは「そうだよ」と鷹おう揚ように頷うなずく。

「ボクは誰かの創った物語に出会って、そして、それに感動して自分でも物語を創り始めた。その結果、あの島の空気に嫌気が差して、今ここにいられる。物語にはそうやって人間の心すら変える力があるんだ。だから、ボクは物語を書き続けるよ。それはもしかしたら、あの島に届いて、彼らの気持ちを変えられるかもしれない。ほらね、君は可能性を繫つないだだろう？」

　少しばかり冗談めかして語るニーナに、アリアは表情を崩した。

「……ありがとうございます。少し、気が楽になりました」

「それはよかった。まあ、とにかくそういうことだからさ、泊はく人と君を交えてもう一度、旅の話を聞かせてもらおうかな。何やらアリア君の脚色が入っていた疑いがあるからね！」

　ニーナはにやりと粘り気のある笑みを浮かべ、それからノートを取り出していつでもメモを取れる体勢に入った。

「ああ、でもまずは、さっき神しん樹じゆの蔦つたに襲われたときのことを聞きたいな。アリア君、どんな気持ちで泊はく人と君に抱きついていたんだい？　泊はく人と君の方はどうだったかな。抱きつかれてどんな気持ちだった？」

「ニーナさん！」とアリアが抗議する。

「いや、特段変わったことは何も」

「泊はく人とさんは答えなくていいの！　って、ちょっとくらい何かあってもいいよね!?」

　命の危機を乗り越えた直後だというのにいつもどおり創作意欲を燃やすニーナを見て、泊はく人とは無言で操そう舵だに集中するフリをした。

　しかし結局その日は、操そう舵だ室しつの後方でアリアとニーナがこれまでの旅の話で盛り上がり、しかも時々泊はく人とを巻き込むという、非常に居心地の悪い時間を過ごすことになったのだった。







幕まく間あい二　─Interlude 2─







　手記を手に入れるための旅は、思いがけず大事になってしまった。まさか人気作家のニーナさんを連れて命からがら島から逃げ出すことになるなんて。ニーナさんを連れ出すと決めた自分の判断は正しかったと今でも思ってるけれど、あの島の行く末を考えると気分が沈む。いずれ島が墜おちて村の人たちもそれと同じ運命を辿たどるというのに、何もできない自分の無力さが歯がゆい。結局、わたしは大勢の人を助けられなかったんだ。助ける力がなかったんだ。

　でも、泊はく人とさん……はまあいつもどおりとして、次の島まで旅に同行することになったニーナさんも、そのことに関してはあまり悩んではいないみたいだった。

「ボクは自分にできることをするよ。ボクを助けたことで可能性を繫つないだ、なんて冗談みたいに言ったけど、あれ、割と本気だったんだよ。ボクは物語を書いてあの島に送るつもりだ。ボク自身は二度とあの島に入れないと思うけど、本を送るだけなら色々やりようがあるからね」

「……ニーナさんはすごいですね」

「すごいって？」

「言葉で人の気持ちを変える力があるじゃないですか。たぶん、あの島の問題をどうにかするには、強引な力じゃなくて、そういう優しい力が必要なんだろうなって……。わたしにも、そういう力があれば……」

「アリア君もボクを説得して島を出る決意をさせてくれたじゃないか。それに、ねえ？」

　ニーナさんが同意を求めるように水を向けると、泊はく人とさんもそれを受けて「まあ、そうだな」と頷うなずいた。わたしは二人のやり取りについて行けずに戸惑った。

「神しん樹じゆに追い詰められたとき、ボクは君の歌を聴いて勇気づけられたよ。絆きずな葉はを剝がす覚悟を決められたのは心が奮い立ってたからだと思う」

　ニーナさんの手には絆きずな葉はを剝がした傷跡が残っていて、でもそれを勲章みたいに掲げた。

「ほらね。君にもあるじゃないか。人の気持ちを変えて行動させる力が」

　ニーナさんが皿の上の肉と格闘し始めたので───夕食中だったのだ──会話はそこで終わったけれど、言われたことはその後もずっとわたしの心に残り続けた。

　……話は変わって、少し気になっていることがある。

　最近、何だか泊はく人とさんが少し変な気がするのだ。

　わたしがあれこれ言う前に無ぶ精しよう髭ひげを剃そって身ぎれいにしたり、居室の自分のスペースを整理整頓したりするのだ。それ自体はとてもいいことだと思うんだけど、何かが引っかかる。どこかわたしに対する態度がよそよそしいような……。気のせいかなあ。







第三話　音楽の島







　その島──カンタス島には音楽が溢あふれていた。

　時刻は昼下がり。空はよく晴れ渡っており、瀟しよう洒しやな赤レンガ作りの町では至る所で路上演奏が行われている。

「すごい！　すごいね、泊はく人とさん！」

　アリアは泊はく人とと並んで石畳の上を歩きつつ、興奮も露あらわにきょろきょろと町の様子を見回した。バイオリン、ヴィオラ、チェロの三重奏がカフェの前で演奏され、通りを行く人々や店内の客を和ませている。少し離れた雑貨屋の軒下にはアップライト・ピアノでジャズを奏かなでる女性がいて、そこにサクソフォンを持った男性が歩み寄ってくる。僅かに目線を合わせただけで自然にセッションを始めたかと思うと、その演奏は道行く人々の足を止めるほど。階段に座ってギターで弾き語りをする若い女性は美しいメロディラインのフォークソングを歌い上げ、周りを囲んだ数人から賞賛の拍手といくばくかのチップをもらっていた。

　バルやレストランでは必ずといっていいほど、店先に置かれた看板に料理のおすすめに加えて音楽の演目が併記されている。普通の町とは比べものにならない数の楽器店があり、どこも客で賑にぎわっていた。

「少し落ち着け……」

「ニーナさんのおかげだね！　泊はく人とさんも連れてきてくれてありがとう！　来てよかった」

　泊はく人とが呆あきれたように諫いさめたが、アリアのうきうきした気持ちは収まらない。足取りも軽く、路上のあちこちでされる演奏を聴いては身体からだを小刻みに揺らし、身体からだ全体で音を感じる。

　二人がこの島を訪れたのは、ニーナの提案によるところが大きかった。

『ボクの付き合ってる出版社の支店がいくつかの島にあるんだけど、そのうちのどれかに連れてってもらえると嬉うれしいな。今後のことを交渉したいんだ』

　神しん樹じゆの島──ラカン島を出たニーナは、身の振り方を尋ねられてそう答えた。まずは出版社の伝つ手てで今後の拠点を確保し、色々な場所へ取材に出られるようにしたいのだ、と。

『ボクはどの島がいいとか分かんないから二人で選んでくれないかな？』

　ニーナは支店の所在地が記された一覧を持っていた。アリアとしてもそれだけ見たところでどの島へ行くべきか決められなかったので、泊はく人とに任せることにした。

　結果、泊はく人とが選んだのがこのカンタス島だった。

「リストにあったからだ。礼を言われることじゃない」

「……リスト？」

　アリアは首を傾かしげる。話の流れからして、ニーナの持っていた支店一覧ではないだろう。それでは何のことだろうと考えたが、思い当たるものは一つしかない。

「ヘルメスさんの手記で何か分かったの？」

「ああ。まだ解読途中だが、いくつかの浮遊島がリストになってた。まだ詳しいことは分からないが、ヘルメスはそのリストの島へ行く計画を立ててたみたいだ。ただの観光ってことはないだろう。恐らくは『始まりの島』に繫つながる理由がある」

「『始まりの島』……」

　泊はく人とが探し続けている場所──その名前を聞いてアリアは肩を揺らした。

　思いがけず、泊はく人との探求の旅は進展を見せている。十年近く手がかりらしい手がかりも得られなかった泊はく人との旅が、ついに前進しようとしているのだ。

　もちろん、そのこと自体は喜ばしい。

　けれど、アリアは同時に少し焦あせりを覚えていた。まだ己の生き方も見い出せていないような未熟な自分が、果たして泊はく人との旅路について行けるのか、と。ゆっくり自分の為なすべきことを探していくつもりだったが、あまりのんびりもしていられないのかもしれない。

　そんなアリアの想おもいを知ってか知らでか、泊はく人とは言葉を継いだ。

「要するに、出版社の支店一覧と、ヘルメスのリスト両方にあった島がここだったってことだ。まあ、条件に該当する島はもう一つか二つあったから、おまえにとって都合がいい島を選んだという面もなくはないが」

　アリアは足を止め、泊はく人とを見た。泊はく人とは数歩進んでから怪け訝げんそうに振り返る。

「何だ」

「……ちょっと意外だったから。わたしの目的のためってことだよね？」

「まあ、そうだな」

「じゃあ、やっぱりありがとうでいいじゃん」

　自分の生き方を模索していたアリアだが、そのヒントは歌にあるかもしれないと思い始めていた。泊はく人ともそう思ったからこそ、音楽の盛んなこの島を選んだということだ。

「いらん。あくまでついでだからな」

　素っ気ない泊はく人との答えに、アリアの頰が緩む。

　泊はく人とが自分のことを気にかけていてくれることが嬉うれしかった。

　だから、頑張ろうとアリアは思う。

　我ながら単純だとは思うが泊はく人との不器用な気遣いに応えたかった。

　けれど──アリアは泊はく人との様子を見て思わず手を伸ばした。

「泊はく人とさん？」

　服の裾を摑つかみ、その顔をもう一度じっと見つめる。

　ほんの少しの違和感。

「何だ」

　しかし、その違和感はすぐに消えた。

「……ううん、何でもない」

　光の具合のせいだっただろうか。

　一瞬、泊はく人との顔に翳かげりのようなものが浮かんだ気がしたのだ。

　不安か、迷いか、恐れか──アリアの知る泊はく人とに似合わない、そんな色があったような。

　たぶん気のせいだろうと思ったが、摑つかんだ裾を離すのは何だか不安で、アリアは泊はく人とにぴたりとくっつくように歩いた。

　泊はく人とが怪け訝げんそうな顔をするので「道、混んでるから」などと言い訳をするはめになったが。

「ニーナさん、出版社との交渉上う手まくいくといいね」

「人気作家なら出版社も手間は惜しまないだろう。まず問題ないはずだ」

　ニーナとはこの島に到着し、出版社の建物まで一緒に移動したところで別れた。彼女のこれからが上う手まくいくといいなとアリアは思う。

「あ、あそこでビラ配ってる。演奏会か何かかな」

「もう何枚も貰もらっただろ」

　この町では様々な場所で無料の演奏会が催されているらしく、そこかしこで開催日時と場所、それから演目などの書かれたビラが配られている。泊はく人とが呆あきれて言ったように、アリアはすでに十枚ほどのビラを持っていた。

「だって、色々あって面白いんだもん。せっかくだし、貰もらってくるよ。ちょっと待ってて」

　アリアは泊はく人とにそう言い置くと、ビラを配っている場所へ小走りに駆け寄った。

「一枚ください」

「はい、どうぞ」若い男はビラを差し出しつつ、じっとアリアを見つめた。「参加希望者ですか？」

「えっ？　参加……？」

　アリアは首を傾かしげつつ、受け取ったビラに視線を落とす。

「オーグメント・コンテスト……って何ですか？」

「あれ？　知らなかったんですか。オーグメント・コンテストは、この島で年一回行われる歌のコンテストなんですよ。てっきり、お嬢さんはその参加者──コンテスタントかと思って。ときどき、島の外からも無謀な挑戦者が来るんで」

「無謀ってのはどういうことだ？」

　アリアの手元からビラが奪い取られる。後ろを見ると泊はく人とが立っていた。

「え？」

　突然現れた泊はく人とに男は呆あつ気けに取とられたようだったが、すぐに気を取り直す。

「えっとですね、オーグメント・コンテストはただの歌のコンテストじゃないんですよ。その名のとおり、オーグメントって装置を使って歌うコンテストなんです。それをいきなり島の外から来ても、オーグメントを上う手まく使いこなせずに終わるのが関の山ですよ」

「オーグメント？　装置といったが、楽器の一種か？」

　泊はく人とがそう訊きくと、男は「あー……口で説明するのは難しいですね」と頭を搔かいた。

「まあ、今夜、セントラルホールでコンテストの説明を兼ねた試演があるので、もし詳しく知りたければ来てください」

　アリアは興味をそそられた。何やら特別な装置を使った歌というのは面白そうだ。ぜひ観に行ってみよう、などと思っていると、泊はく人とがとんでもないことを言い出した。

「こいつがコンテストに参加する。どうすればいい」

「へっ……？」

　アリアは呆あつ気けに取とられて泊はく人とを見た。男も驚いた表情を浮かべている。恐らく、二人の心の中で同じ言葉が呟つぶやかれた。この人、何を聞いてたんだ、と。

「あの、さっきの説明聞いてました？」

「オーグメントを使うのが難しいって話か？　やってみなきゃ分からないだろう。それとも、使ったことがないと参加できないのか？」

「い、いえ、そういうわけじゃ……」

「なら別にいいだろう。どうすれば参加できる」

「えっと、今日中にエントリーをしてもらえれば。ただ、エントリーはオーグメントの提供と調整をしてくれる技師と一緒じゃないといけないんですが、お知り合いは……」

「いない」

「ですよねえ……。いや、こんな直前だとちょっと厳しいだろうなあ……」

　男は手帳を取り出して中を確認し始める。そんな流れを見てアリアはようやく我に返った。

　泊はく人との服の裾を引っ張り小声で抗議する。

「ちょ、ちょっと、泊はく人とさん、参加するって、わたしが!?」

「おまえの他に誰がいる。オレが歌うのか」

「それはそれで見てみたいけど……じゃなくて！　何で？　どうして突然そうなったの!?」

「いい経験になるだろ」

　端的に告げられて、アリアはうっと言葉に詰まった。

　できることを模索している今、そして歌に手がかりがあるかもしれないと思っている現状では、経験できることはしておくべきだろう。泊はく人との言葉はもっともだった。

「で、でも、コンテストとか経験ないし、人前で歌うのだって恥ずかしいし……」

「今更だな。そこら中で歌ってるだろ。人目も気にせず」

「そ、それは、まあ……」

　道を歩きながら歌って人に聴かれるのと、コンサートホールで人に聴かせるために歌うのとではだいぶ心構えが違うような気がするけれど。

「もう一つ理由を挙げるとすればオーグメントだ。聞いたことのない装置だからな。ヘルメスのリストにこの島があった以上、情報はできるかぎり集めておきたかった。が……」

　泊はく人とはいかにも残念そうにため息を吐つく。

「コンテストに参加する必要まではないか。おまえにしかできないことだったが……」

「わ、分かったよ！　やるよ！」

　アリアは慌ててそう言った。自分と泊はく人とそれぞれの目的に合致していて、しかも自分にしかできないなんて、そこまで言われてしまってはやるしかないではないか。あからさまに誘導されているのが分かっていても、だ。

「でも、オーグメント技師はどうするの？」

「あ、それなんですけど……」

　手帳を捲めくっていた男がアリアと泊はく人との会話に割って入ってくる。

「空いてそうな技師に心当たりがあります。ただ……」

「ただ……何でしょう……？」

「あまり人気のない技師でして……」

　男の話によれば、オーグメント・コンテストは最も優れた女性歌手──歌姫を決めるもので、権威と人気を備えたこの島で最大のコンテストとのことだった。その性質上、主役は歌手であり、裏方であるオーグメント技師はやや下に扱われることが多いのだが、その技師はそのあたりを「弁わきまえていない」らしかった。

　アリアは一抹の不安を覚えながらも、他に選択肢もないため、泊はく人ととともに紹介されたオーグメント技師のもとを訪れることにしたのだった。




　　　　◇




「じゃ、とりあえず歌ってみてよ」

「えっ……」

　アリアは思わず戸惑いの声を漏らした。

　そこはオーグメント技師の工房だった。

　工房の中は薄暗く、雑然としている。うっすらほこりの溜たまった床には技術書らしき本が積み上がり、きらきら光る砂──鉱物か何かの粉末だろうか──が散らばっている。

　部屋の中央に大きな作業台があり、そのあたりだけがランプで明るく照らされていた。

　作業台のうえには、オーグメントの調整に使うのであろう双眼の顕微鏡やピンセット、彫刻刀といった道具類が置かれていた。とは言っても、具体的にそれらの道具がどう使われるのかは想像もつかなかったが。

　そんな工房の主はカッツェという若い女性技師だった。年の頃は二十に届くか届かないかといったところ。長い髪を後ろで括くくり、革のエプロンを身に着けている。凜りんとした佇たたずまいの美しい女性だった。そんな彼女がアリアから事情を聞いてすぐ放った言葉が「とりあえず歌ってみてよ」だったのだ。

「……歌、ですか？」

「そ。オーグメントを使った演奏でいちばん重要なのはオーグメントじゃない。逆説的だけどね。何を差し置いても歌が大切なんだ。協力するかどうかは、それを聴いてからだね」

　つまり、アリアの力を試されているということだった。

　カッツェは壁にもたれかかり、じっとアリアを見ている。

「前もって言っとくけど、私は中ちゆう途と半はん端ぱが嫌いなんだ。やるからには徹底的にやる。必要なら歌手の歌にも注文を付ける。この島の歌手はだいたいそれを嫌がるけどね。初心者に優勝しろとまでは言わないけど、あんたもそれが嫌なら止めといた方がいいよ」

　厳しい言葉にたじろぎそうになったが、踏みとどまる。ここで逃げたら何も得られない。

「わ、わたしもできるだけのことはしたいと思ってます。自分の力を試したいんです。だから大丈夫……というか、むしろ色々教えてください」

　アリアは率直に言って頭を下げる。

　オーグメントに関してまったくの素しろ人うとであるアリアにとってそれは本心だった。それに泊はく人とと干渉力の訓練をしてきたおかげで厳しい指導には慣れている。ちなみにその泊はく人とは今、工房の中を勝手に見学していた。

「ふうん」

　カッツェは意外そうに呟つぶやき、それから薄く笑った。

「いい心構えだね。歌の次に大切なものだ。じゃあ、何でもいいから歌ってみてよ、好きな歌でいいから」

「は、はい」

　アリアは少し緊張していた。

　普段、歌う機会は多いがそれは大抵が自分の楽しみのためであり、誰かに聴かせるために歌うことは少なかったし、こうして力量を測られる経験など皆無に等しい。

　それでも目を閉じて呼吸を整えると、すぐに集中することができた。

　泊はく人とと出会い、旅をして、干渉力の訓練を積んで、アリアは以前よりずっと簡単に集中することができるようになっていた。

　心の中で伴奏を鳴らしてリズムをとり、滑らかに歌い出した。

　選んだ曲は、先日、神しん樹じゆの島で泊はく人とに居場所を知らせるために歌ったものだ。

　ここ最近ではいちばん歌い慣れた曲だったし、軽くノリの良いい曲調が好きだった。

　うきうきするようなリズムに身体からだを少し揺らしながら、少年が大好きな女の子のために宝物を探しに行く情景を美しいメロディラインに乗せて歌う。

　初めは抑えめに、盛り上がりに向けて徐々に助走をつけて。

　アリアの歌声が少年の恋心と冒険の躍動を鮮明に描き出す。暗い森の中の冒険は恐ろしく、それでも宝物をあげて喜ぶ彼女の顔を想像すれば震えも止まる。サビに至ってアリアの歌声は狭い工房に大きく響き、透明なビブラートが美しく広がっていく。やがて少しだけテンポを落とし、少年の少女への想おもいを叙情的に歌い上げて静かに曲を終えた。

「あ……」

　アリアは我に返り、集中し過ぎたと思った。恐らくカッツェはアリアがどんなふうに歌うのか知りたかっただけで、何もフルコーラスで歌う必要などなかったはずだ。

「す、すみません、わたし、つい夢中に……って、あの、どうしました？」

　恥ずかしさに顔を赤くしながら謝ろうとして、アリアは首を傾かしげた。壁にもたれかかって歌を聴いていたカッツェが、目を大きく見開いてアリアを凝視していたのだ。

「あ、ああ……。ごめんごめん」カッツェは驚きを隠すように手で口を押さえる。「え？　どこかの島でプロやってた？」

　アリアは首を横に振った。

「じゃ、じゃあ、どこかで専門的に習ってた？　お師匠さんの名前は？」

「し、師匠ですか？　いませんけど……」

「じゃあ、歌は独学ってこと？」

「はい。独学って言うか、好きで歌ってるだけで……」

　その答えにカッツェはしばし考え込むように黙り込んだ。

　何かまずかっただろうかとアリアは不安になる。実績が必要とか、権威の後ろ盾がなくてはならないとか、専門的に学んだ経歴が必要だとか、そういったことがあるのかもしれない。

　しかし、その不安が的外れであったことはすぐに明らかになった。

　カッツェはアリアの目の前まで歩み寄ってくると、両肩に手を置いて力強く摑つかんだ。

「優勝を狙おう」

「ゆ……え、え？」

　アリアはカッツェの変化に戸惑い、目を白黒させる。

　聞き間違いだろうか。優勝とまでは言わないと、先ほど口にしていたような気がするが。

「今の歌を聴いて、考えが変わったんだ。本気でやってくれないか」

「本気って……」

「優勝を狙おう。あんたならいける。私も全力でやる」

「ゆ、優勝……」どうやら聞き間違いではなかったようだ。自分の歌を評価してくれたということなのだろうから悪い気はしないが、困惑の方が大きい。音楽の盛んなこの島で自分の歌が通用するのだろうか。しかも、ただ歌うのではないのだ。

「あの、わたし、オーグメントって、まだ見たことも触ったこともないんですけど……」

「え？　ああ、そうだったね。大丈夫、超特急で調整するよ。使い方は私がみっちり仕込むから、それは覚悟しといてくれよ」

　カッツェはそう言って作業台の引き出しを開けると、中から一本のバレッタを取り出した。

「あ、ひょっとしてそれが……」

「そう。オーグメントだよ。色々なのがあるけど、どれもヘアアクセサリの形をしてる」

　カッツェから手渡されたバレッタをまじまじと見つめ、アリアはほうとため息を吐ついた。

「綺き麗れい……」

　そのバレッタは銀色の軽い素材で作られており、その上に直径数ミリメートルの様々な色の宝石が無数に埋め込まれている。

「これは……旧時代の遺物か？」

　いつの間にか泊はく人とが隣に立っていた。アリアからバレッタを受け取ると、興味深そうに光にかざして検分する。

「見て分かるのかい？」カッツェは驚いたように眉を上げる。「そう言われてるよ。石の方は島の浮遊結晶を磨いたものだから替えが利きくけど、台座の方はもう作る技術も素材もない。だからこの島にオーグメントはたくさんあるけど、どれも大切に受け継がれて使われてるんだ」

「なるほど。だとすると、高価なものなのか」

「そうだね。物によるけど、飛空船一隻分くらいが相場だね」

　その答えに驚いたのはアリアだった。
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「そ、そんなの頭に着けて歌うんですか!?」

「心配することはないよ。台座は金かな槌づちで叩たたいても壊れないくらい頑丈だから」

　そう言われても、それを身に着けることを想像しただけで緊張してしまう。

「それで、これを使って何ができるんだ」

「一言で言えば、歌に関する音と光の演出だね。演奏、音響、照明──そういうことがこのオーグメントでできる。だから、コンテストでは歌も含めてそういう総合的な演出で観客を感動させた奴やつが評価されるんだ。もちろん、歌がいちばん大切なのは言うまでもないけどね」

「そんなに色々なことができるんですか……」

　まるで魔法のようだ。正直なところ、言葉で説明されてもあまり想像がつかない。この綺き麗れいなバレッタ一つでいったいどれほどの演出ができるというのか。

「わたしに使いこなせるでしょうか……」

「普通だったら、コンテストまでに完璧に使いこなせるようになるのは難しいかもね。でもその辺は私の腕の見せ所だ。初心者でも使えるように調整してみせるよ。もちろん、あんたにも色々頑張って練習してもらわなくちゃいけないけど」

　カッツェはそう言って薄く笑った。

　彼女にさばさばとした調子で断言されると、根拠もなく大丈夫かもしれないと思えてくる。不安が消えるわけではないが、あれこれ悩んでも仕方ないと思えるくらいには心強い。

　これはもう覚悟を決めるしかないとアリアは思った。

「分かりました。わたしも頑張るのでよろしくお願いします！」

「そうこなくっちゃ」

　カッツェが差し出した手を握る。凜りんとした美しい佇たたずまいからは想像できないほどに、節くれ立ち、力強さを感じさせる職人の手だった。アリアはそのことに頼もしさを覚えた。




　　　　◇




　その夜、アリア、泊はく人と、そしてカッツェの三人は町で最大のステージのあるセントラルホールに訪れていた。昼間ビラを受け取ったときに教えてもらった試演を観覧するためだ。

　ホールはすでに千人を超える観客でほぼ満席になっている。当然ながらその大半がコンテストには参加しない一般客だ。例年、二十組ほどだというコンテスタントもこの場にいるはずだが、一般客と区別はつかない。アリアたちもまた、一般客に紛れて階段状に設けられた客席の中程に腰を落ち着けていた。

　しばらく待っていると客席の照明が落ち、ステージだけが明るく照らし出された。

　客席が静まったところで、ステージの端に立った男が開演を告げ、進行を始める。

「皆様、ようこそお越しくださいました。今年もオーグメント・コンテストの季節となり、いよいよ来週が本番です。本公演はその説明を兼ねた試演でございます。それではまず、私から簡単にルールを説明いたします。コンテストでは、抽選順で出場者に課題曲を歌っていただきます。オーグメントを使用することが唯一の規定であり、課題曲についてはそれが原形を留とどめている限り、どのようなアレンジでも認められます。全員の歌唱が終わった時点で観客の投票を行い、順位を決め、最多得票者が歌姫の称号と、そして歌姫の象徴であるグランド・オーグメントを継承することになります」

　グランド・オーグメントというものの存在は、アリアもすでに知っていた。初代の歌姫から当代に至るまで何百年にもわたって受け継がれてきたオーグメントらしい。

　技師として思うところがあるのか、隣に座るカッツェがやや表情を硬くしていた。

「それではルール説明はここまでとし、本日のメインイベントに移りたいと思います」

　進行役がそこで一瞬の間を置くと、それまで静まっていた客席が一気に沸いて、拍手と歓声がホールに響き渡る。アリアは想像以上の熱量に驚いて周囲をきょろきょろと見回した。

「さて皆様お待ちかね、課題曲の発表と実演です！　題名は『壊れた空の向こう』。今回のコンテストのために作られた曲です。そして、この課題曲を実際に歌うのは、歴代屈指の歌声、五年間もの在位を誇る当代の歌姫シャノン！」

　客席の熱狂が最高潮に達した直後、ステージの照明が落ち、ホールは完全な暗闇に包まれた。観客の熱はそのままに、騒々しさだけに蓋が落とされる。熱量は行き場を失って、圧力が溜たまっていく。

　次の瞬間、溜たまった圧力を全て解放するかのように、ストリングスとピアノの大音量がホールに響き渡った。油断していたアリアは他の観客と同じように思わず身をびくっとさせたが、両隣の泊はく人ととカッツェは微動だにしない。

　コンテストという字じ面づらから想像していたのよりずっと激しい曲だ。それがロックという旧時代の音楽に源流を引くものであることをドラムが刻むビートが教えてくれる。

　そのとき、突如として七色の光球が無数に現出した。

　それらの光球は楽曲のリズムに合わせて明滅し、ステージだけではなく客席にまで現れて空間を美しく彩いろどる。

（これが全部、オーグメントの力……）

　アリアは啞あ然ぜんとしてその光景を見た。事前にカッツェから説明を受けていたものの、音楽や光がオーグメント一つで生み出されているとは未いまだもって信じられない。

　光球の出現からほとんど間を置かずに美しい歌声が響き渡った。

　聞いただけで鳥肌の立つような、圧倒的な歌声。ややハスキーな掠かすれが音に艶と肉感を与え、一瞬で聴く者を魅了する。

　歌い手はいったいどこに──アリアがその姿を探した瞬間、無数の光球が浮かぶ中、ステージ中央にだけあった闇がぱっとかき消えた。

　アリアははっと息を吞のんだ。

　深くスリットの入った赤いロングドレスを着た美貌の女性──歌姫シャノンがそこにはいた。凄すさまじい存在感にアリアの視線は釘くぎ付づけになる。彼女の頭をぐるりと巡る、美しい鎖状のアクセサリが周囲の光球の灯あかりを受けてきらきらと反射する。

　あれがグランド・オーグメント──そう気を取られたのも束つかの間ま、曲の転調に合わせて演出が切り替わった。歌姫シャノンが軽くステップを踏んだ瞬間、彼女を中心に光の粒子が渦巻くように放たれ、それと同時に心臓を鷲わし摑づかみにするような凄すごみのあるビブラートが身体からだの奥に直接響いた。アリアは光と音の奔流に目と耳を奪われた。

「こんな音楽、聴いたことない……」

　鎖に縛られた鳥が自由な空を求めて羽ばたく──その渇かつ望ぼうが、美しくも複雑なハーモニーで歌われる。それに呼応するように光球が青く輝き、ホールに澄んだ蒼そう穹きゆうが生み出される。

「オーグメントは歌い手の精神状態や歌そのものに反応して出力が増幅されるんだ」

　アリアの感嘆に、カッツェが囁ささやき声ごえで答える。

「普通は歌唱に集中するため、ぶれが少なくなるようにある程度オーグメントに制限をかけるんだけど、シャノンはそれをほとんどしない。だからこそ、この圧倒的なパフォーマンス。たぶん、歴代の歌姫の中でも最上位だ」

　そんなふうに説明するカッツェの声は硬い。ちらりと視線を向けると仇かたきでも見るかのような表情で舞台を睨にらみ付つけていた。

　光の粒子があるときは雪のように穏やかに、またあるときは嵐のように激しく舞う。普通に聴いても胸を打つであろう歌声は、オーグメントによってその美しさと凄すごみを何倍にも増してホールに響き渡る。幾度かの転調と大きな音域で構成されるその曲は技巧的にかなり難度が高いはずだが、シャノンの歌は決してそれを感じさせない。ただ浮遊島から仰ぎ見た広い空の、透徹とした青を感じさせた。どこまでも広がる雲海の眩まばゆい白が脳裏に焼き付いた。

　やがてシャノンは最後のフレーズを歌い終える。

　観客の名残惜しさを慰めるように、オーグメントは余韻たっぷりにリバーブを利きかせ、光の粒子はゆっくりと消えていった。

　あらゆる音と光が消えた瞬間、客席が沸騰した。

　思わず耳を塞いでしまいたくなるような歓声と拍手の嵐。

　観客は総立ちだ。

　アリアはというと全身から力が抜けて、立つことも歓声を上げることもできなかった。

　シャノンの歌に圧倒され、放心状態になっていた。

　ステージではシャノンが両手を振り、満面の笑みで観客席に向かって何度かお辞儀をしていた。観客たちは次第に落ち着いていき、皆自分の席に腰を下ろす。

「皆さん、今日は来てくれてありがとうございます」

　シャノンはそう言うと、改めて華麗な所作で一礼をした。

「課題曲、いかがだったでしょうか？　一足先に歌わせていただきました。でもまだ練習中なので、本番ではもっといい歌をお届けできればと思っています」

　そのシャノンの言葉に会場が再び沸いた。アリアはその熱狂とは正反対の反応──血の気の引く思いで頰を引きつらせたが、それは恐らく他のコンテスタントたちも同じだっただろう。

　今の歌よりいい歌などこの世に存在するのだろうか。

　自分の歌が勝る光景を、アリアは全く想像できなかった。




　アリアたち三人はホールを後にして、人気の少なくなった夜の街路を歩いていた。

　昼間、通りに溢あふれていた多種多様な音楽はその姿を消して、街灯によってオレンジ色に照らされた町には静けさが訪れている。それでもどこからともなく弦楽器やピアノの音が微かすかに響いてくる。それは風の音と混じって不思議と郷愁を誘う音色になって町の中を穏やかに吹き抜けていく。そこに三人の足音が穏やかなリズムを刻んだ。

「少しいいか」

　口を開いたのは泊はく人とだった。

「何だい？」とカッツェが泊はく人とに視線を向ける。

「あんたの目的はなんだ。どうして優勝したい」

　その言葉にカッツェは眉を顰ひそめる。

「妙なことを聞くね。出るからには優勝したい。それだけのことだけど、それが何だい」

「あんたがアリアの歌を聴いたあとの態度の変わりようが少し気になった。欲しいのは名声か？　それとも賞金か？　だが、あんたがそういうのを求めてる印象はない。単にあんたが技術オタクで、アリアの才能に心酔して腕試しをしたいというならそれでもいいが……」

　泊はく人とはじっとカッツェを見つめた。

「そのとおりだよ。アリアの歌を聴いて私のオーグメントを合わせたくなった。それだけさ」

「それならオーグメント・コンテストじゃなくて、もう少し余裕を持って別のコンテストなりステージに出ることにしよう。むしろ、そっちの方が完成度は上がるだろうしな」

　泊はく人との提案にカッツェは立ち止まり、泊はく人とをじっと睨にらんだ。

「え？　え？」

　アリアは戸惑いながら二人を交互に見た。

　カッツェが何かを隠しているということだろうか。

　当のカッツェは泊はく人とからアリアに視線を移し、それから観念したように息を吐ついた。

「……今年はもうほとんど諦めてたところに、急にチャンスが来たからちょっと焦あせったんだ。だが泊はく人と、あんたの言うとおりだ。冷静になって考えたら、むしろ話しておかなくちゃならないことだった。特に出場することになるアリアには、ね。すまなかった」

　アリアは慌てて首を振った。

「謝らないでください。わたしたちも急に押しかけたわけですし、知り合ったばっかりだからそういうことがあっても仕方ないっていうか。でも……教えてもらえるなら知りたいです」

「ああ」カッツェは頷うなずいた。「もちろんだよ。というより、聞いてもらいたい」

　カッツェはそう言って再び歩き始めた。それは先ほどまでよりもゆっくりしたペースで、話すべき言葉を整理しているようだった。やがて少し歩いたところで彼女は口を開く。

「シャノンは私の親友だった」

　そんな意外な言葉からカッツェの告白は始まった。だが、それは意外ではあっても驚くというほどのことではない。アリアが少し気になったのは──

「だった……ですか？」

　つまり、今はもう違うということだ。仲なか違たがいしたか自然と会わなくなったか。

　しかし、カッツェが告げたのはそれとは全く違う事実だった。

「ああ。私の親友のシャノンは、歌姫の亡霊に取とり憑つかれてしまったから」

　彼女の言葉は不協和音となって不気味に町の音楽を濁した。

「歌姫の、亡霊……？」

　何かの比喩だろうか。だが、それにしてはカッツェの言葉はきっぱりとしている。

　まるで本当に亡霊なるものが存在しているかのような、そんな口ぶりだ。

「私とシャノンは小さい頃からの友達だった。シャノンは昔から才能があって、ジュニア向けのコンテストを総なめにしてた。シャノンがオーグメント・コンテストで優勝して歌姫になったのは五年前のことだよ。当時十四歳。史上最年少だった。最初は私もすごく嬉うれしかった。でも、少しして何かがおかしいことに気付いた。

　連絡が取れなくなったんだ。最初は歌姫になって忙しいからだと思った。でも、一ヶ月も二ヶ月も会えないのはおかしいと思った。あいつの家族も、同じようにシャノンに会えていなかった。変だろ？　家族にも会わないなんて。それで、歌姫には専用の住居が用意されるんだけど、そこに忍び込んだことがあるんだ。

　でも──そこで会ったシャノンは完全に別人だった」

　話し方やちょっとした癖が以前の彼女とは違っていた。そして違和感を覚えたカッツェが思い出話を振ったとき、受け応えが明らかにおかしかった。

「シャノンは休養日だったはずなのにオーグメントを着けてた。歌姫が代々継承するグランド・オーグメントを。私はそのことにも違和感を覚えた」

　アリアは先ほどの公演でシャノンが頭に着けていた鎖状のアクセサリを思い出す。

「グランド・オーグメントに関する歴史書や技術文献を調べて、私は一つの推測に至った」

　カッツェは一呼吸を置き、はっきりと言った。




「初代歌姫は、コンテストの歴代優勝者の身体からだを乗っ取ってきたんだ。グランド・オーグメントに意識を移して」




　誰にも知られることなく、歌姫は身体からだを乗り換え続けてきた。

　何百年ものあいだ、ずっと。

　カッツェは技術者らしく、これまでの調査結果や推論を淡々と説明していった。ときにそれはオーグメントに関する高度な内容に立ち入ることにもなったが、泊はく人とが都度その妥当性を確認した。かつて星ほし読よみ島とうの調査官を務めていた泊はく人とはそういった道のプロだ。

　全てを聞き終えてから、泊はく人とが口を開いた。

「なるほど、あんたの推論は正しそうだ」

「信じるのかい？」カッツェがやや不安そうに訊きく。

「ああ。精神に作用する旧時代の遺物を見たことがある。あんたの言うようなものがあったとしても不思議じゃない。それで確認だが、つまりあんたはコンテストで優勝して、グランド・オーグメントからシャノンを解放したい、と」

「ああ、そうだ」カッツェは迷いなく頷うなずいた。「私はそのために腕を磨いてきたんだ」

「優勝する必要はあるのか？　強引に奪ったらだめなのか」

「強引に外した場合、後遺症が残る可能性が高い。ずっと昔に強盗に襲われてグランド・オーグメントを奪われた歌姫がいたらしいんだけど、記憶も言葉も、何も分からなくなっちまったらしい。まあ、幸か不幸か、その強盗が捕まってグランド・オーグメントそのものは戻ってきたんだけどさ……。だから、歌姫以外の誰かが優勝して、歌姫が継承のために自分の手でグランド・オーグメントを外すタイミングを狙うしかないんだ」

「なるほど。仮にそれに成功したとして、手に入れたグランド・オーグメントはどうする？」

「贋がん作さくとすり替えて、本物は封印する。二度と世に出ないようにね。さっきも言ったけど、あんなもの、歌に執着する亡霊だよ」

「グランド・オーグメントから解放されたら、シャノンさんはどうなるんですか？」アリアはふと気になって問う。「乗っ取られてた間のことは忘れちゃうんですか？」

「いや。歴代の歌姫も別に記憶は失わなかったらしい。グランド・オーグメントが適当に辻つじ褄つまを合わせるから、乗っ取られてた自覚がないみたいだね。歌姫の在位期間はまるで夢みたいな時間だったってのが、よくある感想だ」

「夢か。笑えないな」

　三人は自然に立ち止まる。アリアたちの宿泊先とカッツェの工房──それぞれの帰路の分岐に来たのだ。

　カッツェはアリアと泊はく人とをじっと見つめたかと思うと、すっと頭を下げた。

「え？　ど、どうしたんですか、カッツェさん？」

「ありがとう、聞いてくれて。それに黙っていてすまなかった」カッツェはそこで躊躇ためらうように少し間を置いた。「厚かましいとは思う。でも協力してくれないか。コンテストの優勝と、グランド・オーグメントのすり替え。どっちも私ひとりじゃできないことだから。あんたたちに危険はないし、優勝賞金は全部──」

「もちろん協力しますよ」

　カッツェが言い終わるのを待たずに、アリアは言い切った。

　隣では泊はく人とが呆あきれたように息を吐ついていた。もう少し黙っているだけでこちらの有利な条件が転がり込んできたのにもったいない──そんなところだろう。だが、もともとコンテストに出場したいと言って急に押しかけたのは自分たちであり、たまたまそこにカッツェの思惑が重なっただけの話だ。彼女の足下を見てこちらに有利な条件を引き出すことはしたくなかった。

「できるかぎりのことはします。……優勝する約束はできませんけど」

「ありがとう。恩に着るよ」

　アリアとカッツェは今日二度目の握手をした。




　　　　◇




　カッツェと別れ、泊はく人ととアリアは自分たちの宿へと戻った。

　泊はく人とはアリアに勧められて先に風ふ呂ろに入ったあと、入れ替わりで彼女が風ふ呂ろへ行ったのを見送ってからベッドに腰掛けて一冊の本を手に取る。

　ヘルメスの手記だ。コンテストの方は想定外の事態に巻き込まれつつあるが、泊はく人とにできることは少なく、今のところ成り行きに任せるしかないだろう。泊はく人ととしてはそれよりも手記の解読の優先順位が高い。

　手記の内容は暗号化されており、その解読方法はヘルメスと泊はく人との間でかつて共有されたものだった。これまでも時間を見つけては解読を進めたが、まだ手記のほんの一部分しか読めていない。解読の途中経過を紙に書き写そうとしても、書いた端からかなりの箇所が消えてしまうのだ。世界の消滅に関する事項と同じく、ヘルメスの残した手記の情報の多くは、泊はく人との意識以外の場所に残そうとしても何らかの力によって消されてしまうようだった。

　だから解読は複雑な計算を暗算だけで解くのに似て、深い集中力を要求される作業だった。

　泊はく人とが読んでいるページには浮遊島のリストが記載されていた。もちろん、この島の名前もある。そして、泊はく人とはそのリストの意味を読み解こうとしていた。

　どのくらいの時間が経たっただろうか、不意に甘い香りが鼻孔をくすぐった。

　泊はく人とはそっと手記を閉じ、自分の隣に目を遣った。

「早いな」

　そこにはアリアが座っていた。薄い木綿の部屋着を着た彼女はタオルで髪を拭いている。いつの間にか風ふ呂ろから上がって泊はく人とと同じベッドに腰掛け、手記を──あるいは手記を読む泊はく人とを──眺めていたようだ。

「そんなことないと思うけど……？　三十分くらい入ってたよ？」

　アリアは呆あきれたような表情を浮かべている。

　どうやら時間を忘れるほど集中していたようだと泊はく人とは悟った。

「何か分かったの？」

「……少しだけ、分かったことがある」

「ほんと!?　何が分かったの？」

　目を輝かせるアリアに対し、泊はく人とは小さくため息を吐ついた。

「え、な、何？」

「とりあえず離れろ」

「え？」

　アリアは泊はく人とと腕が触れ合いそうなほど近くに座っていた。

　アリアは顔を赤くすると、その距離を拳一つ分空ける。

「ご、ごごご、ごめん、近かった？」

　顔を赤らめたまま、それでもアリアはそれ以上は距離を取らなかった。

　目を泳がせ、自分の髪を弄いじっている。

　神しん樹じゆの島を出て以来、泊はく人とはアリアの距離感がやや近いような気がしていた。ついでに言えば、服装も風ふ呂ろ上あがりにしてもやや露出が多い。普段の彼女ならもう一枚くらい羽織っていそうなものだ。あの下世話な作家に何か吹き込まれたのでなければいいが。

「とりあえず、ヘルメスがこの島をリストに入れた理由に、オーグメントは関係なさそうだ」

「あ、そうなんだ……」

　泊はく人との言葉にアリアが少し残念そうな表情を浮かべる。

「どうした」と泊はく人とが問うと、アリアは自覚がなかったのか戸惑ったように瞬まばたきをした。

「あ……、えっと、わたしも泊はく人とさんの役に立てるかなって思ってたから……」

　オーグメントが関係ないと分かった以上、アリアのコンテスト参加については、シャノンのの解放という新たな目的が加わったものの、泊はく人とが積極的に関わる理由はなくなった。

「まあ、個人的にはまだオーグメントに興味がある」

「え……そうなの？」アリアは首を傾かしげる。

「ああ、技術的な興味だ。あれは着用者の精神で物理現象を起こす装置だ。できることは小さいが、人工的な干渉力と考えてもいい。旧時代の遺物にしても珍しい。まあ、だからこそ人の意識を乗っ取るなんて真ま似ねもできるんだろうが」

「そうなんだ……」

　アリアは少し思案し、それから泊はく人とを見て笑顔を浮かべた。

「ありがと」

「……別におまえに気を遣って言ったわけじゃない。おまえがオーグメントを使っていく中で経験したことや感じたことは情報収集の一環で聞いておきたい。それだけだ」

「うん、分かった」

　アリアは答えてから、ふと何かに気付いたように首を傾かしげた。

「あれ？　じゃあ、泊はく人とさんはこの島がリストに入ってた理由が分かったってこと？」

　さすがに気付いたか、と泊はく人とは頷うなずく。オーグメントが手記のリストと関係ないと分かった──その裏を考えればすぐに分かることだ。

「ああ」

　肯定してから泊はく人とは思案した。この事実は『情報の消去』に抵触するだろうか、と。あるいは抵触しなかったとして、彼女に知らせるべきことだろうか。知らせるとして、どこまで。

　結局、泊はく人とは手記から読み取れたことを一通り説明することにした。この程度の情報を知るくらいなら、アリアを今後の危険な旅に巻き込むことには繫つながらないだろうと判断したのだ。

「ヘルメスの仮説だが『始まりの島』に到達するためには、浮遊結晶が鍵になるらしい」

「浮遊結晶が……？　でも、浮遊結晶なんて、どこにでもあるよね？」

「どこにでもあるが、同じものは一つとしてない。特に、浮遊島によって結晶組成が違うことが知られてる。ヘルメスによれば、それらは『始まりの島』の完全な浮遊結晶の欠片かけらが散らばったものだそうだ」

「そ、そうなの!?」

「ああ。あくまで仮説だが、十分な根拠に基づいて導き出された仮説だ。信しん憑ぴよう性せいはある」

「そうなんだ……。でも、浮遊結晶が鍵になるって、どういうこと？」

「『始まりの島』は高次空間にあって、普通は見ることも触れることもできない。だが『始まりの島』と同じ完全な組成の浮遊結晶があれば、肉眼で見ることも、物理的に接触することもできるようになる」

「完全な組成の浮遊結晶……。それがどこかの島にあるの？」

「いや、完全な浮遊結晶は『始まりの島』にしかない」

「え……？　それじゃあどうやって『始まりの島』に行けば──」

　アリアはそこまで言って、何かを思いついたように「あ……」と呟つぶやいた。

「ばらばらの欠片かけらを集めて、完全な組成にするってこと？　ヘルメスさんのリストは、そのためのもの？」

「そういうことだ。飛空船の倉庫にはこれまで行った島の浮遊結晶が少しずつ保管してある。ヘルメスの趣味かと思ってたが、これを見越してたってことなんだろう」

　泊はく人とひとりで旅をするようになってからも惰性で収集を続けていたが、それは幸いだった。

「じゃ、じゃあ、ヘルメスさんのリストに従って島を巡って、浮遊結晶を手に入れれば『始まりの島』に辿たどり着つけるってこと？」

「それだけで辿たどり着つけるかどうかは分からん。見えるようになっても、肝心の場所は分からないからな。そのあたりも手記に書いてあるといいが」

「そうなんだ……。でも、すごい進歩だよね!?」

「ああ、まあそうだな」

「な、なんでそんな冷静なの!?」

　自分のことのように興奮するアリアを見て泊はく人とは思う。

　想像していたよりずっと早く彼女との関係を見直すときが近づいているのかもしれない。

　そのことが、新たな手がかりに対する興奮に冷水を浴びせていた。




　　　　◇




　翌日からオーグメント・コンテストに向けた練習が始まった。

「アリア、あんたがかなり歌えるのは分かってるけど、ウォーミングアップがてら一通りチェックさせてもらうよ。オーグメントの調整にも必要だからね」

　時刻は早朝、場所はカッツェの工房の奥に設けられた小さな防音室だった。部屋にはアップライト・ピアノとドラムセットが置かれており、カッツェがピアノの椅子に座り、アリアがその横に立っている。

「そういえば泊はく人とは？」

「……まだ寝てると思います」

　アリアはベッドでいびきをかいていた泊はく人との様子を思い出しながら答える。

　ついでに昨夜、手記を読んでいる泊はく人とと不用意に距離を詰めてしまったことを思い出して少しだけ赤面した。解読に没頭する泊はく人との表情は真剣そのものだったが、同時に何だかその存在が遠くに感じられてしまって、ついガウンを羽織ることも忘れて彼のすぐ隣に──それもベッドに──座ってしまった。

「なんだい、相棒が頑張ってるのにいい気なもんだね」

「あはは、いいんです。こんなときくらいゆっくりした方が。普段働き過ぎなくらいなので」

　ゆっくりといっても昨夜も遅くまで手記の解読をしていたようだが。恐らく、今日も起きたら解読を進めるのだろう。

「そうなの？　見かけによらないね」

　そのあまりの言いようにアリアは苦笑した。

「まあいいか。じゃあ、ハミングから行こうか」

　カッツェは鍵盤を叩たたいてドの音を鳴らす。アリアはそれに合わせて鼻に音を響かせた。それからいくつかの音高で同じようにハミングをした。

「うん、いいね。じゃあ、次はリップロール」

　カッツェは音階を順に鳴らしていく。が、アリアはどうしたらいいか分からず戸惑った。

「す、すみません、何ですか？　リップロール……？」

「あ、そうか、ちゃんと歌を習ったことないんだっけ。すまない。こうだよ」

　カッツェはそう言って唇を震わせて音階を鳴らしてみせた。それから「じゃあやってみて」と再び鍵盤を叩たたく。アリアは見み様よう見み真ま似ねでリップロールをした。

「そうそう。上手だね」

「そ、そうですか？」

「ああ、ちゃんとできてるよ。名前を知らないだけで、技術自体はちゃんと身体からだが知ってるんだろう。じゃあ、次はロングトーンだ。こうやって」

　と、カッツェはドの音を鳴らしてたっぷり二〇秒ほど声を出した。綺き麗れいな音が安定した音量で響く。アリアは少し驚いてカッツェを見た。

「カッツェさん……歌、上手ですね」

　その言葉にカッツェは微苦笑を浮かべた。

「昔、歌手を目指してたことがあるからね。このくらいは当然さ」

「そうなんですか、道理で──」

　アリアは納得しかけて、けれど言葉に詰まった。立ち入っていいものか逡しゆん巡じゆんしたが、カッツェが自分から教えてくれたのだから、もう少し訊きいてもいいのだろうと思って口を開く。

「あの……ひょっとして、歌手を目指すのを辞めて、オーグメント技師になったのって、シャノンさんを助けるため……ですか？」

　その質問にカッツェは困ったように息を吐ついた。

「難しい質問だね……」

「す、すみません……変なこと訊きいちゃって……」

　仮にアリアの問いに対する答えが肯定だとしたら、カッツェは親友を助けるために自分の夢を諦めたということになる。それを彼女がどう抱えているのかを想像すると胸が痛んだ。やはり不用意に触れるべきではなかっただろうか。

「いや、いいよ。難しいって言ったのは、自分でもよく分からないって意味だよ」

「自分でもよく分からない……ですか？」

「ああ。確かに、きっかけはシャノンがグランド・オーグメントに乗っ取られてるかもしれないって気付いたことだったよ。だけど、その前から自分の歌手としての限界にも気付いてた。何しろ、身近にシャノンって天才がいたからね」

　カッツェはそう言って首を振った。

「だからさ、私がオーグメント技師を目指したのは、自分の歌手としての才能のなさから逃げ出したかったからなのかもしれない。シャノンを助けるってのを口実にしてさ」

　カッツェの告白にアリアは返す言葉を見つけられなかった。彼女のことを大して知りもしない自分が何を言ったところで、上うわっ面つらの言葉になってしまうと思ったから。

「……ちょっと辛気くさくなっちまったね。ま、歌手を目指した経験は、こうしてオーグメントを調整するのにも役立つから無駄ではなかったかな」

　これでこの話はお終しまいと言うようにカッツェは薄く笑い、それから唐突に鍵盤を叩たたいた。

　それが先ほどのロングトーンを促しているのだと気付いて、アリアは慌てて声を出した。

　慌てたせいで呼吸がおろそかになり、ものの二、三秒で途切れてしまってカッツェに小さく笑われたが、それは暗くなった空気を変えるための気遣いだったのだろう。気難しそうに見えるカッツェの意外な一面だった。

　そうして一時間ほどもかけてウォーミングアップを終えた。

「じゃあ、温まったところで課題曲、歌ってみようか」

　カッツェは言うなりピアノの鍵盤を叩たたき始はじめる。

「あっ……」

　アリアはカッツェの指先が奏かなでる音を聴いて思わず声を漏らした。

　間違いない。それはセントラルホールで聴いた課題曲『壊れた空の向こう』だった。

　カッツェは譜面も見ずに弾いている。

　アリアはそのことに驚いたが、自身も迷うことなく彼女の伴奏に合わせて歌い出す。

　カッツェがちらりとアリアに視線を向け、口くちの端はを上げた。

　初めて伴奏に合わせて歌うが、音程やリズムは危なげない。それどころかアリアは繊細にモチーフを表現し、劇的なクレッシェンドをしっかりと歌い上げた。ハイスピードで息継ぎを許さないメロディも、ほとんど完璧に歌いきる。

　やがて課題曲が終わると、カッツェはアリアを見て薄い笑みを浮かべた。

「やるじゃない。練習した？」

　こくりとアリアは頷うなずき、苦笑しつつ答えた。

「実は、昨日眠れなくて……」

　昨夜、泊はく人ととの会話を終えてベッドに入ったあと、シャノンの歌が頭から離れず、自分ならこう歌うだろうか、この歌詞はどういう意味だろうか──そんなことを考えながら楽譜を眺めつつ何度も口ずさんだせいですっかり覚えていたのだ。

　ちなみに、手記の解読をしていた泊はく人とにはとっとと寝ろと呆あきれられたがお互い様だ。

「なるほどね。私も似たようなもんだけど」

　やはり苦もなく曲を弾ひけたのはそういうことらしい。恐らく、夜に暗譜してしまうほど練習したのだろう。

「まあともかく、ほとんど完璧だったね。私の見込みどおりだ。この分なら歌の方は大丈夫そうだから、あとは適宜アレンジを入れつつ、仕上げていこう」

「はい、分かりました」

　アリアはそう答えてから、少し不安になってカッツェを見つめた。

「どうかした？」

「えっと、あの……」

　アリアは少し躊躇ためらってから口を開く。

「……わたしの歌でシャノンさんに勝てるでしょうか？」

　昨夜聴いたシャノンの歌はあまりに圧倒的で、自分の歌がそれを上回る想像がどうしてもできなかったのだ。だが、カッツェは小さく頷うなずいてこう言った。

「それはまだオーグメントの演出を入れてないからだよ。歌の印象はそれで大きく変わる」

　確かにそれはそうかもしれない。あの光の演出は、まるで自分が本当に空に憧れる鳥であるかのような錯覚を生み出した。音楽もそうだ。いくつもの楽器を鳴らした音は重層的で迫力があった。ただピアノの伴奏で歌うよりずっとよくなるかもしれない。実際、昨夜はあんな音と光の中で歌ったら気持ちいいだろうなとアリアは空想していた。

「それは……ちょっと楽しみかもしれません」

　だから素直にそう言うと、カッツェは俯うつむいて少し考えてから顔を上げた。

「丁度いいから、オーグメントの練習をしてみようか。時間もないしね」

　それから二人は防音室から工房に移動した。

　工房は相変わらず薄暗く、その雑然とした室内はランプのオレンジ色の光でぼんやりと照らし出されている。そんな中、カッツェは部屋の中央にある大きな作業台の前に立ち、手招きをした。アリアが近寄ってみると、双眼の顕微鏡に昨日見たバレッタが置かれている。

「覗のぞいてみて」

　カッツェに言われてアリアは顕微鏡の接眼レンズを覗のぞき込こんだ。

　思わず感嘆の声を漏らす。

　そこには銀色の宇宙が広がっていた。

　青や赤、緑に輝く無数の浮遊結晶が銀盤の上に配置されている。

　それぞれの浮遊結晶は顕微鏡の視野の中ですら豆粒のように小さい。それらがでたらめに置かれているのでないことは、銀盤の上に引かれた細線の上に配置されていることから明らかだ。光の加減でようやく判別できるような細線は美しい幾何学模様を描き、結晶同士を有機的に結びつけているようだった。

「ヘアアクセサリの形をした基盤に浮遊結晶を配置することで調整プログラムするんだ。浮遊結晶の配置の仕方で、演奏する音楽や音響、光の演出の大部分が決まる」

　アリアは精緻に組まれた美しい宇宙に心を奪われながらカッツェの説明を聞いていた。目を離すことができない。うっかりすると吸い込まれてしまいそうだ。

「これ、一晩でやったんですか……？」

「いいや、まさか。基本的な結晶配置はオーグメント技師それぞれが何年もかけて作って、改良し続けるものなんだ。その上で、曲や歌手に合わせて結晶配置を調整する。そんなわけでこれはほとんど基本状態デフオルト。課題曲の入力と簡単な光の演出、それから初心者向けの設定はしたけど、本格的な調整はこれからだ。でも調整するにもまずは現状を確認したいから、とりあえず着けてみてよ」

　カッツェは顕微鏡のステージに置かれていたバレッタ型のオーグメントを手に取ってアリアに向けて差し出した。アリアはそれを恐る恐る受け取る──何しろ非常に高価な品だ。

　姿見の前に移動して、浮遊結晶が鏤ちりばめられた銀色のバレッタを慎重に髪に着ける。

「わ……」

　鏡の中に立つ姿を見て、自分のことながらアリアは思わず見とれてしまった。無数の浮遊結晶で彩いろどられたバレッタはそれほどに美しい。

　手に持ったときに分かっていたことだったが、それは見た目に比してとても軽く、ほとんど身に着けている感覚がないほどだ。

「似合ってるよ。綺き麗れいだ」

「あ、ありがとうございます」

　あまりそんなふうに褒められることがない──普段一緒にいるのがあの泊はく人とだから仕方ないが──ので、アリアは少し照れた。

「さ、じゃあ起動してみようか」

「起動って……どうやってですか？」

　そもそも起動という概念があることすら今知った。

「オーグメントごとに起動コードがあって、装着者がそれを口にすることで起動するんだ。そのバレッタは『歌の始まりアインザツツ』だ。さあ、言ってみて」

「……歌の始まりアインザツツ」

　アリアがおっかなびっくり起動コードを唱えると、バレッタが仄ほのかに白色の光を帯びた。

「これで起動完了だ。あとの操作には特にコードはいらないよ」

「え？　じゃあ、どうすれば……」

「歌を頭に思い描くんだ。歌詞や音、その響き、和音、テンポ、リズム、それから光の演出も。オーグメントは設定の範囲内でできるだけ歌手のイメージに沿ったかたちで実行される。さ、やってごらん」

　言われたとおり、アリアは課題曲を頭の中に思い描く。

　すると周囲にふわりと光が浮かび工房を淡く照らした。

　さらに曲の前奏が鳴り始める。

「すごい……」

　アリアが驚き呟つぶやくと、それらは儚はかなく消えてしまった。

「うん、初めてにしては上手だね。イメージが途切れるとオーグメントは停止するんだ。次は最後までやってみて」

「は、はい」

　アリアはもう一度課題曲を頭の中で鳴らした。

　オーグメントが作動し、光が浮かび上がり、前奏が響く。

　ストリングスとピアノ、それにドラムとギターも入っているだろうか。若干のアレンジが入っているようだが、基本的には原曲に忠実な進行になっている。光の演出はシャノンのそれとは違って、リズムに合わせて様々な色のフラクタル図形が空間に描かれるものだった。

　アリアはオーグメントの発する伴奏に合わせて歌った。そして先ほど防音室でカッツェの伴奏に合わせて歌ったときと同じように、大きなミスなく歌い終えることができた。

　しかし──

「納得いかないって顔してるね」

　カッツェに思っていたことを当てられて、アリアは躊躇ためらいつつも小さく頷うなずいた。

「演奏もちゃんとされてたし、光の演出もできてて、すごいとは思ったんですけど……」

「昨日のシャノンの演奏と比べると、見劣りする？」

　アリアがもう一度頷うなずくと、カッツェは「正直でよろしい」と微かすかに笑った。

「それにわたしの想像してる音や光とはちょっとずれてるというか……」

「それはね、オーグメントの設定に初心者向けの制限をかけてあるからなんだ」

「制限……ですか？」

「ああ。補助機能ガイドって言い換えてもいい。オーグメントは制限を緩めれば、歌手が自分のイメージで音量やテンポ、場合によっては曲そのものだって変えることができる。でも、今回はアリアが初心者だから、ちょっと強めの制限を設定してある。制限を緩めると最大性能は上がるんだけど、ちょっとしたイメージのぶれで演奏が壊れちまうんだ」

　その説明を聞いてアリアが思い出したのは飛空船の操そう舵だだ。免許を取るための訓練船には安定化装置スタビライザーが付いていて、エンジンの出力などに制限をかけることで操そう舵だを簡単にしていた。アリアがそのことを話すとカッツェはなるほどと頷うなずいた。

「発想は同じだね。そういうことだよ」

「でも、それじゃあ……やっぱりシャノンさんには勝てないんじゃないですか？」

「厳しい戦いになるね。でも、やりようはある。歌手であるあんたと、それからオーグメントの設定、この二つは今のところ、さっきあんたが感じたようにずれてる。だからこのずれがなくなるように極限までチューンアップするんだ。もちろん、必要に応じてアリアの歌い方や曲の方にもアレンジを入れて。たとえ制限の大きなつまらない設定だとしても、それが最適化されてるなら十分戦えるはずだ」

「な、なるほど……」

　要するにアリア専用に、かつ今回の課題曲に特化した調整をすることでシャノンが相手でも競えるということだろう。

「オーグメントに慣れた歌手だったら、むしろ制限を緩める方に設定を振るんだけどね。私の調整の基礎は、歌手の個性や想像力を活いかすように設計してあるから。でも、今回はそのための時間がない。だから正反対の戦略をとる」

　カッツェはそう断言し、アリアもその言葉に頷うなずくしかなかった。

　オーグメント技師である彼女がそう言う以上、それがいちばんよいと思ったからだ。




　それからの毎日は、歌の練習とオーグメントの調整に当てられた。

　早朝に起きてカッツェの工房に行き、夜遅くに宿に帰るという日々だ。

　午前中は初日にしたような基礎的な歌唱練習をして、それから課題曲を歌い、気になる箇所を重点的に練習していった。それから簡単なダンスをカッツェが手ほどきしてくれた。あくまで歌が主役なので簡単な振り付けだったが。

　午後はオーグメントの設定が中心で、これがアリアにとってはなかなか辛つらい作業だった。

　アリアが一小節を歌う。それに合わせてカッツェがオーグメントの設定を調整し、アリアの声質や歌い方に適したかたちにする。調整しきれない部分は逆にアリアの歌い方や曲の方を変えることでオーグメントに合わせる。一回では終わらないので、その調整を何度も繰り返して、わずか一小節を仕上げるのに一時間ほどを費やす。それで曲全体を順に調整していく。それで終わりかと思いきや、今度は各小節の繫つながりのまずさや、全体として聴いたときのバランスの悪さが出てくるのでそれを調整する。それからまた各小節の調整をして──というかたちでひたすら地道で終わりのない作業を続けた。

「疲れないんですか？」

　アリアは一度そう訊きいたことがある。作業が一段落して、二人でお茶と甘い菓子を食べていたときのことだ。アリア自身も歌い続けてかなり疲れていたが、カッツェも顕微鏡を覗のぞき込こんでずっと細かい作業をしていた。

「いつもと方向性は違うけど、基本はオーグメントの調整だからね。慣れてるよ」

　そう言って伸びをしたカッツェの肩からばきばきと凄すさまじい音がして、アリアは思わず悲鳴を上げた。それを聞いたカッツェがふっと笑い、つられてアリアも噴き出してしまった。

　そんなふうにして歌の練習と調整が進んでいくと、本番を想定してオーグメントを使って歌唱練習をする割合が増えていった。

　それはアリアにとってまたしても苦しい練習だった。

　初めこそオーグメントを使うことで得られる音響効果や多彩な音おん色しよく、光の演出などを楽しんでいたのだが、ある程度調整が進んでくると、その調整から少しでも外れてはいけないというプレッシャーが勝るようになってしまったのだ。

　だが、それでも練習を重ねればミスは減っていき、経験は自信になって積み上がっていく。

（意外といけるかも……）

　数日が経たつ頃には手応えのようなものを感じるようになっていた。




　　　　◇




　飛空船クロート号は離陸の途上にあった。浮遊島の地面は数メートル下方にある。

　眼下の島では不定形の黒い物体が断続的に出現し、岩石や地面、草木を吞のみ込こんでいる。時折吹く突風は大気の消失によるものだろう。

　泊はく人とは船内から、タラップに立つ燃えるような赤髪の女──ヘルメスに向き合っていた。

「ヘルメス、何してる！　早く中へ！」

　泊はく人とは叫んだが、ヘルメスは首を振り、不敵に笑った。

「アレはあたしを追ってきている。分かるだろう。喰くわれたのは捜索班の連中だ。あたしたちはあそこで知ったんだ。いいか、この世界は消滅しようとしている。そしてそれを止める鍵は始まりの島にある」

　面白そうに語るヘルメス。

　泊はく人とは必死に首を振った。

　何な故ぜなら理解していたから──これが彼女と話す最後になるであろうことを。

　だから必死に彼女を止めようとした。しかし、彼女は一向に泊はく人との言うことなど聞かない。

「船はくれてやる。どういう選択をするかはおまえの自由だ。好きに生きろ」

「ヘルメス！」

　泊はく人とが顔を歪ゆがめると、ヘルメスは苦笑して、それからあっさりとタラップを蹴って浮遊島へ飛び降りた。

「ヘルメス！」

　もう一度、彼女の名を呼んだ。

　しかし、それが彼女の耳に届くことはなかった。

　──彼女の全身は、すでに黒い物体に吞のみ込こまれ、引き裂かれていたから。




　目が覚め、跳ね起きた。

　乱れた呼吸を整えつつ、泊はく人とは周囲を見た。

　宿の部屋だ。

　ベッドから下り、窓に近づいてカーテンを開けると今が夕暮れ時だと分かった。

　朝方まで集中して手記の解読を進めたので、その反動でだいぶ眠ってしまったようだ。

「一雨来そうだな」

　外は晴天だが、ずっと遠くに小さな雨雲が見える。まず予想は外れないだろう。

　泊はく人とは水差しからコップに水を注ぎ、ぐっと飲み干した。

　冷たい水が身体からだの中を流れていく。

　つい先ほど見た悪夢の残ざん滓しを押し流すように、もう一杯、水を飲み干す。

　普段、あまり夢を見る方ではなかった。それも十年前、ヘルメスを失ったあの日のことを夢に見るなどこれまでになかったことだ。

　ただ、夢はあくまで夢だ。あの日、ヘルメスは飛空船から飛び降りたあと、島の奥へ走り去っていった。夢の終わりのように黒い物体に吞のみ込こまれるなどというヘマはしていない。

　それにしても、どうして今更あんな夢を見たのだろうか。

　ヘルメスの手記を手に入れたからだろうか。

　確かにそれは一つの原因のように思える。

　だが、それだけではないような気がした。

　泊はく人との脳裏に、一人の少女の姿が浮かぶ。

　師を失って以来、ずっと孤独だった泊はく人とと旅をするようになった、アリアの姿が。

　そして、想像してしまう。

　彼女があの黒い物体に引き裂かれる悍おぞましい光景を。

　気分が悪くなり、泊はく人とは首を振った。

　昨夜、集中しすぎたせいで頭が疲れているのだろう。雨が降ってくる前に散歩でもして身体からだを動かそうと考え、寝汗に濡ぬれた服を着替えたところで部屋にノックの音が響いた。

「誰だ」

「泊はく人と君かい？　ボクだよ、ボク。ニーナだ。開けておくれ」

　意外な訪問者に泊はく人とは眉を顰ひそめた。

　ドアを開けると、そこには神しん樹じゆの島から連れ出した女性作家の野暮ったい姿があった。

「どうした。出版社との交渉が失敗して助けでも必要になったか」

「相変わらずだね、泊はく人と君。もしそうだったら、また君たちと旅ができてそれはそれで楽しかったかもしれないけど、残念ながらそうじゃない。まあ、立ち話もなんだから、一階のレストランでお茶でもしながら話そうじゃないか。おごるからさ」

　ちょうど外出するところだったので、泊はく人とはニーナについて部屋を出た。

　宿の一階はレストランになっており、この時間はカフェとして営業している。泊はく人ととニーナは奥まった席につくと、それぞれコーヒーと紅茶を注文した。

「それで、どうした」

　注文した飲み物が来るのを待ってから、泊はく人とは訊きいた。目の前ではニーナが紅茶に山ほど角砂糖を入れており、見ているだけでげんなりした気分になってくる。

「いや、大したことじゃないよ。今後の予定が決まったから、お礼がてら報告に来たのさ」

「出版社との交渉が上う手まくいったのか」

「ああ、そうだよ。星ほし読よみ島とうに拠点を用意してもらえることになったんだ。近々、移動する予定だ。いくつか連絡船を乗り継ぐことになるみたいだけどね」

　星ほし読よみ島とうは文化的にも栄えた島だから、作家であるニーナにとっては最善の結果といえる。拠点も用意してもらえるということから、出版社の彼女にかける期待の大きさが窺うかがえた。

「ところで、アリア君は？　彼女にも直接伝えたかったんだけど」

「ああ、あいつは──」

　歌姫の秘密については伏せつつ大まかに事の次第を説明すると、ニーナは目を輝かせた。

「そんなことしてたのかい？　ボクを差し置いてずるいじゃないか！」

「知るか」

　泊はく人とはニーナの抗議をばっさりと切り捨てた。

「本番はいつなんだい？」

「明日だな、確か」

　すでに島に着いてから一週間ほどが経たっている。

　アリアからは時折話を聞いているが、もう本番に向けた準備も佳境だろう。あるいは、明日に備えて練習を切り上げている頃かもしれない。

「明日かあ。ボクも聴きに行っていいかな？　いいよね？　よし、行こう」

　自己完結するニーナに泊はく人とは呆あきれつつ、手元のコーヒーをすすった。

　やや深煎りのコーヒーは酸味と苦みのバランスがちょうどよく、泊はく人との好みに合っていた。

　島を出るときにいくらか豆を仕入れるか、などと考えていると、

「さて、じゃあ、せっかく君と二人になれたし、取材でもさせてもらおうかな」

　という言葉がニーナの口から発せられた。

「……取材？」

「ああ。アリア君からはいろいろ聞かせてもらったけど、泊はく人と君からはあまり聞けていないからねえ。さ、じゃあ、まず君の生い立ちから──」

「付き合ってられるか」

　泊はく人とが辟へき易えきとして拒絶すると、ニーナは慌てたように「頼むよ」と言った。

「話を聞いているあいだ、ここのコーヒーやお茶はいくら頼んでも構わないし、ケーキもつけるからさあ」

　だからお願いだよ、と懇願してくるニーナを見て、泊はく人とは深くため息を吐ついた。

　ここのコーヒーは値が張るので、報酬としては悪くない。

「面白い話ができるとは思わないが……」

「大丈夫、大丈夫！　ありのままを話してくれればいいから」

　そうして、泊はく人とはニーナにこれまでのことを話すはめになった。

　星ほし読よみ島とうの貧民街で暮らしていたこと。ヘルメスという女に見み出いだされ、彼女の仕事を手伝うようになったこと。やがて、調査部に所属するようになったこと。事故が起き、ヘルメスが行方知れずとなり、以来、ずっととある島を求めて一人で旅をしてきたこと。最近になってアリアと出会い、ともに旅をするようになったこと。

　泊はく人とはそういったことをニーナに訊きかれるがまま、淡々と説明した。もちろん『世界が消滅しようとしている』といった、記憶から消えてしまう類の話は適当に省略したが。

「なるほどねえ」

　話が一通り終わって、ニーナはノートにメモを書き込んでいた手を止めた。

　それからじっとノートを見返す。

「ちょっと訊きいてもいいかな」

「なんだ」

「君は十年間ものあいだ、一人で旅をしてきた。それはどうしてかな？　旅の安全性や効率を考えれば、もう一人二人、一緒に旅をした方がよかっただろう。だというのにアリア君に出会うまで、君はずっと一人だった。一人であることに拘こだわっていたといっても、いいかもしれない。それはどうしてだい？」

「それは……」

　気楽だったから──そう答えようとして、口を噤つぐむ。

　それは決して噓うそではなかったが、正しい答えでもないような気がした。

「ふむ……言語化するほど明確に意識したことはないということかな。じゃあ、もう一つ。ヘルメスという人物は君にとってどういう人だったのかな」

「師であり、相棒だった」

「恋仲だったとかは？」

「ない」

「じゃあ、大切な人だった？」

「……否定はしない」

　その言い回しにニーナは苦笑した。

「じゃあ、最後にもう一つ。ヘルメスという人物が亡なくなったことと一人の旅に拘こだわっていたことは、関係あるかな？」

「……考えたこともないな」

　それは正直な答えだった。その二つを結びつけるなど、考えたこともない。

　もちろん、単純な因果関係はある。

　ヘルメスが死ななければ、一人で旅をすることにはならなかっただろう。

　だが、それが一人の旅に拘こだわる理由になりうるかというと分からなかった。

「ふむ……。おや？　雨が降ってきたね……」

　ニーナに言われて外を見ると、晴れ渡っていた空にいつの間にか雨雲が垂れ込めていた。外は日没後のように暗くなり、しとしとと雨が降り始めていた。




　　　　◇




「アリア、緊張してるのかい？」

「少し……」

　そこは町の広場の一角だった。

　セントラルホールの前に設けられたその広場は大きな二つの通りに挟まれているため、薄暮時ではあったがたくさんの人々が歩いていた。中にはベンチや芝生で寛くつろぐ人の姿もある。

「大丈夫だよ。十分調整と練習を重ねてきたんだから」

　カッツェに言われて、アリアは小さく頷うなずいた。

　頭にはバレッタの形をしたオーグメントを装着している。

　明日を本番に控え、これから行おうとしているのは試演だ。

　オーグメントを使った人前での演奏に慣れることに加えて、本番に向けてファンを作っておくことが目的だ。こうした試演は普通は貸しホールなどで行われるとのことだが、コンテストへの参加を決めたのが直前だったためどこも空いていなかった。そもそもアリアが無名であるため、貸しホールで開催しても客の入りは望めなかっただろう。だから人通りがあり、かつオーグメントの演出の映える薄暮時の広場を選んで試演をすることにしたのだ。

「さ、歌っておいで」

「は、はい」

　緊張に汗を滲にじませつつ、アリアは広場の通路の端に立った。

　そして小さくオーグメントの起動コードを唱える。

「……歌の始まりアインザツツ」

　バレッタが淡く光る。その様子に気付いたのだろう、数人の通行人が歩を緩めた。

　アリアは慌てて礼をして、それから何度か深呼吸をした。

　頭の中に課題曲の前奏をイメージする。

　そのイメージに呼応して、ピアノとストリングスの美しい音が響き始める。

　同時に、アリアの周囲に幾何学模様の青白い光が現出する。

　アリアの様子を見守っていた通行人たちが驚いたようにざわめいた。

「オーグメントだ」「ストリートライブなんて珍しい」「コンテストの参加者かしら」

　アリアの奏かなでる音楽と光につられて徐々に人が集まってくる。

　試演の場所としてホールでなく野外を選んだのは正解だったらしい。

　アリアはタイミングを見計らい、最初のフレーズをピアニッシモで歌い出した。

　丁寧に、慎重に歌う。

　音程もリズムも、そして振り付けすら、一分の狂いもないように。

　オーグメントと完全に同シン期クロするように。

　カッツェに言わせればアリアの基本的な歌唱技術はシャノンと比べても遜色なく、あとは如い何かにオーグメントを使いこなすかという一点が勝負所らしい。

「上う手まいなあ」「ほんと、すごいわね。初めて見る歌手だけど、綺き麗れいな歌声。お手本みたい」

　アリアの歌はさらに多くの人を呼び込んだ。

　何十もの人々が足を止め、あるいは寛くつろいでいたベンチを離れて近寄ってきて、人だかりはますます大きくなっていく。

　アリアもそんな周囲の変化に気付いてはいた。

　しかし、自分の歌に集中することが精一杯で、たくさんの人が集まってきてくれることに感謝や興奮を感じる余裕はなかった。

　オーグメントの設定は、制限をかけつつも最大限の性能が発揮できるよう、この一週間で極限まで研ぎ澄まされている。アリアが精緻にイメージを描き、正確に歌い踊れば最大限応えてくれる。逆に言えば理想から外れた瞬間に、演奏は精彩を欠き、凡庸なものへと転落してしまう。それはまさしく綱渡りといって差し支えない行為だった。

　広場にアリアの美しい歌声が響く。

　ホールでの演奏を想定した設定だから、少し音響が弱いかもしれない。

　フラクタルを描く光も、薄暮時だからもう少し強くてもよかったかもしれない。

　だが、それでも不十分ということはない。

　大勢の人がアリアの歌声に気持ちよさそうに耳を澄ませている。

　皆が、オーグメントの発する幻想的な光に目を輝かせている。

　十分に人々の心を捕らえている。

（大丈夫。たくさん練習してきたんだから。このまま最後まで精確に歌いきるんだ）

　それだけに専念したアリアの歌唱は精緻の極みに達する。

　それだけがシャノンを超える方法だと信じて、アリアは歌う。

　しかし、振り付けに合わせて視線を動かしたとき、アリアは信じられないものを見た。

　観客のずっと後方、セントラルホールの外壁に突き出した二階バルコニー。

　そこに一人の女性の姿があったのだ。

　アリアは必死に歌唱を続けながら、その姿を見て目を瞠みはった。

　遠目ではっきりとはしないが間違いない。

　歌姫のシャノンだ。

　彼女はバルコニーに立ち、こちらを見ている。

　いったい何を──

　アリアがそんな疑問を抱いたとき、薄暗い広場がぱっと華やいだ。

　オレンジの光点が生み出され、花吹雪のように広場を舞って薄暮の紫紺を美しく彩いろどる。

　そして同時に、恐ろしく美しい歌声が響き渡った。

　アリアの主旋律に寄り添うような、美しい副旋律が空間を柔らかく満たしていく。

　歌姫シャノンが、歌っていた。

　どうして、などと疑問を抱くより前に一瞬で背筋が凍った。

（なんて演奏……）

　音量だけからしてみればアリアの主旋律を邪魔しない程度のはず──だというのに、彼女の歌声はアリアの歌を圧倒するかのように力強く、美しい。音量の問題ではない。シャノンの歌声に内包されたエネルギーはグランド・オーグメントの力を借りて、アリアの薄っぺらな歌を押しのけていく。塗りつぶしていく。

「この歌って……」

　観客の一人が呟つぶやき、それを皮切りに一人、また一人とアリアから視線を外し、バルコニーの方を向いてしまう。

　アリアの歌声が霞かすみ、人々の意識から追いやられる。

（だめ……こっちを見て……）

　周囲にいた人々は散り散りになり、アリアに背を向け、力強く伸びやかに歌う歌姫を熱の籠もった視線で眺めていた。魅了の魔法でもかけられたかのように。

　アリアは精一杯に歌うが、それはかえって空回りして演奏も演出も精彩を欠いていく。そんなアリアの歌を気にする者は、しかし誰もいない。

（演奏が、壊れていく……）

　まるで音色が手の隙間からこぼれ落ちていくように、オーグメントの調和が崩れ、アリア自身の歌声も弱々しくなっていく。

　音程は外さない。リズムも維持している。

　けれど、それだけだった。

　あっというまに、歌姫の音楽に吞のみ込こまれていく。

　あとは、何があったのかほとんど覚えていない。

　気付いたら演奏は終わっていた。

　たぶん、最後まで歌いきることはできたのだろう。

　人々の拍手や歓声が聞こえる。

　だが、それが自分に向けられたものでないことくらいは理解できる。

　何しろ自分の方を見ている人などただの一人もいないのだ。

（どうして……）

　そのとき、頰に冷たいものを感じて、アリアは天を仰いだ。

　空にはいつの間にか黒い雲が立ちこめていた。

　大きな雨粒が頰や腕に当たった。

　人々は急な雨から逃げるように広場から去って行き、アリアはその場に取り残された。

　ただ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。何が起きたのか、しばらく理解できなかった。

　最初は上う手まくいっていた。

　大勢の人たちがアリアの歌に興味を持って集まってきて、耳を傾けてくれた。

　何一つ間違えず精確に歌えていた。完璧に。

　だというのに、ほんの一フレーズの副旋律が、全てを奪っていった。

　観客の注目も、アリアの集中力も。

「アリア！」

　カッツェに両肩を摑つかまれて、はっと我に返る。

「引き上げよう。この天気じゃこれ以上は無理だ。工房で最終調整をして明日に備えよう」

　アリアはカッツェの言葉を反はん芻すうし、それから昏くらい目で尋ねた。

「備えるって……何をですか？　もう限界まで調整してきましたよね……？　それでもシャノンさんには全然届かなかった……」

　築き上げてきた自信も手応えも、薄っぺらな紙のように簡単に引き裂かれてしまった。

「それは……突然シャノンが乱入してきて、気持ちが乱れたんだから仕方ないさ」

「……確かに、後半は演奏が乱れました。でも、たとえ完璧に歌いきったとしても結果は変わらなかったと思います」

　乱入の直後にすでに観客の意識は完全に歌姫に向いていた。

　しかも乱入とは言ったものの、あれは決して暴力的なものではなかった。歌姫はアリアとセッションをしようとしていた。彼女の力に自分がついていけなかっただけだ。

　観客の注目を奪われたのは、タイミングのせいでも、知名度や人気の差のせいでもない。

　ただ圧倒的な実力の差がそこにあったからだ。

「……すみません。わたしの力が足りないだけなのに、偉そうなこと言って……でも……」

　副旋律をほんの少し歌っただけで人々の意識を根こそぎ自分に向けさせた彼女に、ここから微調整をしただけで勝てるとは到底思えなかった。

　それはカッツェ自身が誰より強く感じていたことだったのだろう。

　悔しそうに唇を嚙かみ、それから吐き出すように言った。

「力不足は私の方だ。前も言ったようにあんたの歌は最高だよ。私のオーグメントがそれを活いかし切きれてないんだ。見込みも甘すぎた……」

「そんなことありません……。わたしがもっと上う手まく歌えれば……」

　カッツェは首を振り、それから「帰ろう」と呟つぶやいた。

「明日が本番だ。歌手がこんなところで風邪を引いたら大変だからね」

　アリアは微かすかに頷うなずき、カッツェとともにひどく重い足取りで広場を後にした。

　雨脚は一段と激しくなり、遠景が全く望めないほどに霞かすんでいた。




　工房へ戻るカッツェと別れ、アリアは宿へと歩いていた。

　これ以上吸いきれないほどの雨水を吸った服が全身に張り付き、歩きにくかった。

　長い髪も水を含んでひどく重い。

「どうしよう……」

　これまで信じてやってきたことが通じないと思い知らされて、何も分からなくなっていた。ただ一つ分かるのは、すでに明日に本番を控えてどうしようもないということだけだ。カッツェにも、今日はよく身体からだを温めて眠るように言われてしまった。つまり、これ以上は手の打ちようがないということだ。

　このまま本番を迎えれば結果は見えている。歌姫に圧倒されて終わりだ。それどころか他のコンテスタントにすら負けるかもしれない。それではこの島に連れてきてくれた泊はく人との期待を裏切ることになるし、自分の生き方を見み出いだすというアリア自身の目的も果たせない。シャノンをグランド・オーグメントから解放したいというカッツェの願いも潰ついえる。

　自分の力不足のせいで、何もかもが駄目になってしまう。

　ぐるぐると考えが悪い方向へと加速していって、逃げ出したい気持ちになって、もういっそコンテストを辞退してしまおうかとすら考え始めたときだった。

「きゃっ──」

　前にいた人にぶつかって、足下しか見ていなかったアリアは後ろに倒れそうになる。

　しかし、そのぶつかった相手がアリアの手を摑つかんで転倒しそうになるのを助けてくれた。

「あ、す、すみません、前見てなくて。大丈夫でしたか──って」

　アリアが慌てて謝って顔を上げると、そこには大きな傘を差し、呆あきれた表情を浮かべた無ぶ精しよう髭ひげの男──泊はく人とがいた。

「半日見ないうちにずいぶん辛気くさい顔になったな」

　彼の顔を見て、そして普段どおりの失礼な言葉を聞いて──

「あ、や、やだ……」

　少しだけ堪えようとしてみたが、無理だった。

　それまで堪えていたものは、いとも簡単に決壊した。

　ため込んでいたものが、アリアの目から涙となって溢あふれ出でてくる。留とどめようもなくぼろぼろとこぼれていく。

（恥ずかしい……）

　濡ぬれ鼠ねずみみたいに情けない姿で、その上、子供みたいに泣いてしまうなんて。

　さしもの泊はく人とも泣き始めたのは想定外だったようで、ぎょっと顔を引きつらせた。

「おい、どうした」

　少しだけ動揺した様子でアリアに問いかける。

　何でもない、とは言えなかった。

　身体からだが勝手に動いた。

　気付けばアリアは泊はく人とにしがみつき、その胸のあたりに顔を埋めていた。

　とんでもないことをしている──とは思ったが、もう情けない姿は見せてしまったので、どうでもいいかとも思う。しかし、

「気が済むまでオレの胸で泣け」

　などという気き障ざな台詞せりふが聞こえてきて、アリアは一瞬遅れて凄すさまじい違和感を覚えた。

「……え？」

　明らかに泊はく人とが言うような台詞せりふではなかった。

　というより、女性の声だった。しかも聞き覚えがある。

　アリアは慌てて泊はく人とから身体からだを離し、それからきょろきょろと周囲を見回した。

　すると泊はく人との背後から別の人物がひょっこりと現れた。

「ニ、ニーナさん!?」

「やあ、アリア君。いやあ、これはボクはお邪魔だったかなあ」

「こ、こここ、これは、違います！　っていうか、どうしてニーナさんがここに!?」

「まあまあ、それは歩きながら話すからさ、まずは君たちの宿に戻ろうよ。そんなんじゃ風邪を引いちゃうよ」

　ニーナはそんなふうに心配しつつも、堪えきれないといった様子でにやにや笑っていた。

「うぅ……」




　結局、言われるがまま、アリアは二人と一緒に宿に戻った。

　風ふ呂ろに入って身体からだを温め、乾いた服に着替え、髪を乾かし、いつの間にか泊はく人とが一階レストランで調達してきてくれた軽食を食べた頃には気持ちはかなり落ち着いていた。

　部屋で小さな丸テーブルを囲み、三人で向かい合う。

「大前提として、背負い過ぎだな」

　事情を聞いた泊はく人とが最初に言ったのは、そんな言葉だった。

「背負い過ぎ……？」

　アリアが首を傾かしげると、隣で聞いていたニーナが頷うなずいた。

「ボクも同感だねえ。泊はく人と君の期待、自分の目標、それからカッツェとか言う技師の目的。まあ最初の二つはセットみたいなものだから、アリア君の生き方を見み出いだすという目的と、その技師の歌姫の解放って目的かな。とにかく、その二つを達成しようとしてるんだろう？」

　ニーナにはすでにカッツェの目的についても説明してあった。カッツェには申し訳ないが、事後承諾になるだろう。ちなみに、歌姫の真実を知ったニーナは目を輝かせていた。

「そ、それは、そうですけど……」

「それがどっちも駄目になりそうだから、アリア君はパニックになっちゃったのさ」

「パ、パニックですか……？　これまでしてきたことが全然上う手まくいかなくて焦あせったのは確かですけど、駄目になっちゃいそうなのも事実で……」

「少なくとも、一つ目の生き方を見み出いだすって目的はそうでもないんじゃないのかな？　アリア君、優勝したかったのかい？」

「え……？」

　アリアは呆あつ気けに取とられてニーナを見た。

　そして、よくよく言われたことを考えてみる。

　歌というものに自分の生き方を見み出いだそうとして、だからコンテストに向けてできるだけ頑張ろうと考えて──

「違いました……」呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。「優勝したいんじゃなくて、頑張る中で何か見つけられればって思ってたんです。いつの間にかカッツェさんの目的とごちゃまぜになってました……」

「思い込みの強さはアリア君のいいところだとは思うけどねえ……」

　ニーナがそう苦笑すると、聞いていた泊はく人とがやれやれとため息を吐ついた。

「カッツェの目的だって、オレから見れば優勝する必要はない」

「え……？　で、でも、優勝しないとグランド・オーグメントからシャノンさんを解放することができなくて……」

「待てばいい。そのうちいい歌手が現れて、次の歌姫が出る。そうすればシャノンはお役御免だ。それでいいだろう。実際、カッツェはもともと今年の出場は諦めてたんだ」

　その言葉にアリアは目を見開き、思わず立ち上がった。

「そ、そんなのってないよ！　だって、その間ずっとシャノンさんは身体からだを乗っ取られてるんだよ？　もう五年も大切な時間を奪われてるのに、これ以上なんて……。それに、次に歌姫になる人だって、そんなのかわいそうだよ！」

「まあ、そうなるだろうな」

　アリアが訴えかけると、泊はく人とはあっさりと言った。

「え……？」

　アリアが戸惑うと泊はく人とはふうと息を吐つく。

「おまえのお人ひと好よしは知ってる。そう言うだろうと思ってた」

「泊はく人と君とボクはさ、今、整理してるんだよ」とニーナが泊はく人との言葉に続ける。

「整理……ですか？」

「そう、整理。アリア君が何を望んでいて、それを叶かなえるためには何をしなくちゃいけないか。もし失敗したらどうなるのか。漠然とした期待と不安をはっきりさせてるんだ。何かを実行するときは、そうやって整理するといいんだよ。まあ、これは本の受け売りだけどねえ」

　ぐふふ、とニーナは笑う。

「まあでも、そうやって整理するだけでも多少、気分は楽になるだろう？　不安ってのは曖昧なときがいちばん怖いものだからさ」

「は、はい……それは、確かに……」

　言われてみれば、いくらか気が楽になり、冷静になれた気がする。

「でも、状況は変わらないんですよね……」

　このままコンテストに出たところで自分の生き方を見み出いだせる気はしなかったし、シャノンを解放することもできない。アリアとしてはやはり優勝に拘こだわりたいところだった。

「とりあえず、生き方云うん々ぬんの話はいったん忘れろ」

　泊はく人とが考え込むアリアに気楽な調子で──しかしきっぱりと言った。

「えっ……？　わ、忘れろって……いいの……？」

「いいも何も、その目的には明確な達成目標があるわけじゃないだろ。試行錯誤や何かを成し遂げた結果から拾い集めるしかない類のものだ。それが足あし枷かせになってるようじゃ本末転倒だ。それに今おまえは自分の目標と、カッツェの目的と、どっちを大切に思ってるんだ？」

「それは、カッツェさんの目的だけど……」

　せっかくこの島に連れてきてくれた泊はく人とに申し訳ない気分になりながらアリアは答えた。

「おまえはそれでいい。今は歌姫の解放に集中しろ」

　言い方はぶっきらぼうだったが、それはアリアの意志や考えを無条件に肯定する言葉だった。自信を失っていたアリアはそれだけで救われた気持ちになる。まだ気持ちが完全には落ち着いておらず泣いてしまいそうになったが、何とか堪えた。

「わ、分かった。でも……集中しろって言われても、今からじゃ……」

　本番を明日に控えてできることは限られている。

　泊はく人とはしばし思案してから口を開く。

「オーグメントに制限をかけてチューンアップした、と言ってたな。ちょっと歌ってみろ」

「え？」

　突然の泊はく人との指示にアリアは驚いた。

　歌姫に圧倒された演奏をもう一度、というのに気後れしたが、すぐに心を決めて頷うなずく。

「うん、分かった」

　アリアはしまってあったオーグメントを取り出して身に着けた。

　それから部屋の明かりを落としてもらい、歌い始める。

　先ほど広場で歌ったときと同じように丁寧かつ精確に演奏する。

　途中、歌姫に圧倒された嫌な記憶が蘇よみがえりはしたが、演奏の妨げになるほどではない。

　最後のフレーズを歌い終え、アリアはほっと息を吐ついた。

「おお、これがオーグメントか、すごいねえ。綺き麗れいだねえ」

　部屋の明かりを点つけたニーナがその足で近寄ってきて、背伸びしてアリアの頭のオーグメントを覗のぞき込こむ。

「あ、あの……どうでしたか？　歌の方は……」

　アリアが問うと、ニーナは困ったように眉根を寄せた。

「うーん、ボクは音楽には明るくないから、何とも言えないけど。確かに、今聴いた歌は少しアリア君らしくなかったかもしれないね」

「わたしらしくない……ですか？」

「うん、上う手まく言えないんだけど、神しん樹じゆの上で聴いた君の歌には勇気をもらえたんだ。でも、今の歌はそういうのはなかったかな。ただまあ、状況が全然違ったから参考にはならないかもしれないし、的外れなことを言ってるかも知れない。混乱させてしまったらごめんね」

「いえ、ありがとうございます……」

「泊はく人と君はどう思うんだい？」とニーナは泊はく人との方に水を向ける。

　泊はく人とは少し考えてから、アリアの頭に着けられたオーグメントに目を遣やる。

「どうしてオーグメントの制限を強めたんだ？」

「え？　それは、わたしがオーグメントの初心者でイメージのぶれが失敗に繫つながるから……」

「逆だ」

「ぎゃ、逆……？」

「制限を取り払うのが正解だ」

「えっ？　制限を取り払うって……どうして……？」

　アリアは戸惑った。泊はく人ともオーグメントに関してはこんなふうに断言できる知識や経験はないはずだが。

「忘れたのか？　オーグメントは着用者の精神で物理現象を起こす装置だと言っただろう」

　泊はく人との言葉にアリアは「あ」と声を漏らした。そう言えば泊はく人とはそんなことを言っていた。

　そしてこうも言っていた。

「人工的な干渉力……」

「そうだ。おまえは初心者なんかじゃない。今からでも設定を変えた方がいい」

「い、今からっ!?　で、でも、それでもし失敗したら……」

「どうせこのままやっても負けるんだろう。じゃあダメ元でやってみるしかない」

　うっとアリアは言葉に詰まる。

　泊はく人との言っていることは正しい。アリア自身もそれが今することのできる最善手だということを理解していたが、つい怖おじ気けづいてしまったのだ。

　だが、泊はく人とのおかげで覚悟ができた。

「……分かった」

　いつもそうだ、とアリアは思う。

　泊はく人とはいつも冷静で、自分の正しいと思う道に淡々と進んでいく。

　その在り方は羨ましかったし、憧れる。

　ただ、彼のそばに自分の居場所がないように感じられて、少しだけ寂しくもある。

「ありがとう、二人とも」

　泊はく人とやニーナがいなければ、自分はあのまま逃げ出していたかもしれない。

　けれど、今は先ほどまでの絶望的な気持ちが、また前向きになっている。

　もう一度歩き出すための力が湧き上がっている。泊はく人ととニーナのおかげだ。

「じゃあ、これからカッツェさんのところに行ってくるね。急いで調整してもらわないと」

　アリアはそう言って立ち上がる。すっかり夜になってしまったこの時間にオーグメントの再調整を頼むのだから一刻の猶予もない──と、そのときだった。

「あ、それボクもついていっていいかな？」とニーナが粘着質な笑みを浮かべて言ったのだ。

「え……？」予想外のことにアリアはきょとんとした。「いいですけど……あの、何か企たくらんでますか……？」

「企たくらむなんてそんな大それたことはないよ。ボクを何だと思ってるんだい。アリア君には色々お世話になったからね、ちょっとした餞せん別べつをあげようかと思って」

「餞せん別べつ、ですか……？」

　餞せん別べつを渡すのにどうして工房に一緒に行く必要があるのだろうか。

　疑問は消えなかったが、長々と話している時間がもったいない。

　向こうに着いてから聞くことにして、アリアはニーナと工房へと走った。




　　　　◇




　オーグメント・コンテストの当日が訪れた。

　その日、会場であるセントラルホールには朝から大勢の観客が詰めかけていた。コンテストは午前から開始され、途中何度かの休憩を挟んで夕刻まで続くのだ。

　そんな中、アリアとカッツェ、泊はく人との三人はホールのエントランスの片隅で最後の打ち合わせをしていた。

「いいかい。授賞式で歌姫から優勝者にグランド・オーグメントが引き渡される。優勝者はそれをその場で身に着けるのが習わしだから、チャンスは引き渡しの直後しかない。そこで」

　とカッツェはオーグメントの調整器具を入れた鞄かばんを少しだけ開く。そこにはグランド・オーグメントそっくりの銀色の鎖が入っていた。

「このレプリカと入れ替える」

「わたしにグランド・オーグメントが渡された瞬間に泊はく人とさんが照明を落とすんですよね」

「ああ。そうしたら私がレプリカをあんたのところまで持っていくから、そこですり替える。グランド・オーグメントはそのまま私が持って外に出る。泊はく人と、あんたはアリアの歌が終わりに差し掛かったら、照明の操作室まで移動してくれ。中の係員は……」

「適当に何とかする」

　泊はく人とがぶっきらぼうに答えると、カッツェはやや不安そうな表情を浮かべた。

「大丈夫ですよ、泊はく人とさん、そういうの慣れてるので」

　アリアがそう言うと、カッツェはますます複雑そうな表情を浮かべた。

「そうかい……？　まあ、いいけどさ。でも悪いね、アリアの晴れ舞台を途中で退席させて」

「変な気を遣うな。オレはこいつの歌は聴き慣れてるから別に構わない」

「そういうことじゃないんだけど……まあいいか」

　それからしばし細かいことを相談したあと、三人は受付へと向かった。男の係員が対応してくれる。

「コンテスタントですか？　お名前を」

「アリアです」「技師のカッツェだ」

　名簿を見ていた係員は二人の名前を見つけたらしく小さく頷うなずいた。

「お二人は、こちらへ。お連れの方はあちらから関係者席に」

「分かった」泊はく人とが頷うなずく。「じゃあ、またあとでな」

　泊はく人とはそう言ってあっさりと去って行った。それを見て呆あきれたのはカッツェだった。

「あんたのツレ、冷たくない……？　頑張れとか言わないの？　……喧けん嘩かでもしてるの？」

「普段からあんな感じですよ」アリアは苦笑する。「さ、わたしたちも行きましょう」

「あんたも慣れすぎでしょ……」

　係員が二人を案内したのは控え室だった。

　ドアを開けると、すでに数組のコンテスタントたちがいた。

　テーブルがそれぞれの組に用意され、そこでオーグメントの最終調整やメイクなどをしている。技師の中には男性もいるからだろう、奥には着替えるための衝つい立たてが用意されていた。

　中にいたコンテスタントたちは一瞬、アリアとカッツェに視線を向けたがすぐに興味を失って自分たちの作業に戻っていった。

　アリアとカッツェは自分たちに用意された席に荷物を置いた。それからアリアは衝つい立たての後ろで衣装とオーグメントを身に着けて席に戻った。衣装はひらひらとしたドレープの付いた青を基調にしたドレスだ。やや丈が短く恥ずかしさもあったが、他のコンテスタントがドレスアップしているのに一人だけ普段着で出るわけにはいかない。

　そのとき、ドアがノックされる音が響いた。

「一番の方、そろそろ開演ですので、来てもらえますか」

「は、はい！」

　部屋の奥の方に控えていた女の子が裏返った声で返事をして立ち上がった。見ていて気の毒になるほど緊張しており、同じ側の手足が同時に出ている。

　オーグメント技師と思おぼしき女性が、そんな歌手を宥なだめながら一緒にドアを出て行こうとする。彼女はカッツェを見ると、軽く手を挙げて挨拶をした。そして、アリアが身に着けたバレッタ型のオーグメントを見て目を剝むいた。

「カッツェ、あんた、それ……！」

　その反応を見て、カッツェは苦笑した。

「とんでもないよなあ。私もそう思う。でもまあ、楽しみにしててよ。どう転ぶかは分からないけど、面白いものが観みれると思うから」

　二人が去ってから、アリアはカッツェに訊きいた。

「知り合いですか？」

「同門の技師だよ。調整の流儀が近いから、そのバレッタを見て気付いたんだろうね」

「そうだったんですね……。これ、やっぱり、とんでもないんですか……？」

「まあ、とんでもないねえ」カッツェは苦笑した。「それより立ってないで座りなよ。あんたは最後から二番目、歌姫の前なんだから。出番は夕方くらいになるはずだ。疲れちゃうよ」

「え？」アリアは首を傾かしげる。「わたしたちも行きましょうよ」

「……行くって、どこに？」

「今の子の歌を聴きにです」

「普通、自分の歌のイメージを崩さないために、コンテスト中に他の奴やつの歌は聴かないもんだけど……」カッツェはそう言ってからため息を吐ついた。「ま、アリアなら平気か。あんた、見た目によらず心臓に毛が生えてるよね。何となく似てる気がするよ、あんたのツレに」

「え……、あの、それは、何か、ちょっと……不本意です……」

　恐らく、泊はく人とやニーナに相談する前であったら必要以上に緊張していただろうし、こうして他の人の歌を聴くつもりにはなれなかっただろう。しかし、今は違った。少しでも多くの経験を積みたかった。それが自分の力になると確信していたから。

　他のコンテスタントたちの信じられないものを見るような視線を受けつつ、アリアとカッツェはホールへと向かった。




　　　　◇




　時間は経過し、いよいよアリアに順番が回ってくる。

　一つ前の出番の歌手が歌い終わり、舞台袖に戻ってきた。十分に満たない歌唱に全身全霊を使い果たしたようで、オーグメント技師にその身体からだを支えられている。

　アリアはそんな光景を見ながらも、自分のことに集中できていた。

「準備はいいですか？」

　係員に問われて、アリアは頷うなずく。しかし、次の指示を待っても係員は何も言ってこない。

「あの……」

　アリアが声を掛けると、その係員は慌てたように「あ、すみません」と謝った。

「随分、落ち着いていらっしゃるな、と思って。他の方はすごく緊張されてるので……」

「ああ……。えっと、わたしは他の人たちと違って、オーグメントの経験が少ないから自由に思い切ってやって、自分の精一杯を出すしかないと思ってるので……」

　アリアは少し申し訳なくなって苦笑いを浮かべ、後ろに控えているカッツェを見た。

「ごめんなさい。カッツェさんは確実に勝ちたいと思うんですけど……」

「いいよ」とカッツェは手をひらひらさせた。「あんたの選択に乗ることを決めたのは私だし、それがいちばん優勝に近いと思ったからだ。さ、一発かましてきてよ」

「はい、行ってきます」とアリアは笑った。

　係員に誘導され、ステージに上がる。

　眩まばゆい灯あかりがステージの床板を白く照らしていた。

　客席を見ると満席になっている。シャノンによる試演のときは閉じられていた二階席も今は開放されて、一階席同様に満席だ。ホール後方には立ち見の観客もいる。

　皆、疲れているようだった。少しざわついてもいる。

　無理もない。午前中から夕方前のこの時間まで、途中休憩を何度か挟んだとはいえ、ずっと同じ課題曲を聴いているのだから。

　アリアも最初からコンテスタント全員の歌唱を観みていた。どの歌手の歌も素晴らしく、その演出に酔いしれた。ただ、それは同じ歌い手として彼女たちの工夫や特徴に新鮮さを見み出いだすことができたからだろう。

　恐らく観客は少し違う。

　あとは歌姫シャノンの歌を聴ければそれでいい。この時間は休憩だ──そんな観客が多いに違いなかった。

　アリアはステージの中央で立ち止まった。

　彼らに聴いてもらうには、どんなふうに歌うのがいいだろう。

　そんなことを考えているうちに、照明が落ちた。

　ホールに静寂が満ちる。

　ここからは文字どおり、歌手の独壇場だ。

　音楽も、音響も、光も、全てを自分で用意しなくてはいけない。

　それがオーグメントで歌うということだ。

　アリアは一つ深呼吸をして、歌い出した。




　音楽も、光の演出も、何一つ使わずに。




　ただ暗闇に、アリアの歌声だけが響いていく。




　　　　◇




　カッツェは舞台袖に立ち、完全な暗闇の中から聞こえるアリアの歌声を聞いていた。

　オーグメント・コンテストにおいて、それはあまりに異質な光景だった。

　オーケストラもなしに歌い手の意に沿った極上の音楽を鳴らし、さらにその音楽と空間を幻想的に光で彩いろどる──それがオーグメントの醍だい醐ご味みであり、さらにはこのコンテストの趣旨だ。

　だというのにアリアは、オーグメントの機能を何一つ活いかしていない。それどころか、彼女はオーグメントを起動すらしていない。このコンテストにおいてはあるまじき演奏。その上、アリアは課題曲を大幅にアレンジしている。原曲のノリの良さは影を潜め、メロディラインだけは保たれているものの、静かなゆっくりとしたバラード。

　しかし、その混じり気のない、どこまでも透明な歌声は、暗闇の中に深く響いていく。

　音と光の奔流に疲弊した観客たちに、優しく染しみ渡わたっていく。

　まるで彼らを労いたわり、癒やすかのような、柔らかな歌声。

　アリアを繫つなぎだと考えて、歌姫の登場までおざなりに聴いていればいいと思っていた観客たちは、そのアカペラが始まった瞬間に魅了されていた。それが他ならない、自分たちのために歌われた歌だと本能が理解したからだ。

（オーグメントも使わずに、歌い出しだけで会場の空気を一つにしてしまった……）

　カッツェは慄然として、暗闇に立つアリアの影を見つめた。

　暗闇のアカペラ──それは打ち合わせにはなかった演出だ。

　だが、それがこんなにも効果的に機能するなんて。オーグメントの音響効果を使わず、広い満席のホールで静かに歌を響かせるのがどれほど難しいことか。

（これはあの子の、本能だ……）

　背筋に寒気のようなものすら感じる。

（誰かのために歌う、本能だ……）

　カッツェは一瞬たりともステージ上のアリアから目を離すことができなかった。

『カッツェさん、お願いがあって来ました』

　昨日、自分の失敗に打ちひしがれ、工房でやけ酒でも飲もうかとしているところにアリアがやってきたことを思い出す。いやに真剣な表情の彼女に、カッツェは何かが起きる予感を覚えた。一割ほどの恐れと、それを大きく上回る九割の期待に満ちた予感だった。

　何な故ぜなら、自分と同じように打ちひしがれていたはずの彼女の目にはもう、希望の色しかなかったから。

　恐らく、彼女と別れてから一時間ほどしか経たっていなかったはずだ。

　たったそれだけの時間で彼女が立ち直ったことに、カッツェは驚いていた。

　だが、次の言葉を聞いたときの驚きはそれを遥はるかに超えるものだった。

『オーグメントの制限を全部取り払ってください。自由度を最大に』

　絶句した。

　オーグメントの初心者がコンテスト本番の前夜にそんなことをしたらどうなるか──悲惨な結果が脳裏に浮かんだ。

　さすがに断ろうとしたカッツェに対して、アリアはある告白をした。

『わたしは、干渉者です』

　その告白に勇気が必要だったことはカッツェにも分かった。干渉者は怖おそれられるものだ。

　カッツェもまた、その言葉を聞いて完全に平静ではいられなかった。異質なものを見たときのような不安を感じたし、わずかにたじろぎもした。けれど、それだけだった。この一週間でアリアの朗らかでひたむきな性格は知っていたから、すぐに落ち着くことができた。

　しかし分からなかったのは、どうして彼女がそんなことを告白したのかということだった。

『干渉力は、干渉者のイメージで現実に影響を与える力です。わたしは風を操るとき、空気の流れを感じて、鮮明にその光景を思い浮かべます』

　その説明でカッツェにはアリアの言いたいことが分かった。

　演者のイメージで現象を起こす──それはオーグメントと全く同じなのだ。

　だが、それだけの根拠でアリアの頼みを全面的に聞くわけにはいかなかった。

　だから、試しに少しだけオーグメントの制限を緩めた。

　すると、アリアの演奏は明らかによくなった。音の粒が美しく整い、歌に深みが増した。

　今度はかなり制限を緩め、通常の歌手と同じレベルに自由度を上げた。

　すると、アリアの音楽は劇的によくなった。カッツェが設定した記憶のない無数の音色が透明な歌声に美しく調和し、光による演出は格段に迫力を増した。

　その時点で、すでに想像を超える出来だった。しかし、まだ底が知れなかった。

　最後は、あらゆる枷かせを外した。怖い物見たさに手が震えた。




「歌の始まりアインザツツ」




　前奏に相当するアカペラが途切れ、休符が入ったあと、ピアニッシモで囁ささやかれたその言葉は、まるで音楽の一部のように静かにホールに響いた。

　アリアの頭のバレッタが仄ほのかな光を抱く。

（起動コードまで歌と演出の一部にするなんて……）

　ステージ上のアリアを見ていない観客はすでにいなかった。

　すっと、息を吸い込む微かな音がした。

　直後、ステージの中央が稲妻に照らされたように明るく数度輝いた。

　青いドレスのアリアが暗闇の中から照らし出される。

　同時に強烈なフォルティッシモでオーケストラが鳴った。

　静かなアカペラからの急激な展開に会場中が度肝を抜かれた。

　こうなることを予想していたカッツェですら肩を揺らしてしまった。

　原曲のメロディとグルーヴを活いかして仕立てられた交響曲は、何十もの楽器で極彩色に彩いろどられていた。一つ一つの音ははっきりと粒立ち、しかし全体としては調和している。




　それはまるで一つの巨大な森のように迫ってくる。




「何個、楽器鳴らしてるのよ……」

　呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきがカッツェの後ろから聞こえた。そこにはすでに演奏を終えた数組のコンテスタントがいて、信じられないという目でステージ上のアリアを見ている。

（バレッタには千以上の音色を入れてある。さすがに全部は使ってないけど、それでも……）

　カッツェは興奮していた。

　彼女のオーグメントの基本設計は高い自由度で歌手の力を最大限に活いかすものだ。

　千を超える音色数は通常のオーグメントの十倍以上だし、音量や周波数のダイナミックレンジも通常のオーグメントの何倍もの解像度と幅を取ってある。

　光の演出にしてもそうだ。普通はいくつかの演出パターンを組み入れるが、カッツェの基本設定にパターンは存在しない。ゼロから全てをイメージして光を放てるような設計になっているのだ。当然、そのためには使い手は全方位の空間情報を想像しなくてはならない。

　要するに、制限なしでは誰も使いこなすことのできないオーバースペック。

　それがカッツェの基本設計だ。

（もしいるとしたら、設定に合わせて精確に歌う力とは正反対の能力。つまり、無から有を生み出せるほど、豊かで高い解像度の想像力を持つ歌手だけ）

　カッツェ自身、一切の制限なしで使いこなす歌手が現れるとは想定もしていなかった。

　だが、今、アリアのオーグメントに制限はかけていない。

　純粋な、基本設計だけの状態だ。

「こんなに鳴らして、歌えるわけない……」

　再びコンテスタントの一人が呟つぶやいた。だが彼女の言葉は悪口や非難ではない。厚みのある交響曲を鳴らしながら歌唱する──それがどれほど困難なことかコンテスタントなら全員が知っている。僅かな想像のずれで即座の破綻が訪れてしまうのだから。

　しかし、アリアはその危惧をあっさりと超えていく。




　力強く、伸びやかな歌声がホールに響き渡った。




　まるで巨大な森を一陣の風が吹き抜け、朝あさ靄もやを吹き飛ばすかのような鮮烈さ。深く重厚な音色と激しいビートを両立した交響曲に乗って、アリアは力強く歌声を響かせた。

　彼女本来の惚ほれ惚ぼれするようなビブラートが音に深みを出し、オーグメントを使って生み出されたハーモニーがさらに複雑な色味を与えていく。

　これまでのコンテスタントを遙はるかに凌りよう駕がする、唯一無二の歌声。

　ステージには淡い光球が漂い、植物を思わせる美しいフラクタルが立体的に描かれていく。質感すら感じられる羽根が舞い落ちてくる。それはステージを超え、観客席にまで届く。

　何もかも規格外の演奏だった。

「噓うそでしょ……」

　背後で赤いドレスの女がへたり込んだ。

　カッツェはそれを尻目にアリアの歌と演出を見つめた。

　森の蔦つたに束縛された鳥の必死の羽ばたきを歌うパッセージが、全身を粟あわ立だたせる。

　そして、自由な空への熱情が、心臓を揺らす。

（この歌なら、歌姫の演奏に届く……）

　そのとき、気配のようなものを感じて三階のバルコニー席に視線を遣やった。

「シャノン……」

　美しいドレスに身を包んだ歌姫がそこには佇たたずんでいた。

　三階バルコニーが歌姫とその関係者のための専用席であることをカッツェは思い出す。

　シャノンは食い入るようにアリアを見ている。

　そんなシャノンの姿を見てカッツェは彼女の圧倒的なパフォーマンスを思い出す。それからもう一度アリアのステージに目を向けた。

（届く……よな……？）




　　　　◇




　これじゃまだ届かない、届いていない──アリアは歌いながら思った。

　だが、それは歌姫シャノンの歌を超えられるかどうかということではない。

　自分の届けたい歌が、聴いてくれている人たちに届くかどうか。

　アリアが気にしているのは、それだけだった。

　自分の歌が、聴いてくれた人を幸せにできるか。

　歌い始めたときから、頭の中はそれだけになった。

　観客はすでに総立ちだった。

　口々に歓声を上げ、腕を突き上げている。

　これまでのコンテストでは一度たりとも見なかった光景。

　きっと、自分の歌を楽しんでくれているのだろうとアリアは思う。

　そしてその歓声に後押しされてアリアの歌声はさらに力を増す。

　カッツェに無理を言って調整し直してもらった甲か斐いがあったというものだ。

　これだと思う音色をくれる。

　欲しいと思った光を生み出してくれる。

　他のオーグメントを使ったことはないが、カッツェの調整してくれたオーグメントはアリアの全力に応えてくれる。恐らく、彼女が何年もかけて積み上げてきた成果だろう。




　けれど、それだけではない。




　生まれてからずっと干渉力に苦しめられてきた。

　泊はく人とと出会い、彼とともに両親探しの旅に出て、たくさんの経験をした。たくさんの人々に出会った。

　精霊のこじれた恋路を解く手伝いをした。

　監獄から命からがら囚人を救い出した。

　崩壊の時を繰り返す島で、一人の少女を助けた。

　そんな旅の中で自分に向き合うことで、嫌いだった干渉力を制御できるようになった。

　両親の願いを知り、もう一度泊はく人とと旅立つ勇気を得た。

　彼の隣に立ちたいと願い、飛空船を操る術を身に付けた。

　大樹に支配される島から一人の作家を助け出した。

　そして、この島に訪れてたくさんの音楽に出会った。

　楽しいことだけではない。

　辛つらいことも、悔しいことも、胸を引き裂かれそうなくらい悲しいこともあった。

　それでも前を向くことができたのは、それ以上にたくさんの優しい人々との出会いがあったからだ。彼らが生きる希望をくれたからだ。

　その全ての経験が、アリアの歌の源だった。

　大空を巡り、いくつもの経験をして、アリアの抱く世界はどこまでも広く精彩になっていった。干渉者としての想像力の確かさは内なる世界の解像度をどこまでも高めた。

　アリアが旅で得てきた全てが、オーグメントを使う彼女を支えていた。
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　やがて歌が終盤に近づく。

　あと四小節で終わってしまう。

　足りない、とアリアは思った。

　もっと聴いてくれる人たちを楽しませたい。笑顔にしたい。わくわくしてほしい。

　わたしが貰もらってきたものを、返したい。

　だからアリアは静かに終えるだけの残りの音符をかなぐり捨てた。そして──




　転調した。




　客席に驚きよう愕がくの空気が広がる。それは原曲には存在しないパートだった。

　そして、アリアが口にしたのは原曲には存在しない歌詞だ。

　原曲は束縛されて足あ搔がく鳥を描いていた。

　新たな詞が描くのは、解き放たれた鳥が自由な大空を渡る姿だ。

　今まで以上の熱量と集中力でアリアは歌う。

　原曲の歌詞を活いかし、巧みに韻を踏んだその歌詞を。

　ただこの場にいる人たち全員に、この歌を届けるためだけに。




　　　　◇




「アリア君はこうでなくちゃね」

　客席のニーナは、ステージで歌うアリアの姿を見ながら隣に座る泊はく人とに囁ささやきかける。コンテストの会場を訪れたはいいものの席がすでに埋まっており、困り切っていたところ関係者席に行く泊はく人とに出会ったのだった。

「原曲の詞、アリア君には窮屈だと思ったんだよねえ。書いてよかったよ。歌詞を書くのは初めてだったけど、なかなかじゃないか？　そうだろ、泊はく人と君」

　それこそが、ニーナが「餞せん別べつを渡す」と言ってアリアについて工房へ行った理由だった。

　アリアとカッツェがオーグメントの調整を巡って汲きゆう々きゆうとしている横で、ニーナはアリアのための歌詞を書いたのだ。

「歌詞の善よし悪あしはオレには分からない。が、あいつの力を引き出してるのは、あんたの歌詞のようだな」

「だろう？　ぐふふ」

　観客の興奮は転調前よりさらに一段階上がっている。

　アリアの作り出す美しい光の奔流も、透明で力強い歌声も、最高潮だ。

　音楽には詳しくない。せいぜい資料や小説の中で文字として読んだ事があるだけだ。音楽らしい音楽はアリアの歌を聴いたのが初めてだったが、どうやら自分は最初から最上級のものに触れてしまったらしいと、このコンテストを頭から聴いて悟っていた。

　だが、今のアリアの歌はそのさらに上を行っている。全身に響き、心を動かし、驚くほどの多幸感が身体からだの隅々を満たしていく。こんな歌を聴けるのは、人生でこれが最初で最後だと本能が理解していた。

　だから、その先があるとは思っていなかった。

「あ、あれ？　何か、今……」

　空が見えたような気がした。

　いや、空が見えたというよりは、空の中にいるような、そんな感覚。

　気のせいだろうかと思った次の瞬間、ニーナは大空の真っただ中を飛んでいた。

　風すらを感じて、まるで鳥のように。

　浮遊島が迫ってきて、ニーナはその島の生活を、人々を、文化を垣かい間ま見みた。

　そしてそこを飛び去って、また次の浮遊島へ飛んでいく。

　細かいことは何も分からない。けれど、アリアの歌が島で起きる楽しいことも、悲しいことも、全てを一枚の絵画のように心に描き出してくれる。

　それはたぶん、一小節にも満たないほんの僅かな時間だったに違いない。

　ニーナははっと我に返る。

　同じ現象は会場全体に起きていたようで、一瞬、歓声が途切れてアリアの歌と音楽だけが響く状況になった。だが、すぐに観客たちの興奮はさらなる波を呼び──先ほどより、ずっと大きなうねりとなった。

「は、泊はく人と君、今のは……」

「視覚効果を利用した情報伝達……だろうな。あいつの見てきた空だ」

「今のが彼女の旅……！」

　ニーナは目にした光景を決して忘れまいと、すでに手元に開いていたノートに凄すさまじい速度でメモを書き付けた。同時にアリアの演奏も聞き漏らすまいと慌ただしく顔を上下させる。

　その隣で泊はく人とは自分の役目を果たすため、そっと席を離れていく。

　大幅にアレンジされたアリアの楽曲は、今度こそ終結へ向かっていった。




　　　　◇




　光の残ざん滓しが輝く闇の中に、万雷の拍手と歓声が鳴り響く。

　それは会場を揺らし、恐らくは建物の外にまで漏れ出すほどの大音量。

　歌い終えたアリアは、呆ぼう然ぜんとその大歓声の中にいた。

　全身から力が抜けて、その場でぺたんと座り込んでしまう。

　腕も脚も震えてすぐに立てそうにない。

　額は汗に濡ぬれ、酸欠で少し頭がくらくらする。

　興奮が熾おき火びのように身体からだの芯に熱く残っていた。

　そのとき、不意に隣に誰かの気配を感じてアリアは仰ぎ見た。

「え……？」

　闇の中、舞い落ちる微かすかな光の粒子の中に佇たたずむのは歌姫シャノンだった。

　いったい、何が……？

　慌てるというよりも、状況の変化に頭がついていかない。

　歌唱を終えたばかりで熱の冷め切らない頭は、まともな思考をしてくれない。

　直後、照明が点灯してステージが明るくなった。

　歓声を上げ続けていた観客たちは、ステージにシャノンが立っていることに気付いて困惑した。ざわめきが広がっていく。

「何でシャノンが……」「まだ前の演者がステージ降りてないのに……」

　その疑問はアリアの抱くものと同じだった。

　どういうつもりなのだ。

　シャノンがゆっくりと進み出る。

　たったそれだけで観客の注目が当代の歌姫に向いた。

　会場が静まり、彼女の一挙一動を注視する。

「歌うのか？」「出番が待ちきれなくなったとか？」「いや、そういう演出だろ」

　会場の期待が高まっていく。

　シャノンはふわりと笑い、それからすっと息を吸った。

　それだけで観客席が静まりかえる。彼女の美しい歌声を期待して。

　しかし、シャノンの口から発せられたのは歌声ではなく──




「私はアリアさんの勝利を祝おうと思います」




　会場にいた全員が、その言葉に驚きよう愕がくした。

　それはつまり──

「歌姫が、負けを認めた……？」「まだ自分の歌を歌ってないのに……」

　待って、何が起きているの……？

　アリアは何が起きているのか理解できず、ぐるぐるとした頭でシャノンの言葉を聞くことしかできない。

　予定ではこのあとシャノンが歌って、授賞式が開かれて、そこでグランド・オーグメントをすり替えて──。

　そこでようやく、アリアは計画が狂っていることに思い至った。

　シャノンが歌わない。

「アリアさんの歌は圧倒的でした。私の演奏が及ばないほどに。それを認めずこの場で歌うことができるほど、私は恥知らずではありません。それが歌姫の矜きよう持じです。皆様、異議はありますか？」

　授賞式はどうなる？

　すり替えは？

　疑問が浮かんでは消える。考えがまとまらない。

「それでは、拍手をもって新たな歌姫誕生の祝福を」

　宣言と同時に、割れんばかりの拍手が鳴った。

　その拍手の音の中、シャノンがアリアの近くに歩み寄ってきた。

　アリアは座り込んだまま、そんな彼女を見上げ──息を詰めた。

　一瞬で、背筋が凍り付いた。

　照明の落とす影の中、歌姫は凄惨に笑っていた。

　まるで、新しい獲物を見つけたみたいに。

　シャノンは優美な所作で頭に巻き付けた銀色の鎖──グランド・オーグメントを外した。

　鎖の輪がぶつかり、白砂が風で流されるような軽く繊細な音が鳴る。

　きらきらと照明を反射して、それは白銀のように輝く。

　美しいはずの煌きらめきは、突き刺さるように鋭い。

　まずい、と思った。

　視線を舞台袖に走らせるとカッツェが慌てた表情で「逃げろ」と口をぱくぱくさせている。

　そうだ、何とかして逃げなくては。このままでは──

「あ……」

　身体からだを動かそうとして、けれど脚が震えて立てなかった。

　干渉力も、駄目だった。

　アリアはたった今のステージで、体力も精神力も根こそぎ使い果たしていた。

「とても楽しみだわ」

　シャノンが屈かがみ、アリアの耳元で囁ささやく。

　希望を歌っていたアリアの心が絶望で塗り替えられる。

　頭に銀色の鎖が巻かれていく。

　為なす術すべがない。

「や、め……て……」

　後ずさろうと身じろぎしたが、力が入らない。

「た、す……け、て……はくと、さん」

　アリアの懇願の言葉が、途切れ途切れになっていく。

　何もかもが手遅れだった。

　グランド・オーグメントの装着が済み、シャノンが離れていく。

「あ……」

　直後、異物が身体からだ中に入り込んでくるような凄すさまじい違和感に襲われた。

　手足の感覚が消失する。

　視界が回り、目の前が暗くなる。

　音が急速に遠のいていく。

　世界から、切り離されていく。

　次の瞬間、アリアは意識を失ってステージに倒れ伏した。




　　　　◇




　五年にも及ぶ在位を誇る歌姫シャノンが自ら負けを認め、次代の歌姫が誕生した。

　コンテストの翌朝、町はその報しらせで席せつ巻けんされていた。

　アリアの評判はすぐに広がり、皆が歌姫就任の公演を楽しみにしていた。

　ステージ上でアリアが気を失ったことは、全力を尽くした結果であると疑いもなく信じられて、新しい歌姫の誕生を彩いろどる逸話程度にしか語られなかった。

「どうだ」

「……だめだよ。いくら待っても、いくら呼びかけても、目を覚まさない」

　泊はく人とが部屋に入って問うと、落ち着かない様子で部屋を歩き回っていたカッツェが答えた。声は沈痛で、顔も疲労の色を隠せない。

　そこはセントラルホールに設けられた歌姫専用の居室だった。専用住居とは別にコンテストの前後や公演のときなどに滞在する部屋だ。歴代の歌姫を乗っ取り続けてきた初代歌姫の趣味だろう、広い部屋には高級そうなアンティーク家具が置かれ、床には薔ば薇らの意匠の編み込まれた絨じゆう毯たんが敷かれている。広場に面したバルコニーの大きな掃き出し窓から明るい光が差し込み、御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような美しい天蓋付きのベッドを照らしていた。

　純白のシーツの上に、一人の少女──アリアが横たわっていた。

　肌着の上に薄手のブランケットを胸元まで掛けて、穏やかな表情で眠っている。

　その頭には銀色の鎖──グランド・オーグメントが装着されたままだ。

　昨日のコンテストで先代歌姫シャノンから強制的にグランド・オーグメントを継承されて以来、目を覚ましていなかった。

「すまない……。こんなことになるなんて……」

　カッツェは深く頭を下げた。

「あんたが謝る必要はない。想定外の事態だ。タイミングが悪かった」

　泊はく人とは答えつつ、ベッド脇に置かれた椅子に腰掛けてじっとアリアを見つめた。

　穏やかに上下する胸元を除いて、身体からだも顔も微動だにしない。眠っているというより、魂が抜けてしまったかのような状態だ。

　歌姫シャノンが自分の出番を取りやめてグランド・オーグメントを継承することを誰も想定できなかった。

　アリアが力を使い果たして抵抗できなかったことも想定外だった。本来の彼女であれば逃げ出すなり、干渉力で相手を退けるなり、簡単にできたはずだ。

　あるいは、あの場に荒事に慣れた泊はく人とがいれば、強硬手段に訴えてアリアを助けることができただろう。しかし泊はく人とはアリアの歌の後半で退席し、作戦上予定されていた消灯操作をすべく操作室へ向かっていたため、ステージで起きた事態に対応できなかった。

「すみません、私を助けていただくために、こんなことになってしまって……」

　そう言ったのは部屋の隅の椅子に座っていた女性──シャノンだった。

　彼女は昨日、倒れたアリアの搬送の際、カッツェに一緒に連れられてこの部屋に来た。

　これまでの元歌姫たちと同じように、彼女にはグランド・オーグメントに支配されていたという自覚はなかった。この五年間の記憶は持っていて、それがまるで夢のような時間だったと言っていた。だが、グランド・オーグメントによって歪ゆがめられた認識には当然無理がある──カッツェが事情を説明すると思い当たる節があったのだろう、徐々に自分の身に起きたことを理解していった。

「あんたも被害者だ。謝る必要はない」

　その声が驚くほど冷たく張り詰めていることに、泊はく人とは自分のことながら眉を顰ひそめた。

　冷静になりきれていなかった。

　もし責任があるとすれば、想定外を想定できなかった自分だ。

　そんな怒りが泊はく人との裡うちにはあった。

　あの神しん樹じゆの島でアリアを危険に晒さらしたときと同種の、けれどそれを何倍にも濃くした感情。

　似た感情をずっと昔にも感じたような気がするが、それはいつのことだったか。

「でも、どうして目を覚まさないんでしょうか。私のときは、授賞式でグランド・オーグメントを着けてもこんなことにはなりませんでしたけど……」

「こいつは──」

　泊はく人とはじっとアリアを見つめる。

「大きな力を持つ干渉者だ。常人よりずっと強い自意識を持ってる。そうなるように訓練を重ねてきた。そうしないと自分の力に吞のみ込こまれるからだ。グランド・オーグメントの詳しい仕組みは分からないが、少なくとも対象の意識を支配する必要があるはず」

「じゃあ、ひょっとしてアリアは……！」

　俯うつむいていたカッツェがぱっと顔を上げる。

「ああ、恐らく。グランド・オーグメントの支配に抵抗している。それがこの昏こん睡すい状じよう態たいだ」

「よかった……、じゃあ、まだアリアは乗っ取られてないんだ……」

　少し安心したように言うカッツェに泊はく人とは首を振った。

「この状態がいつまで続くか分からない。場合によってはずっと意識が戻らないかもしれないし、もっと悪ければ自我を壊される可能性もある。初代歌姫としては、穏便な乗っ取りに失敗したわけだからな。手段は選ばないだろう」

「そんな……」

　部屋が重苦しい沈黙に満たされる。

「シャノン」

「は、はいっ！」

　泊はく人とが声を掛けるとシャノンはびくりと背筋を伸ばした。

「乗っ取られているときのことで、初代歌姫について覚えていることはないか。うろ覚えでもいい。夢でもいい。今は少しでもヒントが欲しい」

「初代歌姫のこと……ですか……？」

　シャノンは困惑したように視線を伏せ、考え込んだ。

　また部屋に沈黙が落ちる。

　こんなときだけ、島中に溢あふれている音楽が、何一つ聞こえてこない。

　やがて、シャノンがぽつりと呟つぶやいた。

「鎖……」

「鎖？　グランド・オーグメントのことか？」

「あ、いえ、違います」シャノンが慌てて首を振る。「何度も夢を見た気がするんです。その……鎖に繫つながれている夢を……」

「鎖に繫つながれている夢……か。他には？」

「いえ、それだけです……。お役に立てず、すみません……」

「……いや、それだけでも十分だ」

　束縛の象徴たる鎖。

　それがアリアの精神を深い水底に、あるいは茫ぼう漠ばくたる荒野に、縛り付けているのだろうか。

　泊はく人とが思考に耽ふけりそうになったそのとき、シャノンが「あ……」と声を漏らした。

「どうした。何か思い出したか」

「あの……アリアさんにグランド・オーグメントを継承する直前のことで……」

　言いにくそうにシャノンは言葉を続ける。

「助けて、と言っていました。たぶん泊はく人とさんの名前を呼んでいたと思います……」

　そう言ってから、シャノンは泊はく人との顔を見てはっと身を竦すくませた。カッツェも目を瞠みはり、一瞬身体からだを硬直させた。

　直後、外の広場にいた鳥の群れが一斉に空へ飛び立ち、羽音が窓ガラスを振動させる。

　ばたばたと、激しくけたたましく、音が響く。

　けれどシャノンもカッツェも泊はく人とから視線を外すことができなかった。

　そしてその泊はく人とは、ただアリアだけを見つめていた。




　　　　◇




　気付いたとき、アリアは見知らぬ場所にいた。

　そこには至る所に銀の鎖が存在していた。

　白い大地には膨大な数の鎖が無造作に置かれていた。

　灰色の雲から無数の鎖が吊つり下さがっていた。

　始点も終点も知れず、縦横無尽にぴんと張られた鎖もあった。

　その異様な光景に、アリアは息を吞のんだ。

「痛っ……」

　手首に痛みが走る。

　腕が上がったまま自由にならない感覚に、アリアは頭上を仰ぐ。

　愕がく然ぜんと目を見開いた。

　幾本もの鎖で両腕の肘から先がまとめて縛り上げられていた。その鎖は灰色の雲へと吸い込まれている。

「何これ……」

　途端に心の中に恐怖が湧き上がってくる。

　腕を鎖から抜こうと身体からだを捩よじると、鎖が食い込んできてひどい痛みをもたらした。

　それだけではない。

　アリアは自分の脚を見下ろして息を吞のんだ。

　腕と同じように、幾本もの鎖でふくらはぎから下を縛り上げられていた。こちらの鎖はまるで植物のように地面から生えている。

　四肢を完全に拘束され、身動きを取ることができなかった。身を捩よじれば鎖が食い込み、ますますきつく縛り上げられていく。

　アリアは自分の身に何が起きたのかを必死で考えた。

　オーグメント・コンテストで全身全霊を込めて歌った。

　それが終わって、拍手を浴びて。

　何な故ぜか歌姫のシャノンがステージに現れて。

　そのあと、何が起きた？

　脳裏に凄惨な笑みを浮かべた彼女の姿が浮かんだ。

　そして、照明を浴びて輝くグランド・オーグメントも。

「じゃあ……ここは……」

　為なす術すべなくグランド・オーグメントを装着されたことを思い出し、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　まさか、自分はすでに──




「呆あきれた。あなた、まだ起きてたのね？」




　心臓が跳ねる。

　いつの間にか、数歩の距離に女が立っていた。

　見たこともない女だ。

　腰まで届く黒の長い髪、毒々しいほどの赤いルージュ。真紅のロングドレスを身にまとい、匂い立つような色香を放つ、妖よう艶えんな女。

　酷薄に口くちの端はを歪ゆがめ、馬鹿にするようにアリアを見ている。

　女は長身で、鎖に吊つるされて地面から少し浮いているアリアと目線が同じ位置に来る。

　見覚えはない。が、この女が何者かなど可能性は一つしかなかった。

「……あなたが初代の歌姫ですか？」

　アリアの問いかけに、女が「あら」と驚いたように眉を動かす。

「知っていたの？　意外ね。これまでの子たちは私のことは知らなかったけれど」

　初代歌姫は言いつつアリアに近づいてくる。

　文字どおり、目と鼻の先まで。

　初代歌姫が目を見開き、アリアの目を覗のぞき込こんでくる。

　そのとき、頭が締め付けられるように痛んだ。

「う、あっ……！　あっ……、い、いや……」

　ぎぎ、ぎぎ、と頭蓋が軋きしむような感覚。

　アリアの頭に装着されたグランド・オーグメントが、何かをしている。

　逃れようともがくが、いたずらに鎖が食い込むだけ。

「ちょっと読ませてもらっただけよ。もう痛くないでしょう？」

「よ、読む……？」

　荒く息を吐つきつつ、アリアは問うた。初代歌姫の言葉どおり、もう痛みはなかった。目の端に溜たまった涙を拭いたかったが、両手が拘束されていてままならない。

「そう。あなたの記憶を読ませてもらったわ。不便よねえ。こうしていちいち読み取らないといけないんだから。一度に読める量も大したことないし」

　そう言いつつも、初代歌姫は酷薄な笑みを浮かべた。

「でも、事情は分かったわ。なるほどねえ、あなた──いえ、正確には『あなたたち』かしら？　シャノンちゃんを解放しようとしていたのね。そう、あのカッツェって子が私の存在に気付いて技師になったのね。あの子のことは覚えているわ。五年くらい前かしら？　あのときは久しぶりの若い身体からだが嬉うれしくて、少し油断していたのよねえ」

　アリアは愕がく然ぜんと初代歌姫の言葉を聞いていた。

　自分の記憶が読み取られている。

「でもそういうことなら、よかったわ。あなたの歌をコンテストで聴いて、すぐにでも乗り換えることを決めて。ふふふ、残念だったわね。まさか自分が乗っ取られるなんて思ってもいなかったでしょう？」

　アリアが悔しさに視線を逸そらすと、初代歌姫はそっと頰を撫なでてきた。

　その指先が這はうように唇に触れ、首筋を撫なで、髪を梳すき、背中から腰を弄まさぐる──

「や、やめてください……！」

　アリアが顔を赤らめて戸惑いに身を捩よじると、初代歌姫は「初う心ぶねえ」と妖よう艶えんに微ほほ笑えむ。

「嬉うれしいわ。こんなに若くて瑞みず々みずしい身体からだが手に入って。それにあの歌、最高よ。広場で歌っていたときは大したことないと思ったけど、一晩であんなに変わるなんてすごいわ」

「……どうして、こんなことをするんですか」

　恥辱に耐えつつアリアが訊きくと、初代歌姫が一歩離れて不思議そうに首を傾かしげた。

　どうしてそんなことを訊きくのかと言わんばかりの態度だ。

「歌手なら、いつまでも美しい歌を歌いたいものでしょう？　大勢の観客から称賛されたいものでしょう？　そのためには肉体は若い方がいいし、歌は上う手まい方がいい。容姿だって優れているに越したことはない」

　──美しい歌を歌いたい。

　──大勢の観客から称賛されたい。

　アリアは初代歌姫の言葉を聞いて息を吞のんだ。

　たった、それだけ──？

「そんなことのために、大勢の人たちの大切な時間を、人生を、奪ってきたんですか……？」

　自然と声が震えた。

「そんなこと？」初代歌姫がやや不愉快そうに眉を顰ひそめる。「歌手にとって何より大切なことでしょう？」

　アリアはゆっくりと首を振った。

「少なくとも、わたしは違います」

「違う？　じゃあ、あなたはどうして歌うの？」

　心底不思議そうな初代歌姫の表情に、アリアは衝撃を受ける。

　ああ、この人は自分と全然違う。考え方の根底からして異なっている。

「わたしは──」

　たくさんの浮遊島を巡り、大勢の人たちに出会い、彼らの喜びや悲しみに触れた。

　彼らを助け、同時にたくさんのものを貰もらってきた。

　そのことをこの島に来て、コンテストの練習や本番の中で知った。

　だから──




「わたしは、歌でみんなを笑顔に──幸せにしたい。だから歌うんです」




　心の底からそう願っている。そう在りたいと思っている。

　初代歌姫は一瞬、ぽかんとした表情を浮かべてから嘲笑するように口くちの端はを歪ゆがめた。

「くだらないわ。そんなことのために、その素晴らしい才能を浪費するの？」

「あなたの利己的な目的の方が、わたしにはバカげたものに聞こえました」

　きっぱりと言い返す。

　自分の若さと歌を維持するために、他人の人生を食い物にする。

　そんなことが許されるはずがない。

　そもそも、そんなふうにして得た他人からの称賛にどんな意味があるというのか。

「あなた、自分の立場が分かってるの？」

　初代歌姫が不愉快そうに言い、ぐいっとアリアの顎を摑つかんだ。

「あなた、私に乗っ取られてるのよ？」

「……まだですよね。もしそうなら、あなたがわたしにこんなふうに会いに来る必要なんてないはずです」

　その言葉に初代歌姫が忌いま々いましそうに鼻を鳴らす。

「生意気な小娘。それじゃあ、せいぜい耐えてみるといいわ」

　彼女が言い終えると同時に、腕と脚に激痛が走る。

「ああっ……！」

　あまりの痛みに息が詰まる。

　アリアを拘束していた鎖が蠢うごめいていた。

　四肢を強く締め付けながら、這はうようにして胴体に向かって移動してきている。

　前腕から二の腕へ。ふくらはぎから太ももへ。

　ゆっくりと、しかし肉に食い込みながら、確実に。

　蛇が獲物を仕留めるときのように、幾本もの鎖が容赦なく締め付けてくる。

　手足がうっ血し、骨が軋きしむ。

　凄惨な笑みでこちらを見る初代歌姫を睨にらみ付つけ、アリアは必死でその痛みに耐えた。

　しかしそれは余りに苛烈で、アリアの意識は朦もう朧ろうとしていく。

　ただ苦く悶もんの声が、虚像の空間に響いた。




　どれほどの時間が経たっただろうか。

　精神世界での時間感覚は曖昧で、数分のようにも、数時間のようにも感じられた。

　アリアは必死に意識を繫つなぎ留とめていた。これを手放したら終わりだという直感があった。

「そろそろ諦めたらどうかしら？」

　銀の鎖でできた椅子に腰掛けて、初代歌姫が呆あきれたように告げる。

「その鎖に捕まってこんなに長く意識を保っていたのはあなたが初めてよ。でも、強がるのもいい加減にしないと、支配が解けても回復できない心の傷ができるわよ。場合によっては正気を失うことだってあるわ」

「……わ、たしは……諦め、ません……」

　苦痛に耐えながら、アリアはやっとのことで答えた。

　鎖はすでに首から上を除いた全身に巻き付いていた。

　肘や肩、膝や脚の付け根などあらゆる関節に鎖が食い込み、全身がばらばらに引き裂かれそうな痛みが走る。

　一方で鎖は胸や腹にも巻き付いており、肋ろつ骨こつを締め上げ、呼吸に膨らもうとする肺を力尽くに押さえつけ、アリアの細い身体からだを食い破ろうとするかのようにぎりぎりと蠢うごめいている。

　痛かった。苦しかった。恐ろしかった。

　けれど、それでもアリアは諦めなかった。

　初代歌姫が自分の髪をもてあそびながら、気だるげに息を吐く。

「強情ねえ。もういいわ。このまま引き裂いてあげる」

「引き…裂く……？」

　そうよ、と初代歌姫は頰を紅潮させ、うっとりと呟つぶやいた。

「あなたの心を殺してしまえば、あなたの身体からだは私のものになる。本当はただ眠ってもらった方が都合がいいのだけれど。殺したら記憶を引き出せなくなるし、将来、別の子に移ったときに、他人からはあなたが突然正気を失ったように見えてしまうからちょっと気になるのよね。でも、あなたみたいに可か愛わいい子をずたずたに壊すのも考えてみたらすごく魅力的よね」

　猟奇的な言葉にアリアは身体からだの芯が凍るほどの恐怖を覚える。

　溢あふれ出でそうになる涙を堪えながら、ただ初代歌姫を睨にらむことしかできない。

「永遠に、おやすみなさい」

　初代歌姫の囁ささやくような声が耳を打った瞬間、鎖に束縛された身体からだの感覚すらも消え、浮遊感に襲われた。

　そして同時に──




「こいつは返してもらおう」




　そんな聞き慣れた声が聞こえた。

「え……？」

　気付けばアリアの身体からだは鎖の拘束から解放されていた。たった今感じた浮遊感は、吊つるされていた身体からだが落ちるときのものだったのだ。

　そして今、アリアは仰向けに抱かれていた。

　見上げる視線の先にあるのは、いつもどおり無ぶ精しよう髭ひげを生やし、寝癖のついた頭をそのままにした──けれど普段よりもずっと真剣な表情をした、泊はく人とだった。

「泊はく人とさん……！」

「よくやった」

　泊はく人とはちらりとアリアに視線を向けてすぐにまた初代歌姫に戻したが、それでもたったそれだけの言葉で全てが報われた気がした。

　コンテストで優勝したことも、初代歌姫の責め苦に耐え続けたことも。

　温かな安あん堵どが心を満たしていく。

「あなた……どうやってここに来たの？」

　初代歌姫が椅子から立ち上がる。

　怒りに目を見開き、頰を紅潮させている。しかし同時に警戒し、困惑もしていた。

「それに何をしたの？　どうやってその子の拘束を解いたの？　この子と違って干渉力もないただの人間でしょう？　こんなことできるはずないわ……」

　初代歌姫の疑問は、アリアのものでもあった。

　泊はく人とはどんな手段でこの精神世界を訪れ、どうやってアリアを縛り付けていた鎖を解いたのだろう。

「いえ、やっぱりいいわ」

　初代歌姫は首を振り、泊はく人とを睨にらみ付つける。

「何をしたかなんてどうだっていい。私の空間に土足で踏み込んだこと、それだけで万死に値するわ。消えなさい」

　直後、無数の鎖が泊はく人ととアリアの周囲を取り囲む。

　じゃらじゃらと音を立て、急速に迫ってくる。もはや初代歌姫の姿が見えないほどに、その密度は高い。光が遮られて暗闇が押し迫ってくる。

「そんな……」

　こんなもの、どうやっても逃げられない。

　アリアが絶望に押しつぶされそうになったときだった。

「この程度か」

　ぽつりと泊はく人とが呟つぶやく。

　同時に周囲から迫っていた鎖が消えた。

　否──正確には、壊れた。

　銀の鎖はばらばらになり、潰されたような断面を晒さらして無残に地面に散らばっていた。

「……は？」

　初代歌姫が呆ぼう然ぜんと壊れた鎖を見る。

「あなた、何をしたの？」

　初代歌姫の口調から余裕が失われる。

　明白な怒気をまとっているが、それは混乱を押し隠すためのものに見えた。

「見れば分かるだろう。壊しただけだ」

「ふざけないで！」

　もう一度、今度は頭上から膨大な鎖が落ちてくる。

　凄すさまじい速度、恐ろしいほどの質量。

　アリアはその光景に思わず小さく悲鳴を上げた。

「挽ひき潰つぶせないなら、押し潰せばいいわ！」

　初代歌姫がそう叫んだ直後だった。
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　鎖の塊が、粉ふん塵じんと化した。

「な……！」

　銀の粉が漂い、周囲に灰のようにゆっくりと積もっていく。

　泊はく人とがゆっくりと歩き始める。その歩みの先には初代歌姫がいたが、彼女は怒りと恐怖の入り交じった表情で泊はく人とを見ていた。

　アリアは泊はく人との纏まとう雰囲気が普段とは異なることに気付いた。

　いつもは冷静で、言ってしまえば相手に対して無関心ですらある泊はく人とが、今は敵意をその表情に宿している。それは常日頃から隣にいるアリアだからこそ気付ける程度ではあったが。

「は、泊はく人とさん……」アリアは小声で泊はく人とに呼びかける。「わたし、自分で立てるから」

　何が起きているのかは理解できていない。が、泊はく人とが何かを仕掛けているのは明らかだ。このままでは彼の邪魔になりかねない──そう思って下りようと提案したわけだが。

「オレから離れるな」

　力強く抱かれた上に耳元で低く囁ささやかれて、アリアは「はい」と頷うなずくことしかできなかった。

　たぶん、そうした方が守りやすいとか、そういう実務的な理由なのだろうが、それでも心臓が早鐘を打った。耳が熱い。

　そんなアリアの様子には気付かず、泊はく人とは初代歌姫を睨にらみ、ゆっくりと歩み寄っていく。

「おまえは前提から間違えている」

「……前提？」

　初代歌姫は気け圧おされたようにじりじりと後ずさっていく。

　だが彼女のプライドが逃げるという行為を躊躇ためらわせているのだろう、泊はく人とが近づく速度の方が速く、両者の距離は徐々に縮まっていく。

「オレが干渉力を持たないと言ったな？」

　その問いかけに初代歌姫の表情が歪ゆがむ。

　すぐそばで聞いていたアリアも驚きに目を瞠みはった。

　まさか、鎖を破壊するこの現象は──

「言ったわよ！　だって、そうでしょう。その子の記憶にはそうあったんだから！」

　初代歌姫が後ずさり、足を引っかけて後ろに転んだ。そこには先ほどまで座っていた鎖でできた椅子があり、彼女は意図せずその上に座り込んだ。

「オレが失っているのは、外界に作用する力だ。精神だけに限って言えば十全。要するに、」

　泊はく人とが言葉を切ったほんの一瞬で、初代歌姫の座る椅子が崩壊した。

　彼女はそのまま無様に後ろに倒れ、崩れた鎖の上に腰を落とした。その顔が恐きよう慌こうに満ちる。

　全ての鎖が鋏はさみで切断されたように壊れていた。

「この世界でなら、いくらでも揮ふるえる」




　　　　◇




　軽い頭痛とともに意識が覚醒していく。

「ん……」

　ゆっくりと目を開くと、薔ば薇らの意匠が彫り込まれた豪ごう奢しやな天蓋が見えた。

　ベッドには眩まぶしい光が差し込んでいる。陽ひの角度からして朝だろうか。

　鳥の囀さえずる声と、それから町に溢あふれる音楽が部屋に流れ込んでくる。

　そんな穏やかな雰囲気を台無しにするいびきが聞こえた。アリアはそちらに目を遣やって、即座にブランケットに隠れるように顔を半ばほど埋めた。

　泊はく人とが眠っていた。

　アリアの装着したグランド・オーグメントの一端が彼の頭に括くくり付つけられている。

（う、うわああああああああああ……）

　泊はく人とと同どう衾きんしているという状況にアリアは赤面した。

　だがすぐに先ほどの出来事を思い出して、少し冷静になる。

　初代歌姫に支配されそうになって、そこに泊はく人とが現れて、そして、

（あれが泊はく人とさんの干渉力──）

　あの圧倒的な力で初代歌姫の亡霊を消滅させてしまった。

「あ、あの、泊はく人とさん……」

　泊はく人とを起こそうとしたアリアだったが、思い直す。

　しばし、その横顔を見つめた。

　眺めているだけで、温かいものが心を満たしていく。

　それはアリアの胸をいっぱいにして、それでもまだこぼれそうなほどに湧き上がってくる。

　気付いてしまうと、もう留とどめようがなかった。

　初めて抱くその感情を意識して、小さく息を吐つく。

（今なら、寝ね惚ぼけたって言い訳できるよね……）

　ずるいと自覚しつつ、アリアは身体からだを横に向けて泊はく人とに近づいた。

　彼の胸の辺りに顔を埋める。

　先ほどまであちらの世界で感じていた温ぬくもりが伝わってくる。

　心臓が高鳴る。けれどとても心ここ地ち好よい。このまま眠ってしまおうか、などと思ったとき、

「あー、えっと……アリア？　お楽しみのところ悪いんだけどさ……」

「カ、カッツェさん!?」

　アリアは飛び起きた。見ればベッド脇に呆あきれた表情のカッツェがいた。

「こ、これは違うんです。そう、ちょっと寝ね惚ぼけてですねっ！　断じて楽しんでないです！」

「あー、分かった分かった」

「絶対に信じてない！」

「乗っ取られてないか心配だったけど、おかげですぐ分かったし」

「そんなことで見分けないでください！」

「それよりも、さ」カッツェはアリアの身体からだをそっと抱き寄せる。「戻ってこれたんだね。本当によかった」

　涙声で囁ささやかれて、アリアは驚いた。

「カ、カッツェさん？　えっと……わたしが寝ている間、何があったんでしょうか」

「ああ、そうか、そうだよね。倒れたあんたが全然目を覚まさなくて、それで泊はく人とが自分をグランド・オーグメントに繫つなぐように言ったんだ。アリアを助けに行くからって。それで私はグランド・オーグメントにエントリー・ポイントを増設して泊はく人とを繫つないだ。でもそれから何時間も眠ってて、もう目覚めないんじゃないかって心配してたんだ。ごめんよ、私に付き合ってもらったせいで危ない目に遭わせて……」

「そうだったんですね……」

　それで泊はく人とがあの精神世界に来ることができたのか。

　ベッドの横に一人の女性が歩み寄ってくる。アリアはその女性を見て思わず声を上げそうになった。だが、すぐにそうする必要はないのだと気付く。

　シャノンだ。憑つき物ものの落ちたかのように穏やかな表情でアリアを見ていた。

「私も」とシャノンが口を開く。「ありがとうございました。アリアさんのおかげで、こうしてグランド・オーグメントから解放されました」

　深々と礼をされて、アリアはゆっくり首を振った。

「二人とも、気にしないでください。元はといえば、わたしがコンテストに出たかったんですから。それに、結局わたしもこうして助けられちゃいましたし。だから、お互い様です」

　アリアがそう言うと、カッツェとシャノンは顔を見合わせて苦笑した。

「でも、やっぱり私はあんたに礼を言いたいんだ」カッツェはそう言って微ほほ笑えむ。「シャノンを助けてくれたこともそうだし、それに自分でも思ってもなかったものをもらったから」

「思ってもなかったもの、ですか……？」

　そう言うからには、シャノンの解放やコンテストでの優勝以外の何かだろうが、アリアに思い当たるものはない。

「ああ。言ったよね、私がオーグメント技師になった理由」

　アリアはちらりとシャノンを見てから頷うなずいた。シャノンを助けるために技師を目指したが、それは同時に歌手としての才能のなさからの逃げだったのではないかと彼女は悩んでいた。

「アリアが私の調整したオーグメントを使って圧倒的な演奏をしてくれてさ、きっかけがどうだ、才能がどうだなんて全部どうだってよくなっちまった。私が積み上げたものが今ここにあるんだ、これからもそれを続けていくんだって、そう思えたんだ。だから、ありがとう」

　カッツェはそう言ってにこやかに笑った。

　それは彼女と出会ってから初めて見た満面の笑みで、アリアも嬉うれしくなって頰が緩んだ。

　それから泊はく人とが目覚めるのを待って、四人でテーブルを囲む。

　アリアが精神世界で起きたことを説明する間、カッツェとシャノンは神妙な表情をしていた。二人が気に病むといけないので、アリアがされたことなど詳しくは話していないが。

　初代歌姫の亡霊がいなくなったことを聞いて、カッツェもシャノンも安あん堵どしたようだった。

「これでもう、誰かが乗っ取られるなんてことはなくなるね」それからカッツェは思い出したように言葉を続ける。「そういえば、アリアのことだけどコンテストの疲労と緊張で倒れて療養中ってことにしてあるよ。でも、そろそろ二日経たつからね、一度姿を見せた方がいいかも。歩けそう？」

「はい、それは大丈夫です」

「それならよかった。それから病み上がりで悪いけど、記念公演もあるんだ。大丈夫かな」

「記念公演……ですか？」

「ああ、アリアはもう歌姫だからね。その就任を記念した公演だ。演目はこの前の課題曲と同じでいいんだけど」

「それなら大丈夫です」

　そうか、自分は歌姫なのか、とアリアは実感の湧かない頭で考える。

「それから、今後のことなんだけど」とカッツェが身を乗り出してくる。

「今後のこと……ですか？」

「ああ。記念公演の先のこと。あんたは歌姫だ。だから、あんたが望むならこの島で活動するための資金も拠点も用意してもらえるよ」

　どうする、とカッツェに訊きかれて、アリアは呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　歌姫になるということは、そういうことなのか。

　自分の力が認められ、活躍の場が与えられる。

　それはとても嬉うれしいことで、何より、自分の生き方を見み出いだすというアリアの目的の終着点のような気すらした。

　ただ、戸惑いの方が大きかった。コンテストに参加して、その結果、そんな選択肢が与えられるとは思ってもいなかったから。そして、その選択を選ぶということは──

　そんなアリアの思いを見抜いたかのように、カッツェが口を開く。

「私はあんたと仕事がしたいな。技師としてさ」

「え？　あ、あの、シャノンさんは……」

「もちろん、シャノンも私の担当だよ」

　カッツェがシャノンを見ると、彼女は嬉うれしそうに笑った。

「カッツェが技師になったことを聞いたときは驚いたんですけど、一緒に歌の仕事ができるのは嬉うれしいんです。それに、私、アリアさんと共演してみたいです。グランド・オーグメントに支配されてはいましたけど、アリアさんの歌はよく覚えてます。すごかったです！」

　そう言われてアリアも悪い気はしない。

　初代歌姫に支配されていないシャノンの歌を聴いてみたかったし、一緒に歌うというのは魅力的だ。

「とにかく、考えてみてよ。記念公演は一日おきに一週間くらい続くんだ。それが終わってからでいいからさ」

　カッツェの提案にアリアは視線を動かした。その先には泊はく人とがいる。

　彼の言葉が聞きたかった。

　何な故ぜならカッツェの提案を受けるということは、アリアがこの島で暮らすということを意味するのだ。そしてそのとき、泊はく人とが一緒にいてくれるということはないだろう。彼には彼の目的があるのだから。

　それまで黙っていた泊はく人とはアリアの視線を受け、どこか硬い表情で小さく頷うなずいた。

「よく考えてみろ。またとない機会だろう。そのくらいだったら待てる」

　その言葉に、アリアの心が揺れた。

　二人の視線が交錯したまま、数秒間が過ぎる。

　やがてアリアはカッツェに視線を戻し、小さく頷うなずいた。

「……少し、考えさせてください」
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　飛空船クロート号は発着場から離れ、ゆっくりと浮上していく。

　操そう舵だ室しつから瀟しよう洒しやな赤レンガの街並みが見える。赤といっても、明るいオレンジから濃い朱色まで様々な赤がモザイクをなしている。晴れた青い空に、その赤はとてもよく映えていた。

　泊はく人とは少しずつ小さくなっていく町の景色を見ながら、タバコに火を点つけた。美しい笛の音色が、どこからか風に乗って届く。途切れ途切れのそのメロディは儚はかなく切ないものだった。

「そろそろ時間か」

　この日は記念公演の最終日だった。

　今頃、アリアはステージに上がっているだろう。

　こうして泊はく人とが旅立とうとしていることを知らずに。

　そう──泊はく人とは記念公演が終わるまで待つという約束を守らなかったのだ。

　それは泊はく人とにとっても熟慮の結果だった。

　以前、彼女の両親の足跡を追って辿たどり着ついた島で別れようとしたときとは状況が違う。

　あのとき、彼女はまだ過去からの軛くびきをようやく断ち切ったばかりで、まだ独りで歩くにはほんの少し不安があった。だが、今は明確に自分の力を活いかす方法を知り、そのための場所も得た。彼女のことを必要とする人々までいる。

　さらに、師ヘルメスの手記の解読が進む中、泊はく人との今後の旅は『始まりの島』に漸近していくだろう。そこにアリアを巻き込みたくはなかった。単純に危険だということもあったが、『始まりの島』にまつわる情報が記憶から消えてしまうという事象があって情報共有もままならないことが最大の理由だ。

　そうした諸もろ々もろのことを考え、こうすべきだと泊はく人とは判断したのだった。

　あとで泊はく人とが旅立ったことを知ったら、アリアはどんな反応をするだろう。

　怒るだろうか。泣くだろうか。

　その両方かもしれない。

　彼女のそんな様子を想像して、息を吐ついた。

「また静かになるな」

　泊はく人とがそう呟つぶやいたときだった。

　町に雪が降り始めた。

　しかし、空は晴れ渡り、気温も温かい。天候的に雪が降ることなどあり得ない。

　泊はく人とは目を凝らし、それが光の粒子であることにすぐ気付いた。

　それから遠くから歌声が響いてくるのが聞こえた。

「あいつ……」

　それは伸びやかで力強く、今回の一件でひときわ洗練された、彼女の歌声だった。

　聞こえているのは、コンテストで歌われた課題曲だった。

　記念公演ではいくつかの曲が使われていたが、中でも人気だったのはあの課題曲だ。

　特に独自に追加されたパートが、まるで世界を旅しているような濃密な体験ができると話題を呼んでいる。作詞者が人気作家のニーナであることも、そこに花を添えていた。

　そんな歌が町中を包むように響き渡る。町の人々が足を止め、仕事の手を止め、上空から降る光の雪を眺めてアリアの歌に耳を澄ませていた。

　オーグメントの力を最大限に活いかしていることは間違いないが、恐らく干渉力も併用しているのだろう。そうでなくては、町全体などという広大な範囲に歌声を響かせるのは困難だ。アリアの大気を操る干渉力は歌と相性がいい。今回の一件で、アリアはその使い方を完全に会え得とくしたのだろう。

「聴き納めだな」

　泊はく人とは飛空船のエンジンを止め、浮揚ガスだけの航行に切り替えた。雑音が消え、アリアの歌声がよく聞こえるようになる。

　そういえば、と泊はく人とは思う。以前、彼女に飛空船の免許を取らせたが、あれにはアリアが将来一人になったときに困らないようにという意図があった。だから合格の可能性の低い銅ブロンズではなく確実に取れる鋼スチールのカリキュラムを勧めたのだ。だが、あれは今となっては無駄な配慮だった。歌手としてこの島に残るなら、飛空船の免許など無用の長物だろう。

　それから数分間にわたって彼女の歌唱に耳を傾けていた泊はく人とは、歌の終わりに差し掛かったところでふと違和感を覚えて立ち上がった。

　窓に歩み寄り、町の中央付近にあるセントラルホールに望遠鏡を向けた。

　そこでは大勢の人々が外に出て、空から降る光を眺め、アリアの歌を聴いていた。

　公演会場であるはずのセントラルホールから、観客が外に出て歌を聴く。

　それはとても奇妙なことだった。

　いや、それよりももっとおかしなことがある。

　徐々に高度を上げる飛空船の中にあって、彼女の歌声は全く音量が変わっていないのだ。

　泊はく人とは身を翻ひるがえして大股で歩いていき、操そう舵だ室しつと居室を繫つなぐドアを開けた。

　居室に誰もいないことを確認すると、今度は甲板へ繫つながる梯はし子ごに歩み寄った。

　迷うことなく梯はし子ごを登り、ハッチを開ける。

　ごうと風が吹き、泊はく人との髪を揺らした。

　一息に甲板に上がり、それからぐるりと周囲を見回した。

　息を吞のんだ。

　甲板のいちばん先端──そこには亜麻色の髪を風になびかせて、町中に歌声を届けるアリアの姿があった。銀色の基盤に七色の浮遊結晶を埋め込んだバレッタが、太陽の光を反射してきらきらと美しく輝いている。ステージ用のドレスは着ておらず、いつもの平服だった。

　泊はく人とは呆ぼう然ぜんと彼女の後ろ姿を見ていることしかできなかった。

　やがてアリアは余韻たっぷりに歌を終え、スカートを摘まんで恭うやうやしく一礼をした。

　それから深く深呼吸をし、ゆっくりと振り返った。

　アリアははにかむような、どこかばつの悪そうな笑顔を浮かべていた。

　ゆっくりと泊はく人とに向かって歩いてくる。

　あと二歩ほどの距離で立ち止まると、してやったりという表情でこう言った。

「泊はく人とさん、何か言うことは？」

「おまえ、そのオーグメント、どうした」

「あ、これはカッツェさんがくれるって。断ったんだけど、旅に連れて行って欲しいって……じゃなくて、他にあるよね!?」

「おまえ、どうしてここにいる」

　そんな泊はく人との言葉にアリアは啞あ然ぜんとした表情を浮かべた。やがて小刻みに震え始める。

「ち、ちがーう！　そうじゃないでしょ、泊はく人とさん！　置いていって悪かったとか、噓うそを吐ついてすまなかったとか、色々あるよね！　先に！」

「今からでも遅くない。この島で降りろ。それがおまえにとっていちばんいい選択だ。ここにはおまえの力を活いかせる仕事がある。それを必要とする人間がいる」

　アリアは違う、と激しく首を振った。

「わたしにとって何がいいかは、泊はく人とさんが決めることじゃないよ！」

　アリアの眉が悲痛に歪ゆがむ。

　お人ひと好よしの彼女が他人の善意を否定するのは辛つらいことだろう。まして彼女にとって、泊はく人とはもはや単なる他人ではない。一年に満たないとはいえ、濃密な時間を過ごしたのだ。

「確かにこの島にいれば、わたしは自分の力を活いかすことができるよ。大好きな歌を仕事にすることができるよ。それを望んでくれる人もいるし、大勢の人が歌を楽しんでくれる」

「それなら──」

「でも！」アリアは泊はく人との言葉を遮る。「わたしはもっとたくさんの人に歌を届けたい！　わたしが色々な島で経験した出来事や感じた想いを込めた歌を、もっとたくさんの人に！　それでみんなを笑顔に、幸せにしたい。だからこの島に留まってちゃ駄目なの」

　アリアの切なる願いに、泊はく人とは黙して耳を傾けた。

　彼女らしい願い、彼女らしい目標だと泊はく人とは感じた。

　この島に残れば彼女の人生は安泰だろう。だが彼女はそれをよしとしない。

　もっと大勢の人々の幸せを、アリアは望むのだ。

　だから「それに」とアリアがやや躊躇ためらいがちに続けた言葉に、泊はく人とは意表を突かれた。

「わたしが他の誰より歌を届けたいのは、泊はく人とさん……だから」

　消え入るような声で言ってから、アリアは耳まで真っ赤にして俯うつむいた。

　その言葉の意味を泊はく人とは反はん芻すうした。

　最初は彼女がそんなことを言った理由が分からなかった。

　彼女の目標が大勢の人に歌を届けて幸せにすることなのだとしたら、そこに自分が含まれていたとしても不思議はない。だが、他の誰よりというのは何な故ぜだろう。

　顔を赤くするアリアを泊はく人とはじっと見つめた。

　彼女の想おもいを酌くみ取とろうとする。

　やがて、そういうことかと納得して、泊はく人とは深々とため息を吐ついた。

「おまえの言いたいことは分かった。それについては、おまえの考えを尊重しよう」

「わ、分かったの!?　尊重って……!?」

「確かに、おまえの身の振り方を考えるのはオレじゃない。もっと大勢に歌を届けるために一ヶ所に留まるわけにいかないことも分かる。それに、オレに歌を聴かせたいってのは」

「う、うん」

　アリアが何かを期待するように泊はく人とを見つめる。

「オーグメントの練習のためにはいい案かもしれん」

「……え？　練習……？」

　アリアの表情がぽかんとしたものに変わる。

「ああ。オーグメントは干渉力と似た原理で動作してるようだしな。干渉力を指導してきたオレに聴かせるってのは理に適かなってる」

　飛空船の甲板に沈黙が流れる。

　やがてアリアはひどく疲れたように引きつった笑みを浮かべ「あー、うん、そうだね、ははは」などと気のない返事をした。

　泊はく人とは改めてアリアを見つめる。

「だが、オレがおまえを置いていこうとしたのはそういうことだけが理由じゃない」

　アリアの考えは尊重すべきだ。しかし、それだけでは泊はく人との選択を変えられない。

「それって……、泊はく人とさんの旅の目的が関係してること？」

　泊はく人とは「そうだ」と肯定した。

　どう説得すべきか思案する。

　危険だから付いてくるなと言ったところで、アリアが素直に従うとは思えない。だが『おまえは大切な情報を記憶できないから旅に支障が出る』と伝えたとしても、アリアはそのこと自体を忘れてしまうだろう。過去に別の者に『忘れてしまう情報が存在する』ことを伝えたところ、そのこと自体を忘れてしまったことがあるのだ。

　だから泊はく人とは『情報の消去』に抵触しない、ぎりぎりの線を考えながら、アリアに諦めさせるための説明をした。

「あの手記のおかげで少しは『始まりの島』に近づけそうだ。だが、あそこに書かれていた情報によると『始まりの島』に到達するには資格が必要だ。その資格が具体的に何なのか伝えることはできない。だが、おまえはその資格を満たしていない。だから連れて行けない」

　そこまで言って、泊はく人とは言葉に詰まる。

　自分自身のことながら少し意外だった。

　その一言を告げるのがひどく気が進まない──そのことを自覚してしまった。

　だが、告げなくてはならない。息を吐つき覚悟を決めた。

「足手まといだ」

　アリアは目を瞠みはった。

　面と向かって足手まといと言われたことがショックだったのだろう。だが、そのくらい強い言葉をぶつけなければ、彼女は諦めないだろう。彼女を傷つけてでも、泊はく人とは諦めさせたかった。そうしなくてはならないと思っていた。

「そういうことだ。分かったなら──」

　泊はく人との告げようとした最さい後ご通つう牒ちようは、しかしアリアによって遮られた。

「その資格を満たしていれば、付いていってもいいってことだよね」

　一瞬、何を言われたか分からなかった。

　彼女の言ったことを頭の中で繰り返し、しかしそれでも理解できない。

　泊はく人とは胡う乱ろんな目でアリアを見た。

　資格を満たしていれば、だと？

　こいつ、何を言おうとしている。

　そんな前提はあり得ない。そんな仮定は成立し得ないのだ。

　だというのに、ひどく心がざわついた。

　泊はく人との滅多にない混乱を知ってか知らでか、アリアがゆっくりと口を開く。




「『この世界は消えようとしている』──だよね？」




　泊はく人とのあらゆる想定を超えた、アリアの言葉。

　久しく味わったことのない驚きと混乱に、泊はく人とは言葉を失った。

　口の中が乾き、疑問が頭の中を駆け巡る。

　どうして知っている。

「バッカスさんと、話してたでしょ」

　泊はく人とは息を吞のむ。アリアの飛空船免許を取るために訪れた島での出来事だ。

　まさか、聞かれていたのか。

　いや、違う。そうではない。

　どうして覚えていられる。

「あのとき、バッカスさんは泊はく人とさんに言われたことをすぐ忘れちゃったみたいだけど……わたしは覚えてるよ。理由は分からないけど……。これが泊はく人とさんの言う資格、なんだよね？」

　否定しなくては、と泊はく人とは思った。

　だがそのための言葉が出てこなかった。

　そのとき、真剣な表情のアリアを見て泊はく人とは不意に気付いた。

　もう、否定する理由がなくなってしまったことに。

　理由は分からないが、アリアは『覚えて』いられる。

　だとすれば『始まりの島』を探す旅における意思疎通や情報共有は問題ない。強い干渉力を持つ彼女は、旅の相棒としてこれ以上ない存在だ。旅の効率を考えれば、彼女の同行を断る理由などない。

　だが、それでも思ってしまう。

　彼女の言葉を否定したいと。彼女の同行を拒みたいと。

　それは何な故ぜなのか──

　そう考えたとき、泊はく人とはニーナに言われたことを思いだした。

『君は十年間ものあいだ、一人で旅をしてきた。それはどうしてかな？』

『一人であることに拘こだわっていたといっても、いいかもしれない。それはどうしてだい？』

『ヘルメスという人物は君にとってどういう人だったのかな』

『ヘルメスという人物が亡なくなったことと一人の旅に拘こだわっていたことは、関係あるかな？』

　彼女の問いが、今になって泊はく人との押し殺していた想おもいをこじ開けていく。

　そうか、と泊はく人とは悟る。

「覚悟が足りなかったのは、オレの方か……」




　また、失うことが怖かったのだ。




　失う危険があるなら、そうなる前に安全な場所に置き去りにしてしまいたかったのだ。




　初代歌姫の作り出した精神世界に赴いてアリアを助けたとき、誰より安あん堵どしたのは泊はく人と自身だった。

　彼女を腕に抱いたとき、そこから下りようとする彼女を留とどめ、放すまいと無意識に執着したのは泊はく人とだった。

　それは喪失に対する恐怖の裏返しだ。

　何とも情けない話だと思う。

　だが、そのことに気付いた今、もう決めなくてはいけないだろう。

「……アリア」

「う、うん」

　これは以前の選択とは重みが違う。

　その重みを受け入れ、そして心の裡うちに沈めるように、泊はく人とは深く息を吐ついた。

「付いてこい。今、解読が済んでるところまで説明する」

　泊はく人とはアリアに背を向け、船内に続くハッチへ向かう。

「え？　そ、それって……」

「過去の探索で分かったことも話す。全部、頭に入れておけ。できるか」

　振り返って問う。

　アリアはしばし呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。

　それから、何度も頷うなずいた。

　その表情が少しずつ崩れて、涙混じりの笑顔になっていく。

「泊はく人とさん！」

　アリアが飛び込んでくる。

　泊はく人とは彼女を抱き止め、思い定めた。

　アリアとともに最後の目的地まで至る覚悟を。

　そして、彼女を何に代えても己の手で守り抜く覚悟を。

　もう、後戻りはできない。するつもりもなかった。







エピローグ　─Postlude─







　空は青く晴れ、ところどころに柔らかな綿雲が浮かんでいた。

　温かな陽ひの光が浮遊島の地面に降り注ぐ。

　土は雪ゆき融どけ水みずで湿り、地衣類が繁茂し、草木が芽吹き始めていた。

　辺へん鄙ぴな空域にあるその小さな浮遊島は、一年以上にわたる冬に閉ざされていた。

　だがつい先日、その長い冬が終わり、久方ぶりの春が訪れていた。

　そんな小さな島では今、春の到来を祝う祭りが開かれている。

　色とりどりに染め抜かれた絹の長ちよう衣いを着た村人たちが、広場で太鼓や弦楽器を奏かなでている。年頃の若い女は村の伝統の歌を歌っており、そこへ若い男たちがやってきて意中の女性を踊りに誘う。成功した者は広場の中央で仲睦むつまじく踊り始め、断られた者は仲間の男たちに慰められていた。自分たちの兄や姉が歌い踊る姿に憧れて目を輝かせている子供たちもいた。

　そんな村の様子を広場の片隅から眺める二人の旅人がいる。

　丸太の側面を平らに削っただけの長椅子に腰掛けて、それぞれの手には甘い果実酒の入った木のコップがあった。片方の少女はアルコールに慣れていないのでおっかなびっくり舐なめるように口にして、もう片方の男は吟味するようにゆっくり吞のんでいる。

　少女は名をアリアといい、男は泊はく人とといった。

「ちゃんと春が来てよかったね。みんな楽しそう」

　アリアが顔を綻ばせると、泊はく人とはふんと鼻を鳴らした。

「またおまえが先走ってお節介を焼いたからな」

　二人がこの島を訪れたのは『始まりの島』という世界の核心に迫るために鍵となる浮遊結晶が必要だったからだ。けれど、この島にはもう一年以上も訪れるべき春が訪れず、ずっと冬に閉ざされている──そんな事情を村の子供たちから聞いたアリアが、

『絶対に何とかしてあげる！』

　と、頼まれてもいないのに一も二もなく請け合って、細かい経緯はさておき、転こけつ転まろびつの苦労の末に何とか春を取り戻したのだった。

「泊はく人とさんだって何だかんだ言って手伝ってくれたじゃん」

「そうしないと島を出られるのがいつになるか分からないからな」

「うっ……」とアリアが言葉に詰まったところで、泊はく人とが「まあ」と続けた。

「おかげで思わぬ収穫もあった」

「え……？」

「いい酒だ」泊はく人とは果実酒を口に含む。「高く売れそうだ」

　旅をするのも只ただではない。路銀は訪れた島で受けた依頼や交易で稼いでいかなくてはならないのだ。

「それより、行ってきたらどうだ」

　泊はく人とがそう言って目を向けた先には数人の子供たちがいて、こちらを窺うかがっていた。

　この島の問題を解決する過程でアリアが仲良くなった子供たちだ。

　アリアの出立が近いことを知っていて、最後に別れの挨拶でもしたいのだろう。

「あ、う、うん！」とアリアは子供たちの方へ小走りに近寄っていった。

　泊はく人とがぼんやりと祭りの様子を眺めていると、不意に村人たちの奏かなでる音楽が止まった。

　目を遣やると、アリアが子供たちに手を引かれ、広場の中央に引っ張り出されている。

　アリアは少し戸惑ったような表情を浮かべていた。

「また安請け合いしたな……」と事情を察した泊はく人とは呆あきれた。

　突然乱入するかたちではあったが、村の子供たちに引っ張り出されてのことであったし、そもそもアリアはこの春を祝う祭りの立役者だ。皆が彼女の飛び入りを歓迎していた。

　アリアははにかみつつ、一ひと息いき吐ついてゆっくりと歌い始めた。

　瞬間、空気が華やいだ。

　穏やかな大気に、さらさらと花弁の舞い散るような淡い色彩の歌声が響く。

　どこからともなく弦楽器の透き通る音色が鳴り、美しく軽やかなハーモニーを奏かなでる。

　アリアの歌声は幻想を生み出していく。まだ春が訪れたばかりの島に生命の息い吹ぶきが注ぎ込まれ、新芽が生え、蕾つぼみが綻び、ついにはまるで花々が咲き乱れていくかのような、そんな幻想を。甘やかな花の香りすらふわりと漂ってくるようだった。

　鳥の囀さえずりと、雪ゆき融どけの水音と、風が草木を揺らす音と──全ての自然の音色と調和して、その音楽は島の隅々へと響いていった。

　村人たちはアリアの演奏に聞きき惚ほれ、彼らを包み込む幻想に心奪われていた。

　歌姫の一件を経て以来、彼女の歌の上達は桎しつ梏こくから解き放たれたかのように留まるところを知らない。あれからいくつも島を巡ったが、今や彼女は鼻歌ですら聴いた者を魅了してしまうほどの域に到達している。その凄すさまじさに泊はく人とは舌を巻いていた。

　けれど泊はく人とはそんなアリアがたった今行っている演奏に少し物足りなさを感じていた。

（手を抜いている……というわけではないか）

　それではいったいどうして──と思っていると、アリアが近くにいた子供たちの手を取り、軽くステップを踏み始めた。祭りの踊りを見み様よう見み真ま似ねで踊ろうというのだ。

　子供たちは最初こそ驚いていたが、すぐに軽快な足取りで楽しそうに踊り始める。

　それにやや遅れて、アリアの演奏に素朴な弦楽器の音が重なりだした。村人がアリアの歌に合わせて演奏を始めたのだ。それが呼び水になり、他の楽器も次々と演奏に飛び込んでくる。

　美しさが主体だったアリアの歌が、賑にぎやかで楽しい音楽に変容していく。

　それにつられるようにして、村人たちが歌い踊り始めた。

　最初は少年少女が、続いて若い男女が、さらには中年から最後は老人までもが、アリアの歌声に乗せられて、楽しそうに歌を歌い、音楽に合わせて身体からだを動かしていた。

　渾こん然ぜん一いつ体たい。

（なるほどな。あいつらしい……）

　彼女はこうして人々が参加することで完成されるように歌い、音を奏かなでていたのだ。

　美しいだけではない。彼女の生み出した音楽には人々の生活があり、感情があった。

　祭りは弥いやが上うえにも活気を増していく。

　アリアが数曲を歌った頃には、宴うたげは最高潮を迎えていた。

　自分の役割を終えたと判断したのだろう、アリアは歌唱を終えて立ち去ろうとする。

　そこへ一人の若い男が近づいてきた。

　彼はどこか照れた様子でアリアに何事かを話しかける。

　対するアリアも顔を赤らめ、彼の話を真剣な表情で聞いていた。

　しかしやがて彼女が申し訳なさそうに頭を下げると、男の方は落胆して肩を落とし、遠くで様子を窺うかがっていた仲間に連れられてどこかへ去って行った。春を祝うこの祭りは、同時に異性への求愛の場でもあるのだ。

　男を見送ったアリアが、不意に泊はく人とに視線を向けた。

　目が合う。

　彼女は唇を結んで、ずかずかと大股で泊はく人との方に歩み寄ってくる。

　そして丸太に腰掛けた泊はく人とのすぐ目の前で立ち止まる。鼻息が荒い。

「何を怒ってる」

　泊はく人とが面倒そうに問うと、アリアは唇を尖とがらせた。

「誘いを受ければいいのにって思ったでしょ。この島に腰を落ち着ければって」

　思わぬ濡ぬれ衣ぎぬに泊はく人とは眉を顰ひそめた。

「思ってない」

「ほら、やっぱり──って、あれ……？　思ってないの……？」

　アリアは勢いを失い、きょとんとした表情を浮かべる。

「思ってない。ほとんど初対面の男についていったらさすがに驚くぞ」

「そ、それは……まあ……。じゃ、じゃあ誘ってきたのが初対面じゃなくて、島で仲良くなった人だったらどう思ったの？」

　泊はく人とは深くため息を吐ついた。

「おまえはオレと旅をするもんだと思っていたが、違ったか？」

　アリアは大きく目を見開き、ぶんぶんと首を振った。

「ち、違わない！」

　それから何かを躊躇ためらうように顔を伏せ、か細い声で言った。

「じゃ、じゃあ、わたしと踊って……？」

「……どうしてそうなる」

「だ、だって！　一人でいたらまた声かけられるかもしれないし……」

　徐々にアリアの声が尻すぼみになっていく。

「嫌ならいいよ……」

　泊はく人とはもう一度深くため息を吐ついた。

　声をかけられるのが嫌なら、ここに座って遠くから祭りを眺めていればいい──そんなふうに諭すのは簡単だった。

　しかし泊はく人とにも自覚はあった。アリアが不安を感じたのだとすれば、その原因は自分が一度ならず二度までも彼女を置き去りにしようとしたことにあるのだろう──一度目は彼女の両親を探した旅の終わりに、二度目は彼女が歌姫としての立場を得たときに。

　またいつか置いて行かれるかもしれない、などと彼女は思っているのだろうか。

　もうそんなことはないというのに。

　自分から彼女の手を離すことは、もう決してない。

　だがそれを言葉で伝えるのは泊はく人との性に合わなかった。

　ゆっくりと立ち上がり、それからアリアの手を取る。

「あ……」

　アリアが驚いたように顔を上げて泊はく人とを見る。その頰はすでに朱が差していたが、さらに火で熱したかのように赤みを増していく。

　泊はく人とも少し気まずくなって、やや強引にアリアの手を引いた。

「こうか」と見み様よう見み真ま似ねでステップを踏む。

「あ、う、うん」

　呆ほうけていたアリアだったが、泊はく人との動きに合わせて足を動かした。

　最初はちぐはぐだった。互いの足を踏みそうになり、何度も身体からだがぶつかった。

　泊はく人との動きが必要以上に鋭く、一方のアリアはがちがちに緊張していたせいだ。

　しかし、それも少しの間のことだった。

　二人の踊りは、元からそうであったかのように融とけ合あい、一つになっていく。

　広場の端で、互いの熱と呼吸を感じながら柔らかな地面を踏む。

　それぞれが相手の目だけを見て、身体からだを動かす。

　もはや言葉すらいらない。

　春を祝う音楽の中で、二人の身体からだはゆっくりと揺れた。


To Coda









あとがき







　こんにちは、森もり日ひ向なたです。

　たいへん長らくお待たせしてしまいましたが『浮遊世界のエアロノーツ』第二巻はいかがでしたでしょうか。実はこのあとがきを書いている時点でサブタイトルは決まっていないので、二巻とだけ書いています。腹案では『天空の歌姫』『遙はるけし空に響く歌声』『歌声の行いき先さき』『歌姫爆誕！』などがありますが、どれになるのか、あるいは全然違うものになるのか楽しみです。すみません、最後のやつは噓うそです。

　さて、これらのサブタイトル案からお分かりいただけるように、本巻の主題は前作で幼い頃からのしがらみを抜け出したアリアが泊はく人とと一緒に色々な島を巡り、様々な人たちに出会いながら自分の生き方を『歌』に定めていく話です。アリアという名前はイタリア語のAriaから採っていて、そこには『空気』と『歌』の二つの意味が込められています。一巻で風（＝空気）を操る干渉力と向き合ったアリアは、本巻で彼女の名前に込められたもう一つの意味である歌と向き合っていくことになります。

　また、第一話『訓練島』と第二話『教導の島』も本巻に欠かせない物語です。特に第二話は少し不気味な島で、やや苦い結末を迎えます。全ての問題を完璧に解決できるとは限らない。自分の力の及ばない問題がある。そういうどうにもならない経験を経てアリアも泊はく人とも成長していくのです。

　それからもちろん、泊はく人との『始まりの島』を探す旅も本巻の重要なテーマであり、新しい展開を見せます。同時にアリアと泊はく人との関係もゆっくり深まっていきますので、そのあたりもお楽しみいただければ幸いです。いやあ、それにしても泊はく人とは鈍いですねえ。




　最後に謝辞です。

　今回も大幅な改稿に辛抱強くお付き合いいただいた編集者の森もり様、小こ原ばら様、いつもありがとうございます。

　にもし様、前巻にも増して素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございます。

　この本の出版にお力添えくださった関係者の皆様、ありがとうございます。

　そして、前巻に引き続き本巻を手に取ってくださった読者の皆様、ありがとうございます。二巻を出すことができたのは応援してくださった皆様のおかげです。

　それでは、また次の巻でお目にかかれることを祈っております。





二〇二一年　銀いち杏ようの葉の色づく頃

森もり　日ひ向なた
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　夜の操そう舵だ室しつにランタンの灯あかりでできた二つの人影が揺らめく。

　泊はく人ととアリアは操そう舵だ席せき横の机に向かい合って座って作業をしていた。

　泊はく人とはヘルメスの手記を手元に置き、一秒に一字ほどの速さで文字を読み上げる。

　一方、アリアは真剣な表情で泊はく人とに言われた文字を紙に書き込んでいく。

『おまえなら書き残せるかもしれない』

　数時間前、この作業を始める前に泊はく人とはアリアにそう告げた。

　ヘルメスの手記は全文が暗号化されている。復号の方法は分かっているので、本来であれば解読に差し支えはない。しかし、解読の結果を書き残そうとしても、それは『情報の消去』に抵触してしまって跡形もなく消えてしまうのだ。

　だが、アリアならば書き残せるかもしれないと泊はく人とは思っていた。

　理由は二つ。

　第一に干渉者であること。

　第二に消去の対象となる情報を聞いてそれを覚えていられること。

　根拠としては弱いし、そもそも第二の理由についてはそれ自体の原因が分からない。ただ、こうしてヘルメスが情報を書き残せている以上、何らかの手立てがあるはずだった。

　だから試した。

　そして──その試みは呆あつ気けないくらい上う手まくいった。

　泊はく人とが一文字解読するごとにアリアに伝える。アリアはそれを紙に書く。そうして書かれた文字は、たとえそれが意味をなす文章になっても消えることはなかったのだ。

「そろそろ一度止めるか」

　泊はく人とは区切りのついたところで解読を止めた。

　これまでも数ページ進む度に解読を止めては、生み出された文章を読み、その内容を精査してきた。普通の本を読むのに比べればかなりの時間と手間がかかっているが、それでも今まで一ページ解読するのに数日をかけていたことを思うとかなりの効率化だ。

「うん、そうだね……」

　やや疲労の滲にじむ声でアリアが答える。ほとんど休みなしで数時間も作業を続けているのだから無理もない。

「悪いな」

　泊はく人とが言うとアリアは驚いたように首を振った。

「い、いいよ！　疲れたって言ってもちょっとだし、それに……むしろ嬉うれしいし」

「嬉うれしい？」

「なんか、泊はく人とさんの相棒パートナーって気がして……」

　その言葉に泊はく人とは軽くため息を吐ついた。

「それは少し違うな」

「ええっ!?　そこ否定しちゃうの!?」

「『気がする』じゃない。名実ともに、おまえはオレの相棒だ」

　そのくらいの覚悟でいてもらわなくては困る、と思いつつ泊はく人とは言った。今後どんな危険が待っているか分からないのだ。しかし、

「どうしてそこでにやける」

「に、にやけてないよっ！」

　明らかにアリアの頰は緩んでいたが、泊はく人とはそれ以上追及するのを止めた。十年前ヘルメスたちとともに訪れた島で泊はく人とが半数の仲間を失った詳細はすでに伝えてある。あまりしつこく言わずとも、これから先にあるかもしれない危険は理解しているだろう。

「まあいい。今日のところは今解読したものを確かめて終わりにするか」

　これまで解読できた情報に目新しいことはあまりなかった。基本的には『始まりの島』への到達に各地の浮遊結晶が必要だという事実とその裏付けが淡々と記述されていただけだ。もちろんそれらは情報の確度を保証する重要なものだが、旅の指針になる類のものではない。恐らくしばらくはそんな内容が続くのだろうと泊はく人とは思っていた。が、

「泊はく人とさん……これって……」

　一足先に解読文を読み始めたアリアが、顔を上げて泊はく人とを見つめる。

　ひどく真剣なその眼まな差ざしに、泊はく人とはただごとではないと悟る。

「何が書いてあった」

　立ち上がり、アリアの背後に回り込んで解読文の書かれた紙を覗のぞき込こんで、

『──　と　お　も　わ　れ　る　。　は　く　と　へ　わ　た　し　は　い　──』

　息を吞のんだ。

　解読文は一字ずつ復号されているから読みにくい。解読後に精査する時間を設ける必要があるのはそのためだ。

　だが、間違いない。

『泊はく人とへ』

　と、そこには確かにそう書かれている。

「こ、これ、泊はく人とさんへのメッセージだよ！」

　アリアの言葉に泊はく人とは小さく頷うなずいた。

　ほんの僅かな時間で喉がからからに渇いていく。

　紙に書かれた文字から目が離せなかった。

　これまで手記にはヘルメスの調査結果や考察、そして仮説などが書かれていたが、それは淡々と事実だけを語るか、せいぜい彼女の独白めいたものでしかなかった。

　だが、これは明らかに違っている。

　自分に向けられた言葉だ。

　泊はく人とは焦燥感を抑えながら、解読文を精査していく。

『泊はく人とへ

　私は今、あの遺跡でこれを書いている。これがおまえに届く蓋然性は低いし、その上どのくらい時間が経たつかも分からないが、これを読むとしたらおまえしかいないだろう。私がいるのは、私たちの仲間を喰くった、あのクソったれな島の、クソ喰くらえな遺跡の、いちばん奥だ。』

　泊はく人とは息を吞のんだ。

　ヘルメスは遺跡の最深部まで到達していたのだ。

　泊はく人とたち調査隊を壊滅に追い込んだ、あらゆる物質を一瞬で吞のみ込こんでしまう無数の不定形の黒い物体『消滅場』をくぐり抜け、生きて遺跡の最深部まで。

　だが、彼女なら有り得ることだ。

　ヘルメスは極めて柔軟な干渉力を持っていた。探索において彼女がいちばん力を発揮できるのは単独行動であり、その踏破力は手て練だれ揃ぞろいの調査部においてですら群を抜いていた。だからこそあの悪夢のような島でも切り抜けることができたのかもしれない。しかし、続く文章に泊はく人とは思わず眉を顰ひそめた。

『ほぼ間違いなく、私はこれから死ぬ。左前腕と、右膝から下を持って行かれた。止血したが長くは保たないだろう。ドジを踏んだとは思っていない。単独で挑めばこうなることは分かっていた。これは必然だ。』

「泊はく人とさん……」

　アリアの不安げな声が耳を打つ。

　卓越した調査員であっても、遺跡の探索において致命傷を避けることができなかった。その事実がアリアを怯おびえさせているのだと泊はく人とは思った。

　しかしアリアにそっと触れられて、自分の思い違いに気付いた。

　彼女の手は、いつの間にか握り締めていた泊はく人との拳に触れていた。そしてそこからは血の雫しずくが滴したたっている。彼女は泊はく人との心配をしていたのだ。

「……悪い。少し力が入っただけだ。問題ない」

　アリアは何か言いたげな表情を浮かべたが、それを吞のみ込こんだ。

　泊はく人とは解読文へと視線を戻す。

『これから私がこの遺跡で知ったことを書く。おまえには好きに生きろと言ったが、これを読んでいるということは、まだ「始まりの島」を探しているんだろう？　だがもしそうでないなら、悪いことは言わない、ここから先は読むな。』

　読まない選択肢などあろうはずもない。

　泊はく人とは自分を見上げるアリアに頷うなずきかけ、先を読み進めた。

『そもそも干渉力とは何か、おまえは考えたことがあるか？

　干渉力には取り留めがない。物を動かす力も、他人の精神に関与する力も、時間や空間に作用する力も存在する。干渉力は物理法則を超える。というより、ねじ曲げる。

　だが、どうして一つの動物種に過ぎない人間がそんな超越的な力を持ち得たのか？』

「干渉力の起源……？」

　それは少し意外な問題提起だった。

　確かにそういった話もしたことはあるが、当時の泊はく人ととヘルメスの第一目標は『始まりの島』であり、もしヘルメスがこの手記に書き残すとしたらそちらだと思っていたからだ。

　だが、逆にそのことが得体の知れない闇となって泊はく人とに覆おおい被かぶさってくる。触れてはならない、知ってはいけない──そんな方向にヘルメスの言葉は向かっている気がした。

『私はおまえに会う前からそんな疑問を持って旅をしてきた。そして、この遺跡でようやく答えに辿たどり着ついた。何のことはない──人間は超越的な力を得たわけじゃない。干渉者の素質を持つ人間はずっと昔からいたんだ。』

「……どういうことだ」

　困惑に泊はく人とは眉根を寄せた。

　数千年前、大地が崩壊し、世界は浮遊島だけになった。それと時期を同じくして干渉力を持つ者が現れたというのが通説だ。ヘルメスの結論はそんな常識と矛盾している。

　続くヘルメスの言葉を読んで、泊はく人とは目を瞠みはった。

『変わったのは世界だ。人間が書き換えるのに都合がいいように、世界が改変されたんだ。』

　脳が凍り付いたかのように思考が止まる。

　だが時間が経たつにつれて氷結した思考が徐々に融とけ始はじめ、ヘルメスの言葉が理解を伴って胸の内に落ちてくる。

　泊はく人とがヘルメスとの旅で経験した様々な出来事、発見した文献や遺跡──そういったものが彼女の言う『世界の改変』を矛盾なく裏付けているように思えたのだ。まるでパズルのピースがはまっていくような気がした。

『おまえなら分かるだろう。世界の改変とは、大地が崩壊して浮遊島だけになった数千年前の事象のことだ。そのとき世界に一枚の層が重ねられた。これを仮に境界層と呼ぶが、そいつは人間の意志を受け取り、変換し、世界を書き換える機能を持つ。これが干渉力の正体だ。』

「そういうこと、か……」

　からからに渇いた声で呟つぶやく。

　大地が崩壊し、浮遊島だけの世界になったこと。

　そして干渉者が現れたこと。

　その二つの事象は表裏一体だったのだ。

　あるいは、いっそ干渉者という存在を生み出すために世界は壊されたのだといった方が正しいのかもしれない。

　いったい何な故ぜ、そして、どうやって──そんな疑問が浮かんだ。

『そして、ここからが大切なことだ。その改変は今も続いている。今は過渡期なんだ。』

「改変が、続いている……？　泊はく人とさん、これって……」

　アリアが怖々といった様子で泊はく人とを見上げてくる。

　数千年も前に起きた世界の改変──それが、今もまだ終わらずに継続しているという。

　それは俄にわかには信じがたい事実だ。だがそれが正しいとしたら、その改変とはどんなもので、どんな結末へ収束しようとしているのか。

『今はまだ世界はまだらだ。境界層は世界を覆いきれていない。だが、やがて世界は覆い尽くされる。そのとき改変は終わり、浮遊島は消え、大地の存在する世界になるだろう。』

「え？　それって、元の世界に戻るってこと……？　想像もつかないけど……」

　環境は劇的に変わるだろう。だが必ずしも悪いことではないように思える。人は格段に暮らしやすくなるのではないか。しかし──




『そのとき、今の世界は消滅する。そして、新しい世界に移行できるのは干渉者だけだ。それ以外の人間は、今の世界と運命をともにするしかない。』




　十年前ヘルメスが告げた言葉の真相が、そこにはあった。

　それはあまりに容赦のない真実。

　泊はく人ともアリアもしばし絶句するしかなかった。

　夜の操そう舵だ室しつに風切り音だけがやけに虚むなしく響く。

　恐るべき真相に目め眩まいすらしたが、ヘルメスの言葉はまだ続いている。

　泊はく人とは気力を振り絞り、先を読んだ。

『恐らくその世界では干渉力が完璧に機能する。望むだけで全てが手に入り、ひたすら安らかに過ごせる。飢えも病も、憎しみも悲しみもない。あるいは死すらない。そういう世界だ。』

「そんな……」

　アリアが呟つぶやく。

　それは理想郷といって差し支えない世界かもしれない。

　多くの干渉者が至上の幸福を得るだろう。

　だがそれは干渉者にとってだけの話。

　大多数の人間の犠牲の上に成り立つ幸福だ。

　人の存在と尊厳を踏みにじる──そういう類のものだ。

『だが、そんなものクソ喰くらえだ。私は不自由で不完全なこの世界が好きなんだ。』

　泊はく人とは続くヘルメスの言葉に思わず苦笑した。彼女が吐き捨てるように言う姿がありありと脳裏に浮かんだ。だがそんなほんの一瞬の弛し緩かんも、すぐにまた衝撃にとって変わられた。

『だから、私はこの遺跡を──この島を、墜とすことにした。』

　吐く息が震えた。

　島を墜とす──それがどんな手段で行われたのかは定さだかではない。

　だが十年前、泊はく人とがあの島を再訪したとき、すでにその空域には島の影も形もなかった。

　超常的な力によってあの空域から消えたのだと思っていたが、それは違った。

　ヘルメスの手によって墜とされていたのだ──彼女がその命と引き換えにして。

『世界の改変は中心である「始まりの島」と、二つの要で実行される。その要の一つが、この遺跡だった。これで世界の改変は遅れるだろうが、稼いだ時間はそう大きくない。改変の完了はもう目の前まで迫っていたからな。二十年は保たないだろう。』

「二十年……って、これ、十年前の記録だよね……？　じゃあ……」

　単純な引き算だ。

　猶予は十年。いや、ヘルメスの書きぶりからするとそれよりも短いだろう。

　思った以上に切迫している。

『最後に。色々書いたが、私のしたことはエゴだ。今の世界を守るといえば聞こえはいいが、大勢の──どちらかといえば不幸な奴やつの多い干渉者の幸福な未来を奪ったともいえる。』

　泊はく人との脳裏に過去の自分の姿が浮かぶ。

　貧民街で飢え、ゴミを漁あさり、人を傷つけ、狂犬のように孤独に生きていた日々が。

　似たような境遇で世界を呪う干渉者は他にも数え切れないほどいるだろう。

　彼らがヘルメスのしたことを知ったら、どう思うだろうか。

　あるいはかつての自分が、またあるいはかつてのアリアが、見知らぬ大勢の安寧のために切り捨てられたとしたらどう感じるだろう。

　きっと、怒り、憎み、絶望したに違いない。

　ヘルメスの選択は、そういうことだ。

　もし彼女の遺志を継いで今の世界を守ったならばたくさんの命が救われるだろう。

　けれど、それは干渉者が得られるはずだった幸福を奪うことになる。

『今の世界と、新しい世界。おまえはどちらを選ぶ？』

　解読文は、そんな問いかけで終わっていた。

　容赦ないジレンマが、泊はく人との前に横たわっている。

　飛空船のエンジンと回転翼テイルトロータの音が、ひどく遠くに感じられた。

　だが──

「泊はく人とさん」

　アリアの手が、泊はく人との手を包んでいた。その温ぬくもりが、迷い揺らぎそうになっていた泊はく人との心の輪郭を支えてくれた。

　彼女は確たる光を宿した瞳で泊はく人とを見つめていた。そして微笑を浮かべながら口を開く。

「大丈夫だよね。わたしたちの答えは、決まってる」

　ああ、そうか──泊はく人とは不意に自分の心が軽くなっていることに気付いた。

　ヘルメスの手記を手に入れたことが、この十年の旅で得た最大の成果だと思っていた。

　だが、違った。もっと大きな幸運が自分には訪れていたのだ。

　誰とも分かち合えなかった重荷をともに背負うことのできる存在。

　そんなかけがえのない誰かに出会えたことが、何よりも得え難がたい──そう、奇跡だった。

　泊はく人とは頷うなずく。

「ああ。決まっている」

　迷うことなど、何もない。

　それがどれほど険しい道だったとしても、進むことに一切の躊躇ためらいはなかった。




　飛空船クロート号は、夜霧を力強くかき分け進んでいく。

　その先にある黎れい明めいを目指して。


To be continued...?
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